
　　　　　

摂津市議会

民生常任委員会記録

平成１６年３月１０日

議 　 会 　 事 　 務 　 局



目 　 　 　 次

民生常任委員会

３月１０日

会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局

職員、審査案件 1

開会の宣告 3

市長あいさつ

委員会記録署名委員の指名 3

議案第１号所管分及び議案第９号所管分の審査 3

補足説明（保健福祉部長、生活環境部長）

質疑（藤浦委員、原田委員、山下委員、上村委員）

散会の宣告 70



民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１６年３月１０日（水）　午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　４時５３分　散会

１．場所

大会議室

１．出席委員

委 員 長 野口　博  副委員長 上村高義  委　　員 古谷博子

委　　員 藤浦雅彦  委　　員 原田　平  委　　員 山下信行

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森川　薫 助　役　小野吉孝

生活環境部長　前田宜伸同部次長兼自治振興課長　大場房二郎　　

同部参事兼市民課長　川本将之同部参事兼産業振興課長　阿久根俊二　　

同部参事兼環境業務課長　紀田光司同部参事兼環境対策課長　前川　弘　　　

市民課参事　浅井重雄産業振興課参事兼農業委員会事務局長　中井文雄　　

環境センター長　五里江路人

保健福祉部長　上田日春二　　　　　　　同部次長　堀口賢司

同部参事兼健康推進課長　福永冨美子　　同部参事兼社会福祉課長　葭中　勉　　

同部参事兼介護保険課長　中井秀一　　　同部参事兼児童福祉課長　寺西義隆　　

同部参事兼国保年金課長　佐藤芳雄　　　健康推進課参事　前川　進

高齢者障害者福祉課長　登阪　弘　　　　国保年金課参事　東角泰典

１．出席した議会事務局職員

事務局次長代理　野杁雄三　同局主幹　上　清隆

１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成１６年度摂津市一般会計予算所管分

議案第　９号　平成１５年度摂津市一般会計補正予算所管分

議案第２９号　摂津市廃棄物の減量、再生利用及び適正処理に関する条例の一部を改

正する条例制定の件

議案第　７号　平成１６年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計予算

議案第２４号　摂津市手数料条例の一部を改正する条例制定の件所管分

議案第２６号　摂津市敬老金条例の一部を改正する条例制定の件
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議案第３１号　摂津市老齢福祉年金支給条例を廃止する条例制定の件

議案第３２号　摂津市障害者福祉金支給条例を廃止する条例制定の件

議案第３３号　摂津市遺児年金支給条例を廃止する条例制定の件

議案第　３号　平成１６年度摂津市国民健康保険特別会計予算

議案第　４号　平成１６年度摂津市老人保健医療特別会計予算

議案第１１号　平成１５年度摂津市国民健康保険特別会計補正予算

議案第　８号　平成１６年度摂津市介護保険特別会計予算

議案第１４号　平成１５年度摂津市介護保険特別会計補正予算

請願第　１号　鳥飼上四丁目、ふれあいの里バス停前の固形燃料製造工場進出に反対

する請願
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（午前１０時　開会）

○野口委員長　ただいまから民生常任委

員会を開会します。

　理事者から、あいさつを受けます。

　森川市長。

○森川市長　おはようございます。

　本日は、委員の皆さん方には何かとお

忙しい中、過日の本会議で付託されまし

た案件につきまして、早速、民生常任委

員会を開催賜り、まことにありがとうご

ざいます。何とぞ、よろしくご審査をい

ただき、ご可決賜りますようお願い申し

上げ、開会のごあいさつにさせていただ

きます。

　なお、この場は一たん退席いたします

が、在庁いたしておりますので、よろし

くお願い申し上げます。

○野口委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、原田委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことにご

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

　異議なしと認め、そのように決定しま

す。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○野口委員長　再開します。

　最初に、議案第１号所管分及び議案第

９号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　保健福祉部長。

○上田保健福祉部長　それでは、議案第

１号、平成１６年度摂津市一般会計予算

のうち、保健福祉部にかかわる部分につ

きまして、目を追って、主なものについ

て補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、３２ペー

ジ、款１２、分担金及び負担金、項１、

負担金、目１、民生費負担金は、前年度

に比べ、４．２％の増となっております。

これはせっつ桜苑の介護サービスに伴う

保険者及び利用者負担並びに公・私立保

育所入所児童の保育料等でございます。

　３３ページ、款１３、使用料及び手数

料、項１、使用料、目３、衛生使用料は、

前年度に比べ、２．２％の増加となって

おります。これは市営葬儀使用料及び葬

儀会館使用料等でございます。

　３６ページ、項２、手数料、目２、衛

生手数料は、飼犬登録及び死獣処理手数

料などでございます。

　３８ページ、款１４、国庫支出金、項

１、国庫負担金、目１、民生費国庫負担

金は、前年度に比べ、８．０％の増となっ

ております。これは国民健康保険基盤安

定負担金、身体障害者・知的障害者施設

訓練等支援負担金、公・私立保育所入所

に係る児童福祉費負担金、児童手当負担

金及び生活保護費負担金等が主なもので、

児童手当につきましては、小学校第３学

年修了前までの児童に拡大されたことに

伴います増額でございます。

　４０ページ、目２、衛生費国庫負担金

は、前年度に比べ、１．０％の増となっ

ております。これは市民健康診査及び母

子保健事業等にかかります負担金でござ

います。

　項２、国庫補助金、目１、民生費国庫

補助金は、前年度に比べ、２８．７％の

増となっております。これは小規模通所

授産施設運営事業補助金、身体障害者居

宅生活支援補助金と、今年度より新たに

実施いたしますファミリーサポートセン

ター運営費事業及び母子家庭自立支援事

業等にかかります補助金が主なものでご

ざいます。

　４４ページ、項３、委託金、目２、民
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生費委託金は、前年度に比べ、２０．７

％の減となっております。これは児童手

当事務委託金がなくなったことによるも

のでございます。

　款１５、府支出金、項１、府負担金、

目１、民生費府負担金は、前年度に比べ、

４．５％の減額となっております。これ

は、国民健康保険基盤安定負担金及び公・

私立保育所入所児童に対する児童福祉費

負担金、児童手当負担金、生活保護費負

担金等でございます。

　４５ページ、目２、災害弔慰金府負担

金は、災害救助法適用災害に係る遺族へ

の弔慰金でございます。目３、衛生費府

負担金は、前年度に比べ、１．０％の増

額となっております。保健事業費負担金

及び母子保健事業費負担金で、市民健康

診査等に係る負担分でございます。

　４７ページ、項２、府補助金、目２、

民生費府補助金は、前年度に比べ、６．

９％の増額になっております。これは、

社会福祉、老人福祉、身体障害者等福祉

及び老人医療、身体障害者医療、乳幼児

医療、母子医療等補助金で、乳幼児医療、

母子医療等補助金につきましては、受診

件数の増により増額となっております。

　５０ページ、目３、衛生費府補助金は、

母子保健事業、予防接種事故救済等対策

費及び高齢者歯科保健事業補助金でござ

います。

　５４ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は、前年度に比べ、１５．８

％の減となっております。これは、単年

度で実施いたしました社会保障生計調査

委託金の減によるものでございます。予

算計上は、障害児（者）地域療育等支援

事業委託金でございます。

　６０ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入は、各種検診及び予防

接種に係る自己負担金並びに市立障害者

入所施設支援費収入、保育所職員給食費

負担金、児童主食費負担金等でございま

す。

　次に、歳出でございますが、１０７ペー

ジ、款３、民生費、項１、社会福祉費、

目１、社会福祉総務費は、前年度に比べ、

０．８％の増になっております。これは、

事務の執行に係る経費のほか社会福祉事

業運営委託料、各種団体補助金、特別障

害者手当等給付金、障害児のホームヘル

プサービス等支援費及び特別会計への操

出金等でございます。

　１１１ページ、目２、老人福祉費は、

前年度に比べ、２６．１％の減となって

おります。これは主に、土地購入費の減

によるものでございます。老人福祉費の

内容につきましては、高齢者福祉に係り

ます経費で、せっつ桜苑での老人福祉セ

ンター委託及び介護サービス委託のほか、

市内４か所での在宅介護支援センター運

営委託、高齢者民間賃貸住宅家賃助成補

助金、特別養護老人ホーム建設に伴う補

助金並びに住宅改造費用助成費等でござ

います。

　１１４ページ、目３、国民年金総務費

は、前年度に比べ、１．３％の減となっ

ております。これは経常経費でございま

す。

　１１５ページ、目４、国民年金事務費

は、前年度に比べ、２７．７％の減となっ

ております。これは国民年金事務の執行

に係る経費でございます。

　１１６ページ、目５、身体障害者福祉

費は、前年度に比べ、２．９％の減になっ

ております。これは事業の実施に係る経

費で、補装具交付費、支援費制度の援護

施設支援費、ガイドヘルプサービス支援

費等でございます。

　１１７ページ、目６、知的障害者福祉

費は、前年度に比べ、３．５％の増となっ
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ております。これは、市立みきの路運営

委託及び施設入所に係る支援費並びに今

年度、市内に初めて整備されるグループ

ホームを含む地域生活援助支援費等でご

ざいます。

　１１８ページ、目７、老人医療助成費

及び１１９ページ、目８、身体障害者医

療助成費は、老人及び身体障害者医療費

の一部負担金助成に係る執行経費などで

ございます。

　１２０ページ、項２、児童福祉費、目

１、児童福祉費総務費は、前年度に比べ、

０．２％の減となっております。これは、

私立保育所運営補助のほか、平成１５年

度より策定しております次世代育成支援

行動計画策定委託並びに子育て支援事業

の一環として今年度より実施いたします

ファミリーサポートセンター運営委託等

でございます。

　１２２ページ、目２、児童措置費は、

前年度に比べ、３７．５％の増となって

おります。これは、児童手当が小学校第

３学年修了前までの児童に拡大されたこ

とによる増額でございます。

　１２３ページ、目３、児童福祉施設費

は、前年度に比べ、２２．８％の減となっ

ております。これは、摂津保育所の民営

化に伴い、パート職員等賃金及び賄材料

費等の減少によるものでございます。

　１２５ページ、目４、母子福祉費は、

前年度に比べ、１８２．６％の増となっ

ております。これは、母子家庭自立支援

事業費及び母子生活支援施設運営費負担

金などでございます。

　目５、乳児医療助成費及び１２６ペー

ジの、目６、母子医療助成費は、事業に

係る経費で、医療費の一部負担金助成費

等でございます。

　１２７ページ、項３、生活保護費、目

１、生活保護総務費は、前年度に比べ、

３．１％の減となっております。これは

事務の実施に係る経費でございます。

　１２８ページ、目２、扶助費は、前年

度に比べ、１０．０％の増となっており

ます。これは被保護世帯に対する扶助費

で、被生活保護世帯の増によるものでご

ざいます。

　１３１ページ、項５、災害救助費、目

１、災害救助費は、災害救助法適用災害

に係る遺族への弔慰金でございます。

　１３２ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目１、保健衛生総務費は、

前年度に比べ、８．２％の減となってお

ります。これは、事務の執行に係る経費

及び保健センター及び休日応急診療所管

理委託並びに各種団体補助金等でござい

ます。

　１３４ページ、目２、予防費は、前年

度に比べ、６．９％の増となっておりま

す。これは、市民健康診査及び各種予防

接種等の実施に係る委託料等でございま

す。

　１３６ページ、目３、環境衛生費は、

前年度に比べ、９．６％の増となってお

ります。これは、飼犬登録及び死獣処理

に係る経費等でございます。

　１３７ページ、目６、斎場費は、前年

度に比べ、４．３％の減となっておりま

す。これは葬儀会館及び斎場等管理運営

業務委託等でございます。

　１３８ページ、目７、墓地管理費は、

前年度に比べ、１５．２％の増となって

おります。これは墓地管理に係る経費で

ございます。

　２２３ページ、款１１、諸支出金、項

１、災害援護資金貸付金、目１、災害援

護資金貸付金は、災害救助法適用災害に

係る貸付金でございます。

　以上、平成１６年度摂津市一般会計当

初予算の補足説明とさせていただきます。
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　続きまして、議案第９号、平成１５年

度摂津市一般会計補正予算第６号のうち、

保健福祉部に係る部分につきまして、目

を追って補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、１３ペー

ジ、款１０、分担金及び負担金、項１、

負担金、目１、民生費負担金の減額は、

主に公・私立保育所の入所者の減による

ものでございます。

　款１２、国庫支出金、項１、国庫負担

金、目１、民生費国庫負担金の減額は、

知的障害者の施設利用者数の減及び公・

私立保育所の入所者の減によるものでご

ざいます。

　１４ページ、項２、国庫補助金、目１、

民生費国庫補助金の減額は、精神・身体・

知的障害者の居宅生活支援利用件数の減

によるものでございます。

　１５ページ、款１３、府支出金、項１、

府負担金、目１、民生費府負担金の減額

は、公・私立保育所の入所者の減による

ものでございます。

　１６ページ、項２、府補助金、目２、

民生費府補助金の減額は、精神・身体・

知的障害者の居宅生活支援の利用減及び

保育所運営費の減等によるものでござい

ます。

　続きまして、歳出でございますが、３

４ページ、款３、民生費、項１、社会福

祉費、目１、社会福祉総務費は、事業の

精査に伴う減額と、介護保険特別会計繰

出金は、介護サービス利用増に伴う保険

給付費の増額による市負担分の増額でご

ざいます。

　目２、老人福祉費は、敬老金の対象者

の減及びシルバー人材センターの事業費

の精査並びに老人入所施設措置の対象者

数の減等によるものでございます。

　目４、国民年金事務費は、事務に係る

経費の精査に伴う減額でございます。

　目５、身体障害者福祉費及び目６、知

的障害者福祉費は、支援費制度に係りま

すガイドヘルプサービス及び援護施設の

利用数の減によるものでございます。

　目７、老人医療助成費は、利用件数の

増に伴うものでございます。

　３７ページ、項２、児童福祉費、目１、

児童福祉総務費、目３、児童福祉施設費

の減額は、保育所運営費等事業実施に係

る経費の精査に伴うものでございます。

　３８ページ、目４、母子福祉費は、母

子自立支援員の勤務数の減によるもので

ございます。

　以上、補正予算の補足説明とさせてい

ただきます。

○野口委員長　続いて、生活環境部長。

○前田生活環境部長　続きまして、議案

第１号、平成１６年度摂津市一般会計予

算のうち、生活環境部にかかわる主な事

項につきまして、目を追って補足説明を

させていただきます。

　まず、歳入でございますが、３３ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目２、民生使用料のうち、総合

福祉会館等各施設の使用料は、前年度に

比べ、１．４％の減となっております。

　３６ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料のうち、市民課に係る戸籍手数

料等は、前年度に比べ、２８．５％の増

となっております。

　目２、衛生手数料のうち、塵芥処理手

数料は、一般廃棄物の焼却手数料及び臨

時ごみ等の収集運搬手数料などでござい

ますが、前年度と比べ、４．７％の増と

なっております。

　３７ページ、目３、農林水産業手数料

は、土地現況証明手数料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目２、衛生費国庫補助

金のうち、低公害車普及事業費補助金は、
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公害パトロール車を購入するに当たって

の天然ガス車改造に係ります経費の２分

の１補助となっております。

　また、清掃費補助金は、平成１３年度

に実施いたしましたダイオキシン類対策

に係るごみ処理施設改修工事に対する貸

付金の償還に伴う補助金でございます。

　４３ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち、戸籍住民基本台帳費

委託金は、外国人登録事務に係るもので、

前年度と比べ、１４．２％の減となって

おります。

　５０ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目３、衛生費府補助金のうち、

公害対策費補助金及び違法屋外広告物除

去事務経費補助金は、委任事務費補助金

でございまして、前年度と比べ、７．５

％の増となっております。これは違法屋

外広告物除去事務経費補助金の増による

ものでございます。

　５１ページ、目４、農林水産業費府補

助金は、農業委員会関係及び農業振興事

業に係る府補助金で、前年度と比べて１

４．４％の増となっております。

　目５、商工費府補助金は、地域就労支

援事業及び大阪府地域ネット関連事業に

伴う事業補助金でございまして、前年度

に比べ、８．７％の減となっております。

　５３ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち、市民課に係りますも

のは、人口動態調査に係る事務委託金で

ございます。

　５９ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目２、中小企業事業資

金融資預託金収入は、事業資金融資に伴

い、市内の金融機関に預託しております

元利金収入でございます。

　６０ページ、項４、雑入、目１、雑入

のうち、自治振興課に係る主なものとし

て、福祉会館の光熱水費等負担金、各種

講座受講料、文化ホール入場料などを計

上いたしております。

　環境業務課に係るものとして、資源ご

み売却収入は、古紙、古布、缶等の資源

物の売却収入を見込んでおります。

　続きまして、歳出でございますが、８

０ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目７、都市交流費は、都市交流及

び国際交流に係る経費を計上いたしてお

りまして、前年度に比べ、４．６％の減

となっております。

　８３ページ、目１１、防犯対策費は、

前年度に比べ、３．８％増で、防犯灯の

設置及び維持管理に係る経費を計上いた

しております。

　８６ページ、目１４、自治振興費は、

地区振興委員報酬、摂津まつり振興会補

助及び地域活性化補助に係る経費が主な

ものでございまして、前年度に比べ、１．

９％の減となっております。

　９５ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費は、市民

課業務に係る経費を計上いたしておりま

して、前年度に比べ、１８．６％の減と

なっております。

　１２９ページ、款３、民生費、項４、

生活文化費、目１、生活文化総務費は、

施設管理公社に施設管理等委託する経費

が主なものでございまして、前年度に比

べ、９．８％の減となっております。

　１３０ページ、目２、総合福祉会館費

は、前年度と同額の光熱水費等を計上い

たしております。

　目３、文化ホール費は、文化ホールに

係ります光熱水費、音響機器の借り上げ

の経費となっておりまして、前年度に比

べ、９．３％の減となっております。

　１３６ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目４、公害対策費は、前年

度に比べ、１０２％の増となっておりま
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す。これは公害パトロール車の購入によ

るものでございます。

　１３７ページ、目５、環境政策費は、

前年度に比べ、４２３．２％の増となっ

ておりますが、これは、環境美化事業と

して緊急地域雇用創出特別交付金基金を

活用し、環境美化を強化したものでござ

います。

　１３９ページ、項２、清掃費、目１、

清掃総務費は、清掃業務に係る経費でご

ざいまして、前年度に比べ、９．７％の

減となっております。

　１４０ページ、目２、塵芥処理費は、

前年度に比べ、０．７％の増となってお

ります。その主な理由は、車両等の更新

によるものでございます。

　１４４ページ、目４、環境センター費

は、前年度に比べ、２．３％の減となっ

ております。その主な内容は、焼却施設

の運転維持管理に係る経常経費でござい

ます。

　１４７ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目１、農業委員会費は、

農業委員会に係る経費を計上いたしてお

りまして、前年度に比べ、０．７％の減

となっております。

　目２、農業総務費は、農業等総務に係

ります経費等を計上いたしておりまして、

前年度に比べ、８．６％の減となってお

ります。

　１４８ページ、目３、農業振興費は、

前年度に比べ、４．９％の増となってお

ります。これは、平成１６年度から、生

産調整手法及び助成金制度の見直しに伴

い、水田農業助成補助金を計上したこと

などによるものでございます。

　１５１ページ、款６、商工費、項１、

商工費、目１、商工総務費は、前年度に

比べ、１３．８％の減となっております。

　１５２ページ、目２、商工振興費は、

前年度に比べ、４．１％の減となってお

ります。これは、国の緊急地域雇用創出

特別交付金事業に係る事業所実態調査委

託料の減によるものでございます。

　１５４ページ、目３、消費対策費は、

前年度に比べ、２０．７％の増になって

おります。これは、消費生活専門相談員

を１名増員し、拡充したことによる賃金

の増によるものでございます。

　以上、歳入歳出予算の補足説明とさせ

ていただきます。

　続きまして、議案第９号、平成１５年

度摂津市一般会計補正予算第６号のうち、

生活環境部にかかわる部分につきまして、

目を追って主なものについて補足説明を

させていただきます。

　歳出でございますが、２５ページ、款

２、総務費、項１、総務管理費、目７、

都市交流費の１０１万５，０００円の減

額は、蚌埠市友好交流訪問団来摂時の経

費並びに国際交流嘱託員報酬が主なもの

でございます。

　２７ページ、目１４、自治振興費の８

２万円の減額は、住民活動災害保障保険

等の実績に応じて減額するものでござい

ます。

　３０ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費の２２４

万２，０００円の減額のうち、賃金の５

２万円の減額は、市民サービスコーナー

非常勤職員の賃金の減額でございます。

　３８ページ、款４、衛生費、項２、清

掃費、目１、清掃総務費の１５９万５，

０００円の減額のうち、負担金、補助及

び交付金の３２万８，０００円の減額は、

負担額が確定したことによるものでござ

います。

　３９ページ、目２、塵芥処理費、節１

１のうち、光熱水費は、ストックヤード

に係るものを、現況の使用料にあわせ減
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額するものでございます。委託料の減額

につきましては、単価改定等変動に伴う

実績に応じ減額いたすものでございます。

　４０ページ、目４、環境センター費の

減額の主な理由につきましては、経常経

費の実績に応じて減額するものでござい

ます。

　以上、補正予算の補足説明とさせてい

ただきます。

○野口委員長　説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。

　藤浦委員。

○藤浦委員　おはようございます。

　それでは質問をさせていただきます。

　質問に番号をつけさせていただきます

ので、答弁いただくときは、申しわけご

ざいません、何番ということで答弁いた

だきたいと思いますので、お願いします。

　まず、１番目ですが、予算書の３３ペー

ジでございます。目３、衛生使用料、節

１、保健衛生使用料の中で、市営葬儀使

用料でございますけども、メモリアルホー

ルでの市営葬儀の使用料ということなん

ですけども、納められる金額の中に、祭

壇リース料という項目が含められている

ようにお聞きをしておりまして、１件当

たり８，０００円ぐらいの金額を取られ

ているということで、これは、祭壇が黄

ばんできますから、それを直したりとか、

そういう費用であるというふうにお聞き

してるんですが、そのシステムがどのよ

うになっているのかということと、その

分の内訳は、予算書に、恐らく、後の委

託料との差額がそれに当たるのかと思う

んですが、どういうような形で記載をさ

れているのかということと、１６年度は

これをどういうふうに見込まれているの

かいうことを答弁ください。

　それから、２番目ですが、これは、霊

安室の改修について。これは昨年の決算

審査のときも申しました。同じく、予算

書３３ページ、目３、衛生使用料、節１、

保健衛生使用料の中でございますが、葬

儀会館使用料ということで、安置室に大

きなこういう冷蔵庫が置かれてるわけで

すね。昨年の１０月の答弁では、一度も

使っていないということで、現実には。

こういう使用についてというもので読み

ますと、遺体はちゃんと棺に湯かんをし

て持ち込まないといけないというふうに

なっているとか、そういう規定がありま

して、使えなくなってるんですね。その

辺で、もう一遍ちょっと、前回とだぶる

かもわかりませんけども、これ、当初幾

らでご購入されたのかということを一回

目聞いておきます。

　それから、質問３番、防犯灯の設置工

事についてということで、予算書８３ペー

ジです。目１１、防犯対策費、節１５、

工事請負費ということで、防犯灯設置工

事についてですけども、これ、今までい

ろいろ聞いてくる中で、当然、防犯対策

上、まちを明るくしていこうということ

で、ことしは増額をされて予算をつけて

いただいておりますけども、特に、自治

会同士の境付近とか、それから、その自

治会内でも、余り自治会の人が通らない

という部分などについては、特に、後の

管理が自治会に託されるということで、

自治会が要望しないと、こういう自治会

もあるんですね。うち、管理大変やから、

もうこれ以上ふやせへんとか、うちの人

余り通らへんからというふうなことで、

そういう境目の部分がなかなか、人がた

くさん通っても自治会の境になったりと

か、その自治会の人が通らないと、違う

自治会の人が通るから、結局、よく通る

ところの自治会が、自治会外やけどもこ

こはうちがつけとくわ言うてつけて、管

理をされているというふうなところ。飛
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び設置ですか、そんなんをされてるとこ

ろもあります。

　こういうことに対して、どういうふう

に考えていかれるのかということを、増

額されるけどなかなかつけへんとこもあ

るという現状をどうされるかということ

を、ご答弁ください。

　４番目、自治会の入会についてという

ことで、同じく、予算書８６ページ、目

１４、自治振興費ということで、全般に

なるかもわかりませんが、この防犯灯の

設置もそうですし、さまざまに自治会を

対象にいろんな補助をやっていくという

ふうになってまして、自治会に入ってな

い人は、なかなかそういう費用対効果と

してのものを受け入れないというふうな

現況があるわけですけど、一説には、だ

んだん自治会に入らない人がふえていっ

ているというふうにお聞きするんですが、

現状はどうなんでしょうか。近年の推移、

過去からの入らない人の推移というのは

どうなっているのか、教えてください。

　それから、５番目、市の行う無料法律

相談についてですが、予算書８６ページ

の、目１４、自治振興費、節１、報酬で、

市民法律相談弁護士報酬についてですけ

ども、ちょくちょく、私の知り合いの方、

相談に行っていただいたりするんですけ

ども、不満の声がちょくちょく出るんで

す。ちょっと他市の状況も聞いてると、

委託の方法が他市とはちょっと違うよう

なことも聞いてるんですが、この辺、ど

のような委託方式になっているのか、教

えてください。

　それから、６番目、セーフティーパト

ロールについてですが、同じく予算書の

８６ページの、目１４、自治振興費とい

うことになると思いますが、市長の市政

方針にもありましたけども、セーフティー

パトロールの支援についてということで、

おとといの代表質問でも一部ご答弁され

ておりましたけども、どういうご支援の

仕方をされるのか、最初に聞いておきま

す。

　７番目、地域福祉計画策定事業につい

てですが、予算書１０９ページ、目１、

社会福祉総務費、節１３、委託料で、地

域福祉計画策定委託料と今回もついてお

ります。私も、昨日も代表質問させてい

ただきましたけども、もう一回、ことし

の委託料についての内容を最初にお尋ね

しておきます。

　それから、８番目、人権啓発推進事業

ということですが、予算書１０９ページ、

目１、社会福祉総務費、節１９、負担金、

補助及び交付金ということで、民生児童

委員協議会補助金ということで補助金が

ついておりまして、それに関連するとい

うことになりますが、実は、昨年の１２

月の４日だったと思うんですけども、こ

れは摂津市の協賛ということで、人権を

考える市民のつどいというのが開催をさ

れました。私どもも参加をさせていただ

きましたんですが、これは文化ホールで

やっておりましたけども、同じ時刻に、

総合福祉会館では民生委員の研修会が行

われておりまして、結局、人権を考える

市民のつどいには民生委員さんが来れな

いというんですか、縛られてて来れない

という状況にあったと思うんですね。協

賛ということでありますし、何でこうい

うことになったのかということですね。

来年度もありますけど、こういう人権と

か大変大事なことなんですが、こういう

もうばらばらの考え方でいくのかという

ことを、ちょっと考え方を教えてくださ

い。

　それから、９番目、民生児童委員と地

区の小学校区とのずれということなんで

すが、同じく１０９ページ、同じ項、目
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の１、社会福祉総務費の、節１９、負担

金、補助及び交付金の民生児童委員協議

会補助金に関連しましてですが、民生委

員さんからもちょっと聞くのは、民生児

童委員の区域、５地域に分かれておりま

すけども、これが、最近、小学校区での

いろんな活動がふえてまいりましたんで、

小学校区と民生児童委員の地域割がうま

くいってない地域があると。特に、千里

丘地区は千里丘小学校区プラスまだ線路

の向こう側の部分もまたがってるわけで

すけども、それが、小学校が三つやった

ら三つ、ぽこっと入るんじゃなくて、小

学校がまた割れて、向こうとこっちに別

れているようなことになっている部分が

あるんだというようにおっしゃってまし

たですけど、この辺の改善についてどの

ようにされていくのか、お考えをお聞か

せください。

　それから、１０番目、独居老人の愛の

一声訪問についてですが、予算書の１１

２ページの、目２、老人福祉費、節１３、

委託料について、独居老人愛の一声訪問

事業委託料でございますけども、以前の

いろいろ論議では、当初の目的であった

一声がなかなかかけられていないという

ことをよくお聞きをしました。ヤクルト

の配達員さんが、声をなかなかかけてい

ただいてないのではないかというふうな

論議もあったわけですけども、最近、ちょっ

と違ってきているようにもお見受けしま

す。実態はどのようになっているのかと

いう、最近の実態。それから、事業効果

も含めて、ご答弁をお願いいたします。

　ふれあい配食サービスについてですが、

１１番で、予算書の１１２ページ、目２、

老人福祉費、節１３、ふれあい配食サー

ビス事業委託料についてですけども、こ

れ、弁当形式による配食となっています。

一番最初に、１食当たりの値段、それか

ら、補助額、これについて、１食当たり

ね。それから、個人負担額、また、最末

端まではどのような形で配食をされてい

るのかということを、１回目、聞いてお

きます。

　それから、１２番目、高齢者移送サー

ビスについてですが、予算書１１３ペー

ジの目２、老人福祉費、節１３、委託料

で、高齢者移送サービス委託料について

ですが、１６年度から車両の台数もふや

すというふうに聞き及んでおりますけど

も、その内容とこの予算の内訳はどのよ

うになっているのかということ。

　それから、昨年９月から実質的にはス

タートしていただきましたその利用者数

の推移、分析をしていただきたいと思い

ます。ふえてきているとかその辺で。

　それから、登録及び利用していただく

ためにどのような啓発を今まで行ってこ

られたのか。また、これからやっていか

れるのかということ。

　それから、移送ボランティアというの

を社会福祉協議会がやっておりますけど

も、こことのすみ分けがうまくいってい

るのか。最初は一応すみ分けますという

ことでしたけども、その辺がうまくいっ

ているのかということを聞いておきたい

と思います。

　それから、１３番目、シルバー人材セ

ンター事業についてですが、予算書の１

１３ページの目２、老人福祉費、節１９、

負担金、補助及び交付金で、シルバー人

材センター補助金についてです。

　これも、同じく、昨年の１０月のとき

の決算審査のときにも申しましたけども、

摂津市については、高齢者雇用の大きな

受け皿としてのシルバー人材センターは

なっておりまして、事業展開の中では、

私どもは、前から、摂津市以外の民間に

も、しっかり営業活動を行うように訴え
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てきたわけでございますけども、実態は

どのようになっているのかということ。

それから、掌握していただいてないと困

りますけども、されている範囲で結構で

すけども。

　次に、また、シルバーの人が摂津市か

ら出れないというふうな何か縛りがある

というふうにお聞きをしております。仕

事で、例えば雇われて、そのまま摂津市

以外まで仕事に出かけるというふうな営

業の仕事の口は取れないみたいなことも

聞いたことがあるんですけどね。そうい

う制度が、仕事を取ることについての弊

害になっているということがあるのかな

いのか、教えてください。

　それから、民間の仕事を取るための営

業活動を行う人が実際にシルバーの中に

いらっしゃるのか。民間ずっと回って、

何かありませんかとこう言うてはる方が

いらっしゃるのかということ。これは、

シルバー人材センターがさらに大きく発

展をしていただいて、市のさらなる高齢

者の受け皿として大きく発展をしていた

だきたいというような意味から質問させ

ていただきたいと思います。

　次、１４番、ファミリーサポートセン

ター運営事業です。これも昨日質問させ

ていただきましたが、１２１ページ、予

算書です、目１、児童福祉総務費、節１

３、委託料で、ファミリーサポートセン

ター運営委託料についてですが、昨日の

答弁でも、社会福祉協議会に委託をする

というふうに答弁がございました。今の

社会福祉協議会の体制で本当に大丈夫か

なというふうに危惧をしているわけです。

また、場所は、これはあっせんするとい

う人なんで、人がたくさん来るというこ

とではございませんので、そんなに場所

を多くとらないわけですけども、それで

も、もし今の場所でやるとすれば、今で

も結構物すごく手狭で、いつ行っても人

がごった返していると。ヘルパーさんや

ら、もう出入りがーっとやっているあん

な中でやるつもりなのか。それも含めて、

展望をお聞かせください。

　それから、１５番、子育て支援センター

についてなんですが、予算書の１２２ペー

ジの目１、児童福祉総務費、節１９、負

担金、補助及び交付金についてですが、

保育所運営費負担金についての、この子

育て支援センターには一時預かりという

制度がございまして、私も利用したこと

がございます。予約制になっておりまし

て、知っている方からお聞きした話では

なかなか予約が取れないと。使われてい

る方はよく利用されてますと。なかなか

めったに使わない人というのは利用がな

かなか思うようにできないと。枠も余り

ないですよね、８人かそれぐらいだと思

うんですが。特に、そういう緊急な場合

には利用ができないというふうな市民の

声が上がっておりますけども、この辺の

運営実態についてはどのようになってい

るのでしょうか、質問しておきます。

　それから、１６番、児童手当の小学３

年生までの拡充、先ほどもご説明があり

ました。予算書１２２ページの目２、児

童措置費、節２０、扶助費の児童手当に

ついてですが、いよいよ、ことしの４月

から、児童手当が小学３年生まで拡充の

予定でございます。１６年度の国の予算

が通れば、文句なく手続に入られるとい

うことでございましょうが、３月１日に

都道府県の事務担当者を集めて、国の方

がさまざまに説明をしたようでございま

して、準備の手続とかさまざまにあった

と思います。もうおりてきてると思うん

ですが、まず、このことの周知の方法で

すね。既に、小学１年生、２年生の方は

切れてしまってますけども、周知の方法
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と、それから、手続の開始がいつぐらい

になるのか。わかっていれば教えてくだ

さい。

　それから、１７番、母子家庭自立支援

給付事業について、これも、昨日、質問

させていただきましたけども、予算書１

２５ページの、目４、母子福祉費、節１、

報酬、母子自立支援員報酬についてです

けども、昨日の答弁にもありましたよう

に、自立支援の強化のための支援員さん

がふやされると。増加をされて、そして、

自立の支援が強化をされていくというこ

とですけどもね。高度の職業に向けた支

援とか、またそうでない支援とかあるわ

けですけども、例えば、高度な職業に向

けた支援ですと、学校に通うお金とか、

それから、研修をするときの１年間の生

活費に相当するような補助金をいただけ

るとか、いろいろ項目がありますよね。

　例えば保育士とか、こういうレベルの

高いものを目指したときに、なかなか取

れないという場合も出てくると思うんで

すね。資格が取れないと、挑戦をして頑

張ったけども。取れなかった場合には、

こういった補助金とかいただいたお金に

ついてはどうなるのか。もっとべたな言

い方をすると、頑張ったけど自立できま

せんでしたという場合については、どう

いうふうな措置になっていくのかという

のをちょっと知りたいところなんですけ

ども、教えていただきたいと思います。

　それから、児童扶養手当が減額されま

す。支給から５年間で減額されるという

ふうに改定をされていってますけども、

そういった面で、自立できない方につい

ては、やっぱり生活が苦しくなって、生

活保護がふえていくというふうなことに

はならないのかということも、市として

どういうふうに考えているか、見解をお

聞きかせいただきたいと思います。

　それから、１８番、環境美化事業の住

民参加の推進のことですが、予算書は１

３７ページ、目５、環境政策費、節１３、

委託料のところです。環境美化清掃委託

料として掲載されておりまして、摂津市

の職員数適正化計画には、今後、こうい

う環境美化清掃についての登録ボランティ

アなどによる住民参加の運動として、拡

大、充実をしていくと。平成１６年度以

降、住民参加の拡大に努めていくという

ふうに載っておりますけども、この関連

性、それから、具体的に、どのような住

民参加のためのことをやっていかれるの

か、お聞かせください。

　１９番目、市営葬儀料と霊柩車の関係

ですが、予算書１３７ページ、目６、斎

場費、節１３、委託料で、市営葬儀委託

料についてですけども、市営葬儀の中に、

その項目の中に、霊柩車使用料というの

がありますけども、私が議員になってか

らでも、２回ぐらい霊柩車使用料が上がっ

たと。上がって、結局、全体の市営葬儀

料が上がったと、こういうことがござい

ました。これはもう、前のときもちょっ

と、そのときは民生常任委員じゃなかっ

たんですが、まあ仕方ないんですわと、

業者が上げてきたんですというようなこ

とやったと思うんですね。これ、何かい

ろいろ聞きますと、入札とかできないよ

うな状態になっているというふうにお聞

きしました。要するに、業者がないんや

と。もう１社しかありまへんねんという

ようなこともちょっとお聞きしたんです

けど、その辺の実態、霊柩車を頼まれて

る実態はどうなっているのかということ

を教えてくださいということで、お願い

します。

　それから、２０番、メモリアルホール

使用についてですけども、予算書の１３

７ページの、今と同じところですね。市
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営葬儀委託料についてですが、私の知っ

ているある方で、香露園の方ですね。地

域の方には大変高齢者が多いんですね、

もう高齢者世代が多くなってきてまして

ね、お住まいの方がたくさんいらっしゃ

いますと。そんな方々が、よく、自分が

死んだときは集会所でやってほしいと、

葬儀を。何でかというと、みんな友達が

高齢者やから、近かったら来てくれるん

やと。せやけど、遠かったら行きにくい

と。自分自身も、友達が死んだときに、

なかなか行かれへんねんと、よう行って

あげへんのやということで、自分が死ん

だら集会所でやってほしいということな

んですね。よう言わはるんですよ。それ

で、実際は、いざ、ほなら集会所でやり

ましょかというふうになると、いろいろ

テント張らなあきまへんねやとか、暗幕

１枚何ぼしまんねんとか、それから、冬

やったら、ストーブ１晩４万円要りまん

ねんとか、高う言いいまんねん。何だか

んだ合わせてきたら、そりゃメモリアル

ホールの方が安いですわと、こうなるの

で、結局、メモリアルホールの使用とい

うふうになるケースが多いんです。そう

したときに、やっぱり次は、足の確保い

うことでマイクロバスを頼むと。マイク

ロバスがまたこれ頼んだときに大変高い

んです、何万円も取られる。一説じゃ７

万円ぐらい要るとおっしゃってましたけ

ど。それが、もうちょっと、ただにして

もらえたら、一番安心できるんやという

話ですが、ただというわけにはいかへん

と思いますけども、例えば、マイクロバ

スも、こういった場合には、市営葬儀の

オプションみたいにして組み込んで、そ

して、少しでも低額でマイクロバスが利

用できるような方法を摂津市としてとれ

ないのかどうかということを、ちょっと

今私が言うたことに対してのお考えをお

聞かせいただきたいと思うんです。

　例えば、１年間契約とかで入札いうこ

とにすれば、抑えられるんじゃないかな

思うんですね。今はもう、とにかくマイ

クロバス業者は儲けてます、このことで

はね。別に業者を儲けさすんじゃなくて、

市民の皆さんにより使いやすく、距離が

遠い、近いというのは、これはもう、た

またま建った立地条件とかで不公平が出

てきてしまっていることなので、何か不

公正是正という意味でもそういうことが

できないのか、一遍、お考えをお聞かせ

ください。

　それから、ごみ減量対策についてです

が、２１番です、これね。予算書１４２

ページ、目２の、塵芥処理費で、節１４、

使用料及び賃貸料で、ここにチップ化処

理機借上料というのが載っております。

１６年度は、１年間をかけて、さまざま

に、チップにしたものの使い道の実験を

行うということでございますけども、こ

の事業の考え方と、もう既に、私も見に

いった、いろいろ実験を始めてはりまし

たけども、この実験の内容、研究されて

いる内容についてちょっと教えていただ

きたいのと、それから、茨木市も何かよ

く似たようなことをやっておりまして、

島公園のところにどっさりとチップにし

たものを積んでまして、これを公園のい

ろんなとこへ敷いてるんですね。私、見

にいってきましたけども、その辺の情報

もいろいろ聞かれているようにお聞きし

てますので、この利用について、調査し

て、今の段階でわかっていることを、ご

答弁お願いしたいと思います。

　それから、２２番、事業所データベー

ス維持管理事業についてですが、きのう

もこれ質問いたしましたんですが、予算

書の１５３ページの目２、商工振興費、

節１３、委託料で、事業所データベース
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維持管理委託料ということですけども、

ホームページに記載されている内容につ

いてなんですが、きのうありましたホー

ムページの記載はこれですね、これ摂津

市の内容。それで、これは、事業所の基

本項目はわかります、会社の名前とか所

在地とか。ただし、肝心な能力及び特徴

の部分も文面でしか書いてなくて、もう

ひとつわからへんのですよ。どんな技術

があんねやと、技術を知りたいわけです

が。東大阪の情報プラザの分はこんなん

ですね。これが、製品のカラー写真と、

これでわかりやすく説明がしてあって、

つくってるのはどこですよというのがずっ

とこれがたくさんこう入ってまして、ま

さしく技術をホームページで発信をして

いると、こういうふうなもんなんですね。

　今後、これ、改良、グレードアップを

していっていただきたいと私なんかはお

願いをしたいわけですが、この辺、予算

も伴うのかもしれませんし、考え方を教

えてください。

　２３番、ＮＰＯ中間支援センターにつ

いてです。予算書の１１０ページ、目１、

社会福祉総務費の節１９、負担金、補助

及び交付金で、社会福祉協議会補助金に

関連をしてということになりますが、数

年前から、社会福祉協議会がＮＰＯ中間

支援組織としての位置づけを行っていた

だきたいということで何度も要望してま

いりました。１６年度あたり、どないで

しょうか、ちょっとお聞かせください。

　２４番、地域子育て支援補助事業につ

いてです。

　これは概要になりますが、予算概要の

５４ページに、新規事業として地域子育

て支援補助事業が書かれております。こ

れは、昨年の税制改革のときに、配偶者

特別控除がなくなる等の絡みで、新しく

追加をされて補助金がおりてきた分だと

思いますが、この中身、具体的に、社会

福祉法人に委託をするということになっ

ておりましたけど、もう少し詳しく教え

てください。

　それから、２５番、地球温暖化対策地

域協議会についてですが、昨年も、環境

としての取り組みの中で、環境ネット・

せっつという、企業とかいろんなＮＰＯ

法人が集まった団体がさまざまなイベン

トをやりまして、それにいろいろ協賛を

していただいたり補助をしていただいた

りということでやっていただきまして、

１６年度もまた、やっていただけるんだ

ろうと思うわけですが、もうちょっと発

展した形で、これを、市も一緒になりま

して、地球温暖化対策地域協議会という

組織として立ち上げるということを国が

さまざまに奨励をしておりまして、これ

をやりますと、今度は、いろいろ新しい

事業いうんですか、補助事業として国が

おろしてくる、例えば、今後、家庭用の

小型燃料電池が導入をされてまいります

けど、そういった補助事業なんかも、こ

の地球温暖化対策地域協議会を通じて補

助ができると、こういうふうになってき

ているんですので、それで、摂津市とし

ても、やっぱりこういったものをつくっ

ていってはどうかなというふうに思うん

ですが。

　例えば、近くでは豊中なんかがもう既

に立ち上がってまして、豊中アジェンダ

２１推進会という名前で、こういうよう

なもんがあります。それから、大阪市西

淀川区なにわエコライフ協議会、こうい

うようなのもそうです。東大阪地球温暖

化対策地域協議会、もっともっとこれか

ら、ことしもふえてくると思うんですけ

ども、この辺の情報と、それから、摂津

市としてこういったところへ踏み込んで

いく考え方はあるのかないのか、ちょっ
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と教えてください。

　２６番、不妊治療の経済的支援ですが、

いよいよ、１６年度から、国の予算が通

ればスタートするというふうになってい

るわけですけども、これ事務的に、何か

運用方法について流れてきているのか、

その辺も教えていただきたいと思います。

　それから、２７番、ごみ減量について

ですが、予算概要の７１ページの、ごみ

減量対策事業について、これは、私ども

が今まで何回も提案をしました大型ごみ

の処理費、先ほども言われておりました、

引越しごみとかそういうときには大型ご

みが出るわけですけど、これは今、処分

をされているということになるわけです

けどね。これを、やっぱりちょっとでも

ごみを減らすということで、この大型ご

みとして排出されたものを、例えば、事

前に連絡するようなシステムをつくられ

まして、再生をせんでもええもんもある

し、再生をせなあかんもんもあるでしょ

うが、このホームページの上での譲り合

いとか販売ができるとか。今は広報紙の

中で、一部、ただで譲りますとかいうて

載ってますが、ごくちょびっとですよね、

数量は。それも、言っていただいた方に

は載せてはるということですけど、もっ

とそれを活発にできないか。例えば、ホー

ムページ上でなんかそういうことができ

れば、もっと大型ごみを燃やさずに、さ

らにまたリサイクルという形での利用が

できるんちゃうかないうことを前から言

うてきましたけども、そういう考え方は

ありませんか、これをお聞かせください。

　それから、２８番、メモリアルホール

でございますが、戻りますが、予算書３

３ページの、目３、衛生使用料、節１、

保健衛生使用料の中で、葬儀会館使用料

についてでございますが、使用料という

よりも、これは管理料になると思うんで

すけどね。管理されている、清掃管理で

す。役目がら、よく葬儀にもまいります。

１１時からというときは、大体１０時４

０分ぐらいに行くんですね。１時からの

ときは１２時４０分ぐらいに行きます。

それで、その時間に行ったら、トイレに

入りますけども、ようというか、たまに

行くかもしれません。それでも結構、掃

除のおばさんが掃除をされてるというの

がようあるんですよ。済みませんって入っ

てるんですけど、葬儀というのは、人の

多い時間帯は限られてまして、それで、

葬儀が終わって、出棺が終わったらすっ

と人がいなくなるというふうな時間帯の

人の波があるんで、そういう掃除をする

時間帯も、そういうのにうまくあわされ

へんのかなと。少なくとも、そういう人

がたくさんいてるときに便所掃除をする

とか、そういうのをちょっと避けられへ

んのかなということを思うんですが、こ

の辺のお考えを教えてください。

　それから、２９番、保健センターの件

なんですが、予算書で言いますと６３ペー

ジ、市民総合健康診査事業なんですけど

ね。

　保健センターでの市民健診のときに、

特に冬場なんです。多くの方が今、利用

していただいてまして、たくさんの人の、

がんなんかが早く見つかってるというこ

とで、これは大いにやっていただいたら

いいんですけど、行ったら検査着に着が

えるんですね。それで、最初はずっと回っ

てきますけど、最後は胃がんの検診とか、

１階のあのロビーのとこで待つんですよ。

そこがですね、夏はいいですわ、冬はやっ

ぱり薄着やからね、着込んで、綿入りの

検査着じゃありません、ペランペランの

検査着やから。それで、自動ドアが、人

が来たらバッとあいたりして、風がピューっ

と入って、ワァー寒いって、こういう状
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態が、苦情をちょっと私聞いておりまし

た。何かできませんか、これ、冬場。寒

い、検査着で待ってはるね、レントゲン

待ってはる人に風がヒューっと入らんよ

うなね、風除室があればもうちょっとで

きんねんけど、あそこ風除室ありません

やろ。何かこう、中にビニールでこんな

もんつくるとかね、やっとるときだけで

ええんですよ。とか、何か横の小さい扉

があるらしいですが、小さい扉を利用し

てもらうとか、何か考えられませんか。

一遍聞いときます。

　それから、３０番、これ最後です。

　ごみ減量について、予算書、同じく７

１ページ、ごみ減量対策事業についてで

すが、これは、多分、以前に質問をされ

たかもしれません。資源ごみの関係の考

え方を聞いておきたいと思うんですが。

　特に、資源ごみの日でも、新聞、それ

から、アルミ缶については、出したら、

もうダーっとこう業者が来て拾っていき

ます。きょうも、南千里丘の方が資源ご

みの日やったんで、もう何台も新聞を積

んだ業者の車が新聞を拾いに回るんです

ね。ある市では、古紙の中に二千何百万

円入っとって、それが、市としては窃盗

だというふうに考えて、条例もつくるよ

うな市もあるんですが、我が市としては、

この資源ごみがどんどん取られていくと

いうことについての考え方等、それから、

これ売ったら何がしのお金になるんです

けど、効率の問題ですね。売るよりも、

持ってってもうた方が仕事が減ってええ

ねやという考え方もあるしね、効率の問

題。それから、ちょっと、新聞、ダンボー

ルの単価が上がったいうのも聞いてるん

ですけどね、その辺も含めて、ちょっと

総括的にご答弁をお願いします。

　以上です。

○野口委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　自治振興課にか

かわります、４点ほどあったと思います

けども、まず、３番の防犯灯でございま

す。

　平成１６年度で、一応３００万円とい

うことで、１００万円増額させていただ

きました。１６年度の３００万円の防犯

灯の設置につきましては、１２５灯を一

応予定しております。そのほかに、２０

ワットから３０ワットの照度アップとい

うことで、２６灯を予定しておるところ

でございます。

　自治会の境界線の件なんですが、確か

に、境界線のところについては、両自治

会にまたがる分については、自治会長さ

んと協議をして、どちらの自治会で申請

をもらうかというような形で協議をお願

いしたいと。言われております、例えば、

駅から通勤、通学されている途中の自治

会に防犯灯をつけると。要望されてる方

はその奥の自治会やということでござい

ますけども、それにつきましても、設置

します防犯灯につきましては、設置した

自治会の後の管理がございますので、そ

れにつきましても、要望者のおられる自

治会さんの意向を、十分に設置する自治

会に伝えまして、設置していただくよう

にお願いしたいと思っております。

　それから、４番、自治会の加入状況の

ことですが、加入率でいきますと、平成

１１年が８０．１％、１２年度が７３．

７％、１３年度が７７％、１４年度が７

６．６％、１５年度が７６．２％という

ふうに推移しております。

　それから、５番の、法律相談の件でご

ざいますが、他市の状況と委託なんです

けども、弁護士の先生の報酬という形で、

１時間８，０００円を支払いしておりま

す。他市の状況につきましては、北摂な

んかでしたら大阪弁護士会の方に依頼さ
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れて、委託されておるという状況で、大

体、週に２回から３回の市が多くござい

ます。時間的には、昼の１時から４時と

いう状況で、どこの市も、当日電話予約

をされているという状況でございます。

弁護士会に頼みますと、１時間、１万円

と、交通費別というようなことで聞いて

おります。

　それと、６番、セーフティーパトロー

ル隊の件ですが、どういった支援かとい

うことなんですけども、今現在、市内に

セーフティーパトロール隊を３つ結成し

ていただいております。１つは、鳥飼和

道を中心とするセーフティーパトロール

隊。それから、２つ目が、鳥飼北小学校

区を中心に活動をしてもらっているセー

フティーパトロール隊鳥飼北。３つ目が、

千里丘小学校区をやっていただいており

ますセーフティーパトロール隊千里丘と

いう３つがございます。そういった中で、

支援につきましては、パトロール隊の結

成に当たっての費用、または、その後の

活動の費用について、地域活性化事業補

助金を活用していただいているというこ

とでございます。

○野口委員長　前川参事。

○前川健康推進課参事　それでは、ご質

問にお答えをいたしたいと思います。

　まず、１番目、メモリアルホール使用

料のシステムについてということで、こ

れにつきましては、例えば、メモリアル

ホールでカトレアという分がございます

が、それを利用するとした場合、市民の

方は、まず使用料１９万４，０００円を

支払われます。その明細といたしまして

は、飾付使用料が１６万３，５００円、

霊柩車が２万５，５００円、斎場利用が

５，０００円、この合計が１９万４，０

００円となっております。そのうち、１

６万３，５００円の飾付使用料でござい

ますが、一般的な市営葬儀、集会所なり

自宅でされる場合は、これをこのまま委

託料として業者に支払いますが、メモリ

アルホールを利用される場合については、

１５万５，５００円の市営葬儀委託料を

業者に支払います。この差額８，０００

円が、先ほど申されましたリース料では

ないですが、これを一般会計へ繰り入れ

しまして、あと、施設管理公社に、市営

葬儀管理運営委託料とかで支払います財

源に充てております。その中には、当然、

修繕料もありますので、それを利用して

いるという考え方で現在までやってきて

おります。

　１６年度の予算上には掲載されません

が、幾らだというご質問でございますの

で、これ、カトレアが２７０件、アイリ

ス４０件の、合わせまして３１０件を件

数として見込んでおりますので、これに

８，０００円を掛けてもらった２４８万

円が収入となっております。

　２番目の安置室につきましては、この

前も説明させていただきましたが、葬儀

の順番を待っておられる方についてのみ

利用していただくということで設けられ

ておる施設で、確かに、冷蔵庫が１台大

きくぽんと入っておりまして、使いにく

いという面もございますが、これにつき

ましては、１６年度で検討していきたい

と考えております。利用率につきまして

も、当初の方は何件かあったらしいです

けれども、最近では使われておりません。

それは、遺体を安置するドライアイスと

かが簡単に手に入ることになったという

ことも伺っておりまして、棺で持ってこ

られる方が多いので、確かに、構造上、

あそこへ入れようと思ったら、また棺か

ら出さなければならないという面もあり

まして、利用しにくいということも伺っ

ております。金額につきましては、備品
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ではないと聞いておりまして、何分、７

年ほど前のことですので、現在、手元に

資料を持っておらないんですけれども、

これ後で説明させてもらいたいと思いま

す。

　それから、１９番目の、霊柩車につい

てのご質問でございますが、確かに、宮

形の霊柩車というのは、業者１社のみし

か持っておりません。これにつきまして

は、金額につきましても、陸運局の届出

制となっておりますので、その都度、市

営葬儀の申し込み使用料が若干上がって

おりますけれども、これは、大阪府下、

全部同一料金でございまして、特段、高

いということはないと思います。陸運局

の届け出の金額が２万５，８３０円となっ

ておりまして、北摂、皆その金額になっ

ておりますが、本市の場合、ちょっとだ

け値切らせてもらって、２万５，５００

円でやっておりますので、他市よりは安

いと思っております。また、どうしても

費用を少なくしていきたいという相談が

ある方につきましては、もちろん業者に

も言っておりますが、霊柩車、宮形を外

して、ライトバンなりストレッチャーつ

きの車で、金額的には税なしで１万２，

０００円ぐらいやったと思いますが、そ

れを利用していただいてますので、特段、

問題はないと思っております。

　次に、２０番目の、メモリアルホール

以外でやれば、いろんなオプションがつ

いて高くなるということでございますが、

使用料に関しましては、メモリアルホー

ルは貸館でございますので６万５，５０

０円、集会所でやれば、大体１万円から

２万円程度でできると思っております。

ただ、やはり時期の問題もありまして、

暑いとき、寒いとき、いろんな設備、オ

プションが要るかもわかりませんけれど

も、私どもの方としては、メモリアルホー

ルの利用を勧めておりまして、できるだ

けメモリアルホールを使っていただきた

いと。そこへ、マイクロバスという話が

ありますが、大体７万円程度と聞いてお

ります。これにつきましては、ご質問の

中で、市の方で単価を決めてできないか

というのも、今度、業者をまた集めた段

階で相談していきたいと思いますので、

検討をしたいと考えております。

　それと、２８番目の、メモリアルホー

ルの掃除ですね。これは、施設管理公社

に委託しておりまして、そこからシルバー

人材センターへ派遣を依頼しております。

９時から掃除が行われますので、どうし

ても１０時前から１０時半にかかって、

使用度の高いときに、たまたまトイレ掃

除になってしまうかもわかりませんけれ

ども、それは、今後、注意して、なるべ

く時間を外してするようにやっていきた

いと思っておりますので、よろしくお願

いします。

○野口委員長　前川参事。

○前川生活環境部参事　それでは、環境

対策課にかかわる質問事項といたしまし

て、１８番の、環境美化清掃の関連とい

たしまして、住民参加による活動という

質問についてご答弁させていただきます。

　これにつきましては、昨年８月より、

緊急地域雇用創出特別基金事業補助金を

活用させていただいて、１６年度もさせ

ていただく予定になっとるんですけども、

これにつきましては、１６年度で、一応

国の方の事業が終わりということで聞い

ております。これにかわるものといたし

まして、我々の方では、先ほど質問にあ

りました住民参加による活動という形で、

今現在、庁内で検討しております。また、

要綱等も、今ちょっとつくりかけてるん

ですけども、大阪市等でやられている、

かたづけ・たいという形のものを考えて
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おります。特に、環境美化の大きい１つ、

今、問題になっている屋外広告物の問題

を前提として考えておりまして、住民並

びに自治会、各種団体の方で、２人以上

のチームを組んでいただいて、日にちを

設定した形でやっていただくと。保管し

た分を市の方で回収するという形態を今

現在、考えている最中でございまして、

今年度は試行的にやりまして、１７年度、

緊急地域雇用の補助金が切れた時点で、

本格的には実施していきたいというふう

には考えております。

　それと、２５番目の、地球温暖化対策

の関連でございますけども、これにつき

ましては、環境省の方で、石油特別会計

という形で、温暖化防止に対しての補助

金を出しましょうということで、対象と

しましては、市役所とか民間の団体等、

先ほど言われました協議会等が、地球温

暖化対策を実施するに当たっての何がし

の補助金を出そうというシステムで、去

年から動かれております。新年度につき

ましても、補助を拡大した形でやってい

かれるということは聞いております。た

だ、団体にしても行政としても、そうい

う対策を打つに当たっては、何らかのも

とになる費用もかかってきますので、そ

の辺、団体の方で実施される分がありま

したら、我々としてもできるだけ支援し

ていくという形には、今現在もやってお

りますし、今後もやっていきたいという

ふうに考えております。

　また、地球温暖化対策の関連といたし

まして、今後、環境市民ネットの方で、

温暖化に関する環境フォーラムも考えて

おられますので、その辺につきましても、

市としてはできるだけ協賛という形で支

援していきたいというふうには考えてお

ります。

○野口委員長　葭中参事。

○葭中保健福祉部参事　７番目の、１０

９ページの、地域福祉計画の委託料の分

からご答弁をさせていただきます。

　この委託料２２０万円につきましては、

きのうの代表質問の中でもご答弁をさせ

ていただいておりますが、本日、１０日

から１６日にかけまして実態調査を行い

ます。その結果をもとにしまして、６月

ごろをめどに市民懇談会を予定しており

ます。その関係につき、市民懇談会また

団体ヒアリング等に係ります分を委託す

るというふうに考えております。また、

計画書のまとめ的な部分もございまして、

その部分も、一定、委託をするというこ

とで今、考えております。

　そういうことで、平成１５年、１６年

の２か年で策定をやっていきたいという

ふうに考えております。

　次に、８番の、民生児童委員の関係で、

人権を考えるつどいの関係の部分ですが、

この部分につきましては、１２月４日の

ときの部分で、この部分につきましては、

民生委員の臨時の全員協議会と民生委員

の研修ということで、内容につきまして

は、地域福祉計画で、住民の立場で地域

福祉を進める民生児童委員の役割という

テーマをもとにして、１２月４日に開催

したものでございます。この部分につい

ては、民生委員の日程、また、公私等の

日程によって、こういうように設定した

んですが、今後、市の行事と重ならない

ように十分注意をしていきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願

いをしたいと思います。

　次に、９番目の民生委員の地区割の関

係でございます。民生委員につきまして

は、現在、小地域ネットワークのふれあ

いリハサロンとかいろいろな活動につい

ては、小学校単位とか中学校単位と、い

ろいろな部分で活動されております。

－�20�－



　ご質問にありましたように、千里丘で

は、現在、２１名の民生委員がおられま

して、摂津小学校区に該当される方が８

名おられます。そういうことで、いろい

ろな活動の中で支障を来たしているとい

う部分もお聞きしております。この部分

につきましては、今年１１月に、民生委

員の一斉改選がございますので、それま

でに一定の結論をつけてやっていきたい

というふうに考えておりますので、よろ

しくお願いします。

　次に、１６番の児童手当の拡充に伴い

ます周知方法でございます。

　この部分につきましては、小学校の１

年生から３年生までが新たに対象という

ことになっております。新１年生につき

ましては入学式、また、新２年生、新３

年生につきましては始業式に、学校長を

通じまして、周知の資料を配布していた

だくということでお願いをしております。

　広報等、また庁内でチラシ等も作成を

しまして、周知に努めていきたいという

ふうに思っております。

　次に、１７番の母子自立支援員の関係

で、この１６年度から実施します高等技

能訓練の関係でございますが、この部分

につきましては、専門学校等に行かれま

して、保育士、作業療法士、理学療法士、

看護師等の資格を取るために、専門学校

の３年目の部分に、生活費として、月額

１０万３，０００円が支給されるもので

ございます。この部分につきましては、

勉強期間の生活費ということで、ご質問

の、通る、通らないは関係なしに、一定

の通学いうんですか、それを終えられた

ら、別に滑っても返還するというような

ことはないというふうに聞いております。

　次に、１６番の児童扶養手当の部分で

ございますが、この部分につきましては、

児童扶養手当法の第１３条の２項で、今

後、５年後につきましては、現に受けて

いる扶助費につきましては、２分の１を

超えない範囲で減額をするという規定に

なっております。中身の詳細な部分は、

今後また通知が来ると思いますが、いう

ことで、平成２０年度をめどにして２分

の１というふうに聞いております。

　この部分につきましては、今もありま

したように、母子自立支援の高等技能と

か教育訓練等さまざまな母子の自立する

ための支援という部分があると思います。

そういう部分を、より一層また推進をし

ていくというふうに考えております。そ

ういう部分で、就労に係る部分といいま

すか、そういう部分に今後、力を入れて

いきたいというふうに思っております。

　なお、ＮＰＯについては、また自治振

興課の方からご答弁しますので、よろし

くお願いします。

○野口委員長　紀田参事。

○紀田生活環境部参事　環境業務課にか

かわります３点についてご答弁申し上げ

ます。

　まず、２１番の、チップ化についてで

ございますが、このチップ化につきまし

ては、平成１６年度、１か月間のレンタ

ル料ということで、フルに対応するとい

うことでなしに、期間を限って機械をレ

ンタルして運営していくという計画を持っ

てございます。

　なぜその１か月かということについて

は、まず、導入した場合、年間、およそ

８００トンぐらいの植木であるとか草、

そういったものを現在引き受けておりま

して、それを処理した後のチップ化した

ものが、果たしてすべて公園で引き受け

が可能なのかどうか。また、それ以外の

一般市民の方に使っていただけるかどう

かいうことも考慮した上で導入しようと

いうことで、とりあえず試行的に入れて
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みようということで考えております。

　ただ、やはりチップ化で公園にまいて、

草木防除対策といいますか、草木が生え

ないような対策をとるということも１つ

の手ですが、それだけではやはりなかな

か処理もできないのではないかというこ

とで、委員ご指摘のように、現在、よそ

からもらってきたチップ化したものを床

にして、その上に生ごみであるとか残菜

を主に置いて、まず、におい対策という

ことも含めて、現在、３つぐらい穴をつ

くって、どれがどういう形で堆肥となる

かという、期間であるとか、においの問

題であるとか、そういうことの試行を現

在、行っております。さらに、１６年度

におきましては、一定、私どもの機械を

レンタルして、期間も、できたら２期ぐ

らいに分けて、春もしくは夏前ぐらいの

多い時期、そして、秋過ぎぐらいの剪定

されるタイミングを見計らって導入した

上で、処理後のチップの有効活用策を検

討した上で、１７年度、正式導入という

ことまでつなげていけたらというふうに

考えております。

　茨木市の方においてもされてるという

事例がございまして、職員にも見に行か

せたりしてるんですが、茨木市の場合は、

ほぼ植木をずっとスペースとして置いて

おかれて、それを機械でチップ化されて

いるという内容でして、そういう手法も

あるのかなということも、検討としては

材料としております。

　さらに、他市のいろんな事例を見る中

で、一番摂津市にふさわしい方法は何か

ということも検討しながら取り組んでま

いりたいと思っております。

　次に、２７番目の、大型ごみの、かな

りもったいないということでのご質問を

いただいております。

　私ども、引越しごみで取りに伺ったと

きにも、結構、たんすであるとか新品に

近いようなものが出るようなケースもご

ざいます。そういったことから、過去に

は、リサイクル班というものを設けまし

て、午前中に収集して上がってきた職員

が、午後からそういったリサイクル物ばっ

かりを集めて補修したりというようなこ

とで、補修した後に、市で行いますリサ

イクルフェアのときに、記念品としてお

譲りしたりというようなことの取り組み

もしていた経過がございます。

　ただ、今回、収集体制の見直しという

ことで、かなり資源物の収集、例えば、

午後から、現在、ペットボトルであると

か、そういったことに対応しております

ので、リサイクル班が今現在、休止中と

いうことになっております。

　そういうことからも含めて、ホームペー

ジ上で交換ができるような手法いうこと

もご提案いただいておるんですが、私も、

インターネットのホームページで、オー

クションであるとかそういうことがされ

ているので、そういうのを見たりする機

会があるわけですが、なかなか、市単独

で行うとしても、規模的に小さければ、

なかなかアクセスしていただけないとい

うような状況が予測されるわけですね。

むしろ、現在、リサイクルショップであ

るとか、そういう民間のオークションで

あるとかいうのがかなり注目を浴びてき

ておりますので、そういった流れの中で、

行政としてどういうお手伝いができるの

か、そこら辺については検討してまいり

たいというふうに考えております。

　最後、３０番目の、資源ごみの抜き取

りなんですが、確かに、新聞であるとか

アルミ缶が抜き取られてるということで、

私ども、過去の資源の回収推移を見ると、

やはり缶、特にアルミ缶なんかは、現在

ほとんど集まってないというようなこと
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も実感として持っております。

　そうしたら、それが、他市でされてい

るような窃盗というような形で対応する

のかどうかということになるんですが、

アルミ缶については、かなりの部分、ホー

ムレスの方が拾っておられるというよう

な実態もございますし、また、古紙につ

いては、資源業者が車で乗りつけてきて

取っていっているというようなこともご

ざいます。

　そういった対応を考える場合、まず、

窃盗罪として適用できるかどうかという

部分については、市が管理したところに

置かれているかどうかいうことがまず１

点あると思います。ですから、アルミ缶

の場合なんかについては、コンテナで排

出していただいていますので、そこから

抜き取るということは、窃盗罪というこ

とで摘発すれば、法律上は可能ではない

かなというふうには考えてるんですが、

果たして、それを条例化ということでし

た場合、すべてそれを規制がかけられる

かということになると、いざ、やってる

という通報のもとに行ったら、もう既に

その現場にはいてないというようなこと

もありますし、それを防ぐ手だてが具体

的に可能なのかどうかということを考え

ると、かなり難しい面もあろうかという

ふうに思います。

　それと、やはり効率という面でも質問

いただいておるわけですが、例えば、古

紙をすべて取ってくれるなということで、

現在、市が回収している体制ですね、今

新聞については、午前中にすべて回収す

るということで、古紙類については午前

中回収している。そして、午後からにつ

いては違う地域の不燃物の回収を行って

いるわけですが、恐らく、午前中に古紙

類すべて回収し切れないなということが

予測されます。そうなると、かえって市

の回収コストが高くなってしまうという

ようなことも予測されますので、なかな

か積極的に動きにくいというようなこと

もございます。

　あと、それと、特に新聞なんかの抜き

取りがふえてきたという背景に、やはり

価格が過去と比べてかなり安定してきた

ということが、古紙業者に聞いても言っ

ております。ただ、古紙業界の内容を聞

きますと、古紙問屋さんが例えば卸すと

きに、一定、その金額は上がってるんだ

けども、実際、回収している業者につい

ては、古紙問屋に持っていくわけですが、

その費用がなかなか、以前よりは安定し

ているが、商売しきれるぐらいの価格で、

まだまだ買うてもらってないというよう

なことも聞いております。確かに、国内

需要は、一定、フルに来ているわけです

が、中国なりそういったところの需要が

ふえてきたということで、海外輸出があ

る分で、一定、国内は安定してきたとい

うことはあるんですが、当然、そういっ

た内容も含めて、むしろ抜き取り以外の、

我々が集めてきた分の購入価格について

も、安定してんのやったらもう少し高い

金額で買うてというようなことも相談さ

せてもらってますが、３か月おきに見直

していくという契約を行っておりますの

で、またこの４月から更新時期になりま

すので、そういったいろんな背景も含め

て対応してまいりたいと思います。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　それでは、

高齢者障害者福祉課に係ります４点の質

問にお答えしたいと思います。

　まず、番号１０番の、独居老人の愛の

一声訪問についてでございます。

　ヤクルトの職員が一声をかけておらな

いという声を前からお聞きしております。

ヤクルト側にも事情をお聞きしますと、
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留守や、それから、出てこられない、い

らっしゃっても出てこられない場合も多々

あるということでございますので、そう

いった状況を踏まえまして、どのように

すれば有効な安否確認ができるかという

ことを検討しまして、現在は、声かけを

まず徹底していただくとともに、もし声

かけができない場合、そして、次の日行っ

て、前日分が残っている場合につきまし

ては、必ずヤクルトの方から市役所の方

に連絡があります。大体、毎日、ほぼ１

件か２件ぐらいあるような状況でござい

ます。それを受けまして、市の職員がま

ずご本人さんに電話をしまして、おられ

る場合がほとんどでございますが、もし、

それでも連絡がとれない場合につきまし

ては、まず、登録されております家族や、

それから、例えばホームヘルパー等を利

用されている場合につきましてはホーム

ヘルパー等に連絡をして、確認をしてい

ただく。そして、それでもどうしても安

否が確認できない場合につきましては、

ご無理を言いまして民生委員さんの方に

確認をお願いしていただいております。

ほとんどが取り忘れという形になってお

ります。

　こうした取り組みをすることによりま

して、従前にも増して、安否確認として

の機能を果たすことができているんでは

ないかというふうに考えております。

　続きまして、１１番の、ふれあい配食

サービスでございます。

　これは、民間の給食事業者に、１食５

００円で弁当づくりをお願いしておりま

して、利用者個人からは３５０円の負担

をいただいております。残り１５０円を

市の方が社会福祉協議会の方へ委託とい

う形で負担をしております。１６年度で

は、一応、年間で２万８，０００食強の

予算を組ませていただいております。

　お弁当の配布方法につきましては、基

本的に、市内各地に設けておりますキー

ステーションまでは民間の給食事業者に

運んでいただき、そこからボランティア

の方が、それぞれ各個別のお宅へ運んで

いるという形を取らせていただいており

ます。

　続きまして、１２番の、高齢者の移送

サービスの委託料でございます。

　まず、車両の件でございますが、現在

は１台でございますが、ただいま、車い

すの仕様車ということで、特別仕様とな

りますので、少し製造に時間がかかりま

すので、今、２台目を製造しているとこ

ろでございます。１６年度予算では、１

６年度途中からもう１台ふやしまして、

３台を確保する予算になっております。

　それから、１６年度の予算の６５０万

円のシルバー人材センターへの委託料の

具体的な中身でございますけれども、そ

のうち、運転手の賃金が約３６０万円、

それから、車のリース料が約１９５万円

が主なものでございまして、残りがシル

バー人材センターの事務費、それからガ

ソリン代、通信運搬費、消耗品等になっ

ております。

　それから、現在の利用の状況でござい

ますが、まず、登録につきましては、９

月の段階で１４名でございましたが、２

月末で３７名、そして、３月に入りまし

た現在では、もう４１名という形で、順

調にふえてきているというふうに考えて

おります。

　利用件数につきましても、９月は５件

でございましたが、１０月から１月につ

いては１０件台で推移しておりましたが、

この２月につきましては、日数が少ない

んですけども２０件の大台に乗りました

ので、確実にこれもふえているというふ

うに考えております。
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　それから、このサービスの周知でござ

いますが、もちろん、広報等で紹介する

とともに、対象者が介護保険の要支援以

上の方ということになっておりますので、

一番情報を持っておられるのがケアマネ

ジャーということでございますので、ケ

アマネジャーの会議等で制度の周知に努

めさせていただくとともに、やはりケア

マネジャーの方からも問い合わせが随時

あるような状況でございます。

　それから、社会福祉協議会で取り組ん

でいただいております移送サービスとの

関係でございますけれども、市の方でシ

ルバーに委託して行います高齢者移送サー

ビスにつきましては、６５歳以上の介護

保険の要支援以上の方で、いわゆる通院

で、通院介助を必要とされる方に限定を

させていただいております。そして、社

会福祉協議会の方の移送サービスにつき

ましては、できるだけ民間の社会福祉法

人が取り組んでおられるわけですから、

もっと余暇支援とかそういった、本来の

社会参加的な目的に使っていただけるよ

うにということで、一応お話し合いはし

ております。ただ、現実問題としては、

まだまだ通院の需要が多いものですから、

すべて今のシルバー人材センターの方で

賄っているというわけではございません。

また、１５年度の利用状況を踏まえまし

て、社会福祉協議会の方とも、今後のす

み分けについて改めて協議することになっ

ておりますので、基本的には先ほど申し

上げましたような方向で、すみ分けを引

き続きしてまいりたいというふうに考え

ております。

　続きまして、１３番目、シルバー人材

センターについてでございます。

　まず、民間の実績でございますけれど

も、１３年度と１４年度の、今、手元に

実績がございます。１３年度につきまし

ては、全体で、契約金額が４億６，７０

０万円、そのうち、公共部門が２億５，

５００万円、民間部門が２億１，２００

万円。それから、１４年度につきまして

は、全体が４億９，３００万円、公共部

門が２億６，４００万円、民間部門が２

億２，９００万円となっております。１

３年度と１４年度を比較しました場合、

全体としましては５．５％増となりまし

て、この４億９，３００万円といいます

のは、シルバーとしましては、過去最高

でありました平成１２年度の事業実績を

上回る、今までで史上最高の契約金額と

なっております。全体としては、１３年

度と比較しまして、５．５％の増になっ

ておりますが、特に民間部門につきまし

ては、７．９％増になっております。

　それから、就業開発の件でございます

が、一応、シルバーの会員の中で、２０

名程度を就業機会創出員という形でして

おりまして、シルバーとしてどのような

事業ができるのかを紹介するといいます

か、そうした取り組みもしております。

　ご質問のような本格的な意味での民間

のまねというのはできてないというとこ

ろもあるというふうに考えております。

　それから、シルバー人材センターの活

動の区域のことでございますけれども、

以前は、市外での活動は制限されており

ましたが、平成８年度以降、連合体とし

ての大阪府シルバー人材センター協議会

の範囲内であれば活動は可能となってお

ります。ただし、他府県の場合は事前に

了承が必要という形になっております。

　先ほど、民間の１３年度と１４年度を

比較しまして、民間の契約金額がふえて

いるというふうに申し上げましたけれど

も、シルバーといたしましても、このふ

えた内容につきましては短期的な発注が

多く、決して楽観できるようなものでは
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ないというふうに見ておりますので、今

後も引き続き、民間から契約をいただく

ように、先ほどご質問のありましたよう

な、民間の事業所回りも含めました就業

開発に努めてまいりたいというふうに考

えております。

○野口委員長　阿久根参事。

○阿久根生活環境部参事　産業振興課に

係ります質問項目、２２番の、事業所デー

タベース委託料にかかわりますホームペー

ジ内容のご検討についてお答えさせてい

ただきます。

　データベース化につきましては、今回

の代表質問でもお答えいたしましたとお

りであります。

　昨年、３５項目にわたる調査を行いま

して、特に、調査実態の中から、一般的

に中小企業につきましては、技術力は高

いけれど、販売力が弱いというように言

われておりますが、今回の実態調査の中

から、営業の専従の従事者、専従者、ま

た広報活動、いろいろな面はあると思い

ますが、そういう面からも、そういう販

売力の弱さがわかった次第です。

　このような状況の中で、ホームページ

がうまく機能できましたら、事業所の支

援につながるものとも考えております。

　特に、ホームページの内容については、

ご質問のとおり、事業所の基礎部分を主

にやっております。これにつきましては、

ホームページを技術者が見ますので、そ

の中から、加工内容、また、主な設備能

力、特徴、それから、その事業所の技術

レベルについては判断できるのではとい

うような考え方から、今の様式に落ちつ

いたわけであります。

　今年、１月スタートしたところであり

ますので、十分、いろいろなご意見をお

聞きしながら、よりよいものにしたいと

考えております。一つ、その中で、様式

等についても、今後、検討していきたい

と考えております。

○野口委員長　寺西参事。

○寺西保健福祉部参事　児童福祉課にか

かわります３点のご質問に対してご答弁

させていただきます。

　まず、１４番目の、ファミリーサポー

トセンター事業についてでございますが、

これにつきまして、社会福祉協議会の方

に委託して、今現在の体制で大丈夫なの

かというふうなご質問でございますが、

現在、本館の１階部分を見ていただいて

もわかりますように、本館においてもか

なり手狭であるというふうなことで、社

会福祉協議会だけではなく、そういうよ

うな状態であることは確かでございます。

その中で、社協の方でアドバイザー１名

を確保していただきまして、事業実施を

する予定をしております。創意工夫をし

て実施していただくようにお願いしてい

きたいと考えております。

　それで、アドバイザーが１名、不在の

ときにつきましては、他の職員でフォロー

していくというふうな形をとっていただ

くように依頼していくというふうな考え

でございます。

　続きまして、１５番の、子育て総合支

援センターの一時保育についてでござい

ますが、この一時保育につきましては、

現在、予約制となっておりまして、おお

むね１日１０名程度の定員というふうな

ことで、利用される児童の年齢等にもよ

りまして１０名を超える場合もございま

すし、７、８名の場合もございます。そ

れで、現在、就労されている方とかが先

に予約をされて、後から申し込まれた方

につきましては、なかなか希望日に応じ

て利用できるというふうなことが不可能

な場合もございます。現に、委員ご指摘

のように、利用できないというふうなこ
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とがあったということは事実でございま

す。

　参考までに、先月、２月の利用状況で

ございますが、開所日が２月は１９日間

で、延べ１６５名の児童が利用されてい

るという実態でございます。

　それと、もう１点、２４番、地域子育

て支援事業でございますが、これは、社

会福祉法人に委託事業というふうなこと

で、千里丘愛育園が現在、建て替えをさ

れておりまして、この４月にリニューア

ルオープンされるというふうなことで、

その中で、地域子育て支援センターを開

設されまして、それに対する補助をする

ものということでございます。

○野口委員長　福永参事。

○福永保健福祉部参事　それでは、２６

番の不妊治療の経済的支援についてと、

２９番の保健センターでの市民検診時の

配慮についてお答えさせていただきます。

　不妊治療についてでございますが、国

の方が、平成１６年度から、体外受精、

顕微授精について、経済的助成を行うべ

きであるとの基本方針が示されておりま

すが、具体的な支援方策については、今

現在、まだ示されておりません。大阪府

の方に確認をいたしましたら、府として

は予算計上をしているということは伺っ

ております。

　それから、保健センターで市民健診の

ときに、非常に寒いというご指摘でござ

いますが、確かに、自動ドアがガッとあ

くと非常に寒い風が入りますので、現在

のところ、自動ドアの横の手動ドアを利

用して、その前にビニールシートを垂ら

してというような対策をとらせていただ

いております。既に工夫させていただい

ておりますので、また、今後ともよろし

くお願いしたいと思います。

○野口委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　２３番、ＮＰＯ

関係でございますが、今後のＮＰＯの考

え方と、中間支援センターの必要性とい

うことでお答えしたいと思います。

　ＮＰＯ法人への考え方につきましては、

平成１３年４月に、民間からの寄附をい

ただきました土地、建物を受けまして、

正雀本町にＮＰＯの拠点施設を整備させ

ていただいたところでございます。

　支援につきましては、活動施設のみの

提供とさせていただいておりまして、Ｎ

ＰＯ法人個々へは行わないといたしてお

ります。ＮＰＯ法人３団体も、指名業者

登録をしていただきまして、競争の原理

の中で事業発注できるものと考えており

ます。

　今後、ＮＰＯみずからの問題意識、課

題を、みずからの方法、アイデアで解決

するために、自主的に活動を行っていた

だくものと考えております。

　あと、ＮＰＯ中間支援組織の必要性に

つきましては、昨年、関係部署が集まり

まして、生活環境部長、保健福祉部長、

私ども自治振興課、社会福祉課、政策推

進課、社会福祉協議会という担当部署で

検討会を開催させていただきまして、そ

の考え方を、一定、まとめたところでご

ざいます。

　その中で、ＮＰＯ中間支援組織とはと

いうことと、それから、中間支援組織の

必要性ということで、本市におきまして、

現在、早急に取り組むべきことは、市内

のＮＰＯ法人の活動内容の把握や自立支

援に向けた情報提供等の支援、行政との

協働の可能性を検討する。

　２番目としまして、本市の中間支援セ

ンター設置の必要性については、現状で

は、各ＮＰＯ法人は個々に活動しており、

温度差も激しいと想像でき、連携が必要

であるとの認識も低いと思われる。
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　３番目に、中間支援センターはＮＰＯ

法人を支援するためのＮＰＯであり、そ

の意味で、センター機能を担うべき人材

の育成が図られていない状況にあると。

　４番目としまして、ＮＰＯ法人の数も

他市に比べて少ない状況も含め、各法人

がさらに自立し、一定の熟度に達した段

階で、各法人間の連携や、法人と各関係

機関との連携をさらに深め、新たな活動

のための支援、継続的な行政との協働を

目的として設置すべきと考える。また、

草の根的な活動を展開しているボランティ

アグループも３４団体あり、その活動内

容も、みずから掲げた目標に向かって、

独自性を発揮しながら取り組んでおられ

ると。

　以上の状況から、今後の中間支援セン

ターの設置を考える中で、広い意味で、

広義のＮＰＯも視野に入れ、検討を加え

るべきと考えるということで、一定、ま

とめさせていただいたところでございま

す。

○野口委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５８分　休憩）

（午後　１時　４分　再開）

○野口委員長　再開します。

　藤浦委員。

○藤浦委員　それでは、２回目、質問さ

せていただきます。

　１番目の、メモリアルホールの祭壇の

使用料の件ですが、先ほどのご答弁では、

３１０件分で２４８万円がことしとして

見込まれているということでございまし

た。祭壇も、やっぱり高価な祭壇ですし、

前々から、ちょっと黄ばんできたなと思っ

たら、最近、ちょっときれいになったよ

うに思うんですけどね。これどれぐらい

のサイクルで洗いというんですかね、あ

あいうのをされてるんでしょうか。それ

で、これ、幾らぐらいかかってやられて

るんですか。何回でもこれできるんです

か。この辺のとこ聞いときます。

　それから、２番目の霊安室の改修につ

いてですが、１６年度では、冷蔵庫の件

を、検討いたしますというようなことも

ちょっと言うてはりましたけど、どうい

う検討をされるのかということが気にな

るわけですけど。

　遺体が、先ほど言いましように、湯か

んをしないと持ち込めないというふうな、

この案内状にも載ってますけど、こうい

う規定があるから利用できないんであっ

て、これは、利用すれば私はええと思う

んですよ。あるもんなんやからね、利用

すればええと思うんですけどね。何で利

用でけへんのかと、あるんやから使った

らええんじゃないかと思うんですよ。そ

れをちょっともう一遍お願いします。

　それから、同じ安置室の問題で、午前

９時から午後６時までの間に連絡をして

くださいと、こういうことになってます

ね。これに書いてある、霊安室の使用に

ついてということですが。これも、病院

がそこまで預かってくれないということ

もあって、本当は、もう少し柔軟な対応

をしていただきたいというのはあるんで

すけどね、その辺のことはどうなのかと

いうこと。

　それから、安置室で、何件か、私の知っ

ている方も待ってはりましたけどね。祭

壇を置いて、いすを置いて、それで線香

の守りをするということなんですけどね。

やっぱりご遺体やし、だれかついとかな

あかんし、やっぱり線香も絶やさんよう

にせなあかんと。しかも、病気の場合で

すと、看病で、最後はやっぱりもう徹夜

なんかで看病になって疲れてる中での、

そういうまた何日か待たなあかんという

ようなことで、非常に遺族にとっては大

変なんですね、これが。自宅に安置でけ
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へんねやから、ただにしてるんやししゃ

あないやないかという考え方もあるかも

しれませんけども、やっぱりその辺も、

ちょっと改善していただいて、せめて畳

敷きの部分をつくっていただいて、足を

伸ばせるようにとか、座ってそういう遺

体の番ができるような改修をちょっとお

願いしたいと。この件については、これ

前も言いましたんで、もう一遍ちょっと

考え方を教えてください。

　それから、３番目、防犯灯の件ですが、

狭間の部分についてはそういう問題が実

際にあって、なかなかつかないところも

あります。要望があってもまだついてな

いところもあるんですね。やっぱりこれ、

今の体制のままでは、つかないとこはつ

きにくいんですよ。市役所が間に入って

いろいろしても、それでも自治会によっ

てさまざまで、いや、もうつけないと言

うたらもうつけないですよね。自治会と

して、もうつけまへんねんていうふうに

方針を出してはる自治会長さんも中には

いらっしゃいます。もううちはこれ以上

ふやしませんというふうに宣言されてい

るようなところもありますしね。こうい

うようなところの対策をもっとやるべき

ではないかと思うんですが、何かいい方

法があれば、この辺も含めて、しっかり

対策を組んでいただくように、これは要

望しておきます。お願いします。

　それから、４番の自治会の推移ですが、

自治会に入ってる率が、大体横に平均し

てるなというふうには思うんですけども、

やっぱり７６から７７％、二十三、四％

の方は自治会に入られてないと、こうい

うことでございますので、やっぱり今の、

何かやっぱり自主防災組織でもそうです

し、自治会が１つのやっぱり補完的な組

織として、市役所がどんどんそういう落

とし方をしますので、本来なら１００％

入っていただくのが一番ええんでしょう

けども、そうでなかったとしても、何と

かこういう人たちに自治会にまた入って

いただけるようなことができないものか。

何か啓発的なものができないものかとい

うことは思うわけですが、この辺につい

てご答弁ください。

　それから、５番目の、市の無料法律相

談の件ですが、近隣市については大阪弁

護士会に委託されていると。それで安い

と。１時間１万円やと。ところが、個人

で、摂津市の場合は契約されると８，０

００円であると。弁護士会だったら、例

えば、この弁護士さん、変な話ですが、

よくないんですわということであればチェ

ンジもきくということですけどね。そう

いう意味では、より力のあるというんで

すかね、的確な相談をしていただける弁

護士さんに来ていただくことがより強く

可能になると思うんですけどね。その辺

のことを踏まえて、摂津市の今後、この

委託方法について変更する考えがあるの

かないのか、お聞きかせください。

　それから、６番のセーフティーパトロー

ルというのは、ボランティアでの防犯活

動を行うということで大変に画期的であ

るとは思うわけですけども。

　特に、活動についてもそうですが、結

成をすることがなかなか難しいんですよ、

結成に至るまでがね。千里丘の発足のと

きも、ちょっと私もいろいろ警察に資料

もらったりして、資料を渡したりいうよ

うなこともしたんですけどね。こういっ

た発足できるように仕込みを行うという

ことが大事だと思うんです、新しく発足

をしていくと。どんどんやはりふえれば、

その分、自主的にそういう意識が高まっ

ていくということにもなりますし、これ

はすごいええことやと思うんですけど。

そういう支援の仕方はできないのか、市
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として、この仕込みというんですかね。

この辺について、お考えをお聞かせくだ

さい。

　それから、７番目の、地域福祉計画策

定事業についてですが、委託料の件はお

聞きしました。きのうも申しましたけど

も、地域福祉計画は、一応１６年度末で

できるという、スケジュールはもうでき

上がってるんですね。策定委員さんも、

もう今既に２回会合を開かれたんですけ

ども、１回目には、どさっと資料をいた

だいて、初会合、初顔合わせ、２回目に

は、もう既に調査をする素案ですね、こ

れの検討に入るというふうな、いわば庁

内での会議は６回も７回も検討されて、

もう皆さんは、そういう意味では、認識

も、だんだん、だんだんやるたびに、い

ろんなことが勉強でわかってきてる中で、

策定委員さんは、言うたら、もうレール

の上に乗っかっているような意識ではな

いのかなということを非常に危惧をする

わけですけども。

　こういうやり方で、果たしてほんまに

住民参加ができるのかということを非常

に危惧するわけです。ほかの市では、そ

ういった、例えば、策定委員会があった

ら、その議事録をホームページに載せる。

また、その専用の地域福祉のホームペー

ジなんかもつくられている市もたくさん

あります。これは、参考に、泉大津市の

やつですけど、こういうふうな、こんだ

けありますわ、これ、こんだけ、こんな

分厚いのね。これは、全部、議事録やと

かいろんな計画書とかを集めて、おとと

しからやってはりましたけども、もう去

年見たときには、既にこういうホームペー

ジで上げていらっしゃったので、そういっ

たホームページを利用して、どんどん発

信をする考え方を、摂津市として持たれ

ているのかどうかということですね、今

後ね。その辺をちょっと聞いておきます。

　それから、８番目、人権の問題ですね。

　先ほど言いましたように、去年の１２

月４日に、同時に民生児童委員協議会が

会合を持たれたということで、これは、

今の話を聞きますと、摂津市の方でそう

いう仕掛けなり、日程の調整が行われた

というふうにお見受けをしたんですけど

ね。これ、たしかそういう人権週間だっ

たと思うんですけどね。そういう中での

この人権の会合ということは、市を挙げ

てというたら一番大事な会合であったと

思うんですけども、その辺の全庁的な意

識というのがどういったものなのかとい

うことが非常に疑われるわけですね。民

生児童委員は、特に人権感覚が敏感でな

くてはならないと思うわけですし、そう

いった意味から協賛してもらってるわけ

ですしね。そういう意味では、やっぱり

参加してもらえるような体制をとってい

かないといけないと思うんですけどね。

　これを、ことし、実際に今後、さまざ

まな市のいろんな行事の調整も含めて、

こういったことの取り組みを述べてくだ

さい。

　それから、９番の民生児童委員と地区

福祉の、小学校区のずれの問題はわかり

ました。これは、ぜひ検討していただい

て、支障のないように、スムーズにいろ

んな会合がとりやすいような形での検討

をしていただくようにお願いをしておき

ます。要望しときます。

　それから、１０番の、独居老人の愛の

一声運動についてですが、やっぱり認識

を私も改めさせていただきます。現実に、

私の家の近くで、ヤクルトを配られる方

が訪問されて、それで、そのおばあちゃ

んが、毎日その人にお茶を出して、ちょっ

と話をして、それを楽しみにされている

というような現場を見ました。やっぱり
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そういう意味では、大分認識を変えてい

かないといけないなというふうに思いま

したので、今後、この事業を検討してい

く中にも、そういった認識を持って、私

自身も取り組んでいきたいと思っており

ますし、これは、さらに今の事業が効率

よく行っていけるように、これは要望し

ておきますので、お願いします。

　それから、１１番ですが、ふれあい配

食、値段はわかりました。それで、弁当、

これが入れ物ですね、こういうきれいな

入れ物に入ってます。２社あるんですね、

これとこれと。実際にちょっと試食をさ

せていただきました。これは補助金を私

たちはもらってませんよ、ちゃんと５０

０円とあれを払いましたけども。

　それで、今この弁当方式でやってます

から、この入れ物はどうされていますかっ

て聞いたら、結局捨てられているという

ことでした。回収してませんいう話やっ

たんでね。ということは、これだけ、２

万８，０００食、予算として組まれてる、

２万８，０００個、これごみとして市に

出されるわけですよね。片や、今民生の

中でも、ごみを減らそうということで、

ごみ減量作戦とかいろいろ対策を練って

る。また、片や、市の委託事業で、年間

に２万８，０００個もこんなごみを出し

てる。しかも、きれいなごみです。食べ

ればごみです、きれいけどね。こういう

矛盾について、そろそろ配食の仕方を、

方法を変えたらどうかと思うんですね、

ごみの出ないような方法に。この辺の考

え方、ごみのこの矛盾についての考え方

をちょっと教えてください。考え方を聞

かせてください。

　それから、１２番、高齢者移送サービ

スについてですが、先ほど、順調に利用

件数も伸びてきておりますということで

ございましたし、さまざまにケアマネジャー

会での啓発活動についてもお聞きしまし

た。

　ことしのこの内訳、予算の中で、車の

リース料が１９５万円ということでござ

いましたが、それで、行く行く３台まで

ふやしますと、こういうことでしたけど、

これ３台分のリース料を含めて１９５万

円ということでよろしいんですか。それ

とも後で、またふえたときに補正を組む

ということですか。違うんですね、はい、

わかりました、それは。

　あと、なるだけ利用者が使いやすいよ

うにするために、今は常時車いす使用か、

乗るときは少なくとも車いすですし、車

いすを使ってる方ということになってる

と思うんですけどね。この辺が、どうも

利用するときの一つのハードルというん

ですかね、抵抗になっていると。普通は、

まあまあ足引きずっても十分歩けまんね

んという人でも、いざ、車いすに乗って

までそんなんええわと、こういう人がい

てはるんですけど。

　何かこの辺のことを、もうちょっと利

用しやすいようにできないのかというこ

と、ちょっと考えを聞かせてください。

　それから、１３番目、シルバー人材セ

ンターの事業についてですが、先ほどの

答弁では、私の認識を上回る、民間から

仕事を取られているということでちょっ

とびっくりしました。頑張っていらっしゃ

るなというふうにも思いましたし、また、

そういう意味では、区域も改善されたと

いうことでしたので、もうますますこれ

は頑張っていただいて、ほんまに、市か

らの委託を上回る、第一段階ですね、上

回るぐらいの仕事を取れるような形での、

さらなる民間への営業活動を頑張ってい

ただきたいということをお願いしときま

す。伝えていただくようにお願いします。

それはそれで要望しておきます。
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　それから、１４番ですが、ファミリー

サポートセンターの運営について、これ、

社会福祉協議会が、別に私、あかんとい

うことでもないんですが、今の現状の中

で、本当にきちっとやっていただけるの

かなということが、きちっとできるかな

ということが、非常に危惧をするわけで

ございまして、錯綜している、忙しいで

すからね。いろんな事業があそこでやら

れてます、現実に。そういう中で、本当

に中途半端な形にならずに、きちっとで

きるのかなということを非常に危惧する

わけです。

　例えば、昨年は、高齢者移送サービス

については断らはったんですね。それで、

今回はファミリーサポートセンターは受

けると。それで、先ほどもちょっと言い

ましたけども、ＮＰＯの中間支援組織と

しての位置づけについても、これもあき

まへんと、ちゃいますと、うちはもうそ

んなんしまへんと。こんなふうな姿勢な

んでね。やっぱり福祉全般について取り

組んでいこうという姿勢がどうなのかと

いうことも含めて、ちょっと危惧をして

おります。これは、もうこれ以上申せま

せんけども、やっぱり中途半端にならん

ように、きちっとやっぱり委託する側が、

その体制も後々きちっと見定めながら取

り組みができるように、もうこれは要望

しておきます。お願いいたします。

　それから、１５番目、子育て支援セン

ターの一時預かりについてですけども、

先ほども答弁なさいましたけども、やっ

ぱり現実になかなか使えない方もいらっ

しゃると。現実に、やっぱり待機をされ

てる方が、やっぱり使われたりとかいう

偏ったりしている実態もあります。これ

を、もう少し、だれもが使えるような制

度にならないのかということについて、

もう一度、この点については、ご答弁お

願いしたいと思います。

　それから、１６番の、児童手当の小学

３年までの引き上げ、これは開始はいつ

ですかいうのはご答弁がなかったので、

これもう一遍答えてください。

　それから、公立は一応そういう形でで

きますけども、若干、私学の方もいらっ

しゃいますけども、私学の子どもなんか

にはどのようにしていただけるのかもあ

わせてお聞きします。

　１７番目の、母子家庭自立支援の件で

すが、一応わかりました。これ、制度の

周知がしっかりできるように、また、細

やかな自立支援ができるように、重ねて

要望しておきます。

　１８番目、環境美化事業の住民参加に

ついてですけども、ことしは試行的にそ

ういったボランティアをやり始めますと

いうことでした。大阪府なんかは、アダ

プトプログラムというのもやってますし、

大阪市は、先ほど言われたような独自の

そういうのもやっておりますし、そうい

うのがやっぱりきちっと展開されていく

ようにね。いいことだと思います。今後、

やっぱりそういう協力をしていただくと

いうことは非常に大事なことやと思いま

すので、しっかりとやっぱり進めていけ

るように、この１６年の試行期間でも、

確かな手ごたえを持って、本格実施に向

けていけるように、これは頑張ってくだ

さい。要望しておきます。

　１９番の市営葬儀料と霊柩車の関係で、

先ほどの答弁の中で、白木のああいう霊

柩車じゃないやつでも一応使えるように

なってますよと。その場合は１万２，０

００円ぐらいでできますよという話でし

た。この洋風の霊柩寝台というやつであ

れば、１社じゃなくてあるそうです。市

によっては、そういうのに切りかえてい

るような市もあるそうですので、例えば、
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今は、掲載としては載せられていません

が、市営葬儀の中で、この２種類を選べ

るような形での、少しでも安い方がいい

という方には、その霊柩寝台と言われる

ものですね、洋風の分でもいけるという

ふうな部分での選択制を導入されてはど

うかと思うんです。この辺も、検討して

いただくことを、これは要望しておきま

すので、お願いします。

　それから、２０番のメモリアルホール

の使用料についてですが、業者を集めた

ときにまた相談、いろいろ検討するとい

うことですので、これも一応しっかり検

討してください。お願いいたします。要

望しておきます。

　それから、２１番ですね、ごみ減量対

策の件で、剪定枝チップ化の研究の件で

すけども、茨木市のそこの島のとこにあ

りますチップは、結構目の細かいチップ

です。今も研究をされてる、ストックヤー

ドのところに置いてあるのも同じ多分チッ

プだったんかなと思うんです。結構目の

細かいチップだったんですけどね。機械

を１か月間借りはってつくられたチップ

は同じチップですか、目のちっちゃいチッ

プをつくられるんですか。

　それから、研究されてる中では、例え

ば、京都の綾部小学校の分も調べてはる

と思うんですけども、あそこは教育の一

環として、このチップと学校の残菜、給

食の残ったもので、子どもたちがそこで

堆肥をつくって、それで、それを花畑と

かに自分たちで入れてると。教育の一環

としてそういうことにも取り組んでおら

れるというのもお聞きしましたけども、

やはりこういった教育にもしっかりと絡

めるということにも可能でしょうし、ま

た、大きな企業なんかで食堂なんかを持っ

てる、また、寮なんかを持ってる、そう

いう残菜とかが出るところなんかについ

て、もっとそういったことも広めていく

というふうなこともできるかもわからな

い。そういったことも含めて、しっかり

検討していただいて、そして、しっかり

これ、成功させていただきたいんです。

　それで、なおかつ、やっぱりコストが

大事ですから、低コストで、効率よくそ

れができるような結果を残せるように、

また、今、言われた流通先ね、８００ト

ンも流通できるかどうか、これどこへ持っ

ていくという部分、当然、これ大きな問

題やと思いますし、もしこれがうまくいっ

て、ちゃんとはけ口もつくれて、８００

トンごみが減量できるといえば、また大

きな成果になると思いますので、しっか

り頑張ってください。要望しておきます。

　それから、これ聞きましたね、そうい

えば、このチップの種類ね。これだけちょっ

と答えてください。

　それから、２２番、摂津市の事業所デー

タベース維持管理事業についてですけど

も、ホームページの中身の、先ほどのデー

タの扱い方で、東大阪情報技術プラザの

こういうのもあります。こんなんも参考

にしながら、やっぱりよりその技術がわ

かりやすいような形での表現ができるよ

うに、グレードアップできるようなこと

をしっかり検討していただくように、要

望しておきます。

　それから、２３番の質問で、ＮＰＯの

中間支援センター、先ほど、庁内で会議

をされて、いろいろ今のところの方針を

とりまとめましたというお話でございま

した。中間支援センターについてだった

と思います。私たちが言ってまいりまし

た中間支援組織というのは、ＮＰＯとの

協働いうのは、今は業者と一緒に入札を

して、安かったら入札してくださいと、

こういう協働なんですね。こういう協働

ではなくて、あくまでも社会福祉協議会
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が窓口になって、そして、社会福祉協議

会からＮＰＯがいろんな実際の受けると、

こういうシステムを前々から築いてくだ

さいということを言うてきました。だか

ら、センターがあればなおよしです。セ

ンターいうのは、その活動拠点と社協の

そういう機関が一緒に入って、より便利

なように、動きやすいようにしたものが

センターですけど、センターなくても、

まず、社会福祉協議会が中間支援組織だ

という位置づけが必要なんですね、そう

いう意味では。社会福祉協議会が、いや、

わしはかなわんと、こういうふうな状態

ですと協働が進まないわけです。今、各

市ともやられているやり方は、今、言っ

たような、社会福祉協議会が中間に入っ

て、クッションになってやられている協

働方式なんですね。

　だから、そういうシステムをつくって

くださいということをお願いしておりま

したので、協働について、どのように考

えているのか。さっきありましたような、

入札なんですと、あくまでも入札なんで

すいうていうふうな考え方なのかね。も

う一遍、ちょっとその協働についての今

の摂津市の考え方についてご答弁いただ

けませんか。

　それから、２４番の、地域子育て支援

補助事業についてはわかりました。また、

後、いろいろ調べていきたいと思います。

これはこれで結構です。

　それから、２５番の、地球温暖化対策

地域協議会の立ち上げについてですが、

環境ネット・せっつについての支援、協

賛はやっていくということでございまし

たけども、いろいろ国の指定しているよ

うな補助事業を行っていくのには、この

地球温暖化対策地域協議会という組織の

申請をして立ち上げていかないとできな

いと思うんですね、これ。それには、例

えば、民間のそういう団体だけではでき

なくて、行政がそこに入って、一緒にやっ

ていかないとできないシステムになって

ると思うんですよ。その辺も踏まえて、

やっぱりこれは、今後、どんどんと現実

につくられてくるもんだと思います。現

に今、ふえてきておりますので、これを

ぜひ検討していただいて、摂津市として

も、具体的な協議会としての立ち上げを

していただけるように、これも要望して

おきます。

　それから、２６番の、不妊治療につい

てはわかりました。これまた、わかり次

第、またいろんな形で周知していただく

ようにお願いをしておきます。

　２７番の、大型ごみの処理の件でござ

いますけども、確かに、リサイクルセン

ターとかそういうリサイクル品を扱う店

もふえてきているのが現状でございます。

方法は、例えばホームページでなくても

結構ですけども、やっぱり市として、そ

ういった引越しごみや大型ごみがリサイ

クルに回されて、ごみが減量されるとい

う方法を、いろんな方面から、私が申し

たことも含めて、それから、例えば、リ

サイクルセンターへ売るということはで

けへんのかもしれませんけども引き取っ

てもらうと。向こうは商品として売るん

かもしれませんけども、自転車なんかは、

そうやって１台１００円で引き取っても

うたりしてる経緯もあるんやから、何か

そうやってどんどんごみを減らす方法を

検討してください。頑張ってください。

これも要望しておきます。

　２８番、メモリアルホールの掃除の件

ですが、検討していただくということで

ございましたんで、これもぜひ検討して

いただきたいと思います。

　２９番、保健センターの市民健診日の

件でございますが、早速していただけて
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いるのであれば、ありがとうございます。

私も確認をしていきたいと思っておりま

す。これは結構でございます。

　それから、３０番のごみ減量について

ですけども、うちはうちの考え方でええ

と思うんですね。固守せんでもええと思

いますねん。そんだけ持っていってもら

えれば運ぶ回数も減るし、集める手間も

少なくなってくる。２回トラック往復せ

なあかんとこ１回で行けるとか、そういっ

た面での人件費にそれが響いてくるとい

う考え方であれば、それはそれでええと

思います。

　どちらにしても、ごみ減量という部分

でしっかり頑張っていけばいいことだと

思いますし、これはまあ、総体的にごみ

減量を、しっかり頑張っていただいて、

そして、１炉運転を早く達成できるよう

に頑張っていただくということで要望し

ておきます。

○野口委員長　葭中参事。

○葭中保健福祉部参事　それでは、７番

の、地域福祉計画の部分の答弁をさせて

いただきます。

　地域福祉計画につきましては、住民参

加というのが非常に重要でございます。

その中で、課題の共有、また市民と行政

の役割、こういうものをはっきりと明示

をするという必要があると考えておりま

す。

　そういうことで、先ほども申し上げま

したが、１６年度につきましては、市民

の懇談会、また団体等のヒアリング、ま

た市民の方々の幅広い参加を求めました

全体的な集会というんですか、そういう

参加を願って、動機づけといいますか、

そういう部分を、今後、幅広く開催をし

ていきたいというふうに考えております。

　それと、また、ホームページの関係で

ございますが、これにつきましては、現

在、１回目、２回目ということで、具体

的な内容の部分がまだ精査ができており

ませんでしたので、次回からは、できる

だけホームページ等も利用した部分で発

信をしていきたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いをしたいと

思います。

　それと、８番の行事の重なりの関係で

ございますが、今回の部分につきまして

は、我々、情報の収集ということで不十

分な点があったことを反省しております。

このことにつきましては、今後、十分注

意をしてやっていきたいと思いますので、

よろしくお願いをしたいと思います。

　次に、１６番の、児童手当の関係でご

ざいます。この部分につきましては、３

月初旬に、府の方から一定の通知が来て

おりまして、４月１日から支給を開始す

るということで、事務手続をする予定を

しております。この支給につきましては、

６月１５日が支給日でございますので、

４月、５月、６月分については、６月１

５日に支給できるようにやっていきたい

というふうに思っております。

　それと、私学の方々の啓発でございま

すが、これにつきましては、教育委員会

が一定の名簿等を持っておりますので、

その分を、また名簿等をお借りして、私

学の方々に周知をしていきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

○野口委員長　紀田参事。

○紀田生活環境部参事　２１番の、チッ

プ化処理で出てくるチップの大きさとい

うことでご質問いただいておりますが、

一応、予算要求はさせていただいて、今

回、議案として予算上がってるんですが、

与えられた予算の枠内で、今後、どういっ

た機種が適当かいうことを選定してまい

りたいというふうには考えておるんです

－�35�－



が、ただ、摂津市の剪定枝で、特徴と言

えますのは、やはり剪定枝も当然あるん

ですが、中に草木類が、河川が多いとい

うこともございまして、草木類が多いと

いうことがありますので、それも対応す

るような機種ということで、とりあえず

試行したのが、１５年度、メーカーにお

願いして、一度そういう機械で、一日だ

けですが試行したりしております。

　ですから、そういう摂津市から出る剪

定枝、草木を視野に入れた中で、何がベ

ストかいうことを判断してまいりたいと

思っておりますが、恐らく、作業する中

で、やはり一定細かいチップ化をしてい

かないと、なかなか堆肥等には転用しに

くいということもございますので、そう

いうことも含めて検討してまいりたいと

思います。

○野口委員長　寺西参事。

○寺西保健福祉部参事　１５番の、子育

て支援センターの一時保育の件でござい

ますが、これにつきましても、なかなか、

予約をしたが予約が思うように取れない

というふうなことで、だれでもが使える

ような形でやっていただきたいというふ

うなことでございますが、これにつきま

しては、先ほど、２４番の、子育て支援

事業の中で答弁させていただきましたよ

うに、千里丘愛育園がことし４月にリニュー

アルオープンされて、一応、一時保育に

つきましても、千里丘愛育園の方で実施

される予定でございますので、その中で

選択肢がふえるというふうなことで、極

力、そちらの方も利用していただくよう

にお願いしていきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。

○野口委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　質問番号の４番、

自治会の加入の方策ということでござい

ます。今現在、１５年度の自治会数１１

４ございまして、加入世帯が２万６，０

００世帯と。住民登録しておられるのが

３万４，０００ということで、加入率、

７６％ということで、残り２４％、約８，

０００世帯が未加入となっている状況で

ございます。

　未加入になっている理由としまして、

いろいろあるとは思うんですけども、近

所づき合いが希薄になっている現状と、

どうしても、自治会に入ると役員に入ら

なければならないとか等々あると思いま

す。

　本市の現在の取り組みとしましては、

市民課に転入届けをされる際に、ようこ

そ自治会へというようなチラシを窓口に

置きまして、転入者の方にお渡ししてい

るというような状況でございます。今後、

加入の促進の問題につきましては、自治

会の役員会、または定例会、総会、当然、

そういう課題なりを取り上げていただい

て議論していただきたいと。あとは、自

治会の加入の通知というんですか、そう

いうようなものもつくっておりまして、

それを総会の時点でお配りして、加入促

進をお願いするというような形。それで、

その説明の中では、自治会に入るメリッ

トというんですか、そういうふうなもの

をちょっと強調しながら説明したいと思っ

ております。

　さらに、例えば、自治会の加入につき

まして、現在、ホームページで自治連合

会の紹介をしておりますが、その中に、

自治会の加入のお願いというような形で、

ホームページ上でもそういう形のものを

入れられないかなと思っております。

　また、住宅開発の開発協議の時点で、

事前協議ございますので、その中で、販

売される業者の方に加入をお願いできん

ものかなというようなことで、その辺も

ちょっと考えております。また、広報紙
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の呼びかけも考えていきたいと。

　いずれにしましても、また、自治連合

会とも協議しながら、市としてどこまで

できるのかというようなことで検討して

まいりたいと思っております。

　それと、５番、法律相談につきまして、

的確な相談が難しいというようなご指摘

なんですが、この的確な相談といいます

のは、今現在、１０分程度ということで、

どうしても３時間の間で、多いときは１

５人近く来られますので、どうしても１

０分程度ということになっておるんです

けども、その辺が原因かなと思っておる

んです。十分な相談ができる時間があれ

ば、他市並みに２０分、３０分という時

間があれば、相談内容も十分聞き取りな

がらできるかなと思っておるんですけど

も、それについては、今現在、来ておら

れます先生とも、相談内容でどこまで時

間が延長可能なのか、今後、それで検討

してまいりたいと思っております。

　あと、６番のセーフティーパトロール

隊でございますが、これ、先ほど言いま

したように、３つのパトロール隊、組織

していただいております。今後も、私ど

も、１つでも多くの組織をお願いしてい

るところでございます。

　先日も、たまたま、地域活性化事業の

ことで、対象にならないという事業もご

ざいまして、それでちょっとお断りする

中で、会長さんともいろいろ話したんで

すけども、ある校区の方で、私ども活性

化の中で、パトロール隊の結成の費用も

活性化の補助いけますので、そういう事

業もやっていただけませんかというよう

なことでお願いしたところ、つい最近で

すけども、結成の方向にどうも向かうよ

うな、４つ目のパトロール隊ができるか

なと思っておるところでございます。今

後も、そういう形で、パトロール隊をふ

やしてもらうようにお願いしたいと思っ

ております。

　それから、２３番の、ＮＰＯにつきま

して、協働のことでございますけども、

協働といいますと、どうしても市の委託

というふうにとらえてしまうんですけど

も、その委託の状況につきましては、平

成１２年９月に認証取得されました人材

サポートビューロー、これが、１４年、

１５年の２年間で約３００万円という委

託をされて、市関係だけですけどされて

おられます。あと、１４年８月に取得さ

れました情報ネットワークスでは約１８

０万、それと、平成１４年８月、同じく

キッズポテトが約１１０万というような

ことで委託されておる状況でございます。

○野口委員長　前川健康推進課参事。

○前川健康推進課参事　それでは、１番

目の祭壇の削りと洗いについてご説明さ

せていただきます。

　１５年度、６年目で初めて削りをさせ

ていただきました。今まで、くすんでい

るとかいうご指摘もいろいろありまして、

前から予算措置はお願いしておったんで

すが、なかなか難しくて、この１５年度

になって初めてさせてもらいました。通

常は、一つの祭壇について、削りといい

ますか、かんなをかけて削るんですけど

も、それが２回までできると。あともう

一回は薬品による洗いというのができま

す。合計３回、通常、６年から１０年程

度ですかね。茨木市においては、２年に

一回削りをされておるということを聞い

ております。それと、値段なんですが、

大体、削りは、１基当たり６８万円程度、

洗いがその約半分、２台で６８万円程度

かかります。

　それと、２番目の、安置室の利用につ

いてでございますが、なるべく利用の便

宜を図るように手続をとっておりますが、
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安置室そのもの自体の利用が少ないとい

うのもありまして、月に２件あるかない

か程度ですか。あと、時間についても、

この前の委員会で、午前９時から午後６

時という説明をさせていただいておりま

したが、この３月から、時間については、

朝７時から利用できるように措置はとっ

ております。

　それと、あと、部屋の改造なんですが、

冷蔵庫をどうするかという検討ももちろ

んございますが、畳ぐらいは敷けるよう

な形はとりたいとは思っておりますが、

予算の関係もありますので、現在はまだ

手はついておりません。

　それと、先ほど、午前中の質問で、あ

の冷蔵庫、幾らぐらいかかるのかという

ご質問でございましたが、それにつきま

しては、あれは備品ではなくて、建物の

建設工事の中に入っておりまして、それ

自体の値段はわからないんでございます

が、パンフレット等を先ほど取り寄せま

したところでは、１３０万円から１６０

万円程度の現在で値段がついております。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　まず、１

１番の配食サービスにつきましては、当

初、民生委員さん等のお力で、公民館等

の調理室を利用しまして、週１回、調理

から配食まで、ボランティアでお願いを

してきたものでございますが、高齢化に

伴いまして、また、独居や高齢者だけの

世帯が増加する中で、週１回だけでは、

とてもこのような高齢者の世帯の食生活

を支えることができないという認識のも

とに、現在のように週５日の配食サービ

スを実施するために、調理及び一部配送

業務につきまして、民間の給食事業者に

お願いをしてきたという経過がございま

す。

　しかし、今、委員ご指摘のとおり、食

べた後の弁当箱の処理につきまして、環

境部門で取り組んでおります施策と矛盾

しているような事態があるということに

ついては、ご指摘のとおりだというふう

に考えております。

　今後につきまして、食べた後の弁当箱

の処理の問題も含めまして、どのような

弁当にするのがいいのかということにつ

いて検討してまいりたいというふうに考

えております。

　また、配食サービスの方法につきまし

ても、現在のような民間事業者に一律に

お任せするのではなくて、例えば、市内

の老人福祉施設等で、入所者に対して調

理業務を行っておりますけれども、これ

を、施設内にとどまらず、地域の高齢者

等の方まで広げられないかと。ただ、こ

れにつきましては、配食数の問題や経費

の問題、それから、地域全体をカバーで

きるかなどの幾つかの問題もあるかとは

思いますけども、試行的に取り組むなど、

そういった形での検討も進めてまいりた

いというふうに考えております。

　それから、１２番の、移送サービスに

ついてでございますけれども、市や地方

公共団体や、それから、社会福祉法人あ

るいはＮＰＯ法人等の公益法人が移送サー

ビスに取り組む場合につきましては、い

わゆる道路運送法のタクシー業務との関

係が問題になります。現時点におきまし

ては、そうした地方公共団体や公益法人

が移送サービスに取り組む際には、少な

くとも、まず、車いす仕様車であること。

つまり、対象者が車いすの利用者である

ということ。それから、いわゆる不特定

の方を乗せるんではなくて、登録された

方を乗せるという登録制をひいていると

いうこと。それから、低料金であるとい

うこと。この３つがクリアをされて、初

めてそうした地方公共団体や公益法人が
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移送サービスに取り組めるというふうに

考えております。

　現実の問題としましては、今、委員ご

指摘のとおり、車いす仕様車ということ

で、車いすまではというような方がいらっ

しゃることは事実だというふうに思いま

す。ただ、高齢者の移送サービスにつき

ましては、一応６５歳以上の要支援以上

の方で、移動は主に車いすによらなけれ

ばならない方という形にさせていただい

ております。ですが、現実問題として、

車いすを常時使用しておられない方につ

いても利用されている方も現実におりま

すし、また、我々も、窓口等の対応では、

その辺は柔軟な形で対応させていただい

ておりますというふうにお伝え申し上げ

ております。

　ですから、今後も、そのあたりまで含

めまして、きちっと市民の方に理解して

いただけるように周知に努めてまいりた

いと思いますので、よろしくお願いいた

します。

○野口委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　質問をさせていただきます。

　１番目の、メモリアルホールの祭壇の

件ですが、聞いていたよりも安いなとい

う感じでしてですね、この８，０００円

ですね、１件あたりメモリアルホールを

使用された方の分は。これも、貴重な市

民からいただいたお金ですので、目的を

やっぱり明確にして、適切に使っていた

だくことを、これは、今後とも要望して

おきますので、お願いいたします。

　それから、２番目の霊安室の改修につ

きましては、冷蔵庫の、これ別に処分せ

んでも、使えんねやったら使ったらええ

と思うんですよ。使えるようにするのも

やっぱり大事なこと。これもやっぱり税

金をいただいてつくったもんですから、

置いとくだけではなくて、やっぱり有効

に使うようにすればどうかというのも、

私、提案させていただいてるつもりなん

ですけどね。処分しなさいということで

はないんですよ。使ったらどうやと。ちょっ

と皮肉に、使ってないんじゃないですか

というようなことを言いましたけども、

使って、しかも、今言うたように、せめ

て畳の部分もあわせて改修していただけ

ませんかということですので、これも要

望しておきます。また、後々で結果を聞

かせていただきたいと思います。

　４番目の自治会の入会につきましては、

先ほども、やっぱりいろんな問題があっ

てこの２４％の人が入られてない、それ

よくわかります、人間関係の問題もある

しね。それから役が回ってくる。小さい

自治会だとやっぱり回ってきます、どう

してもね。それから、新しく住宅ができ

たときに、自治会のでき方が自然に任さ

れてるというような感じがするんでね。

別に、どっかの自治会からお誘いがある

わけでもないしですね。例えば、６０軒

ぐらいの家ができたら、何も、だれもし

なければ、６０軒で自治会ができるか、

いつまでもできていないかと、こんな感

じになっているのがあってね。もっとこ

う、そういった、だれかがちょっとてこ

入れをして、もうこんな近いんやから、

一緒に自治会やったらどうですかとか、

そういうことをすれば、もっと精査され

て、自治会も何か、ちっちゃい自治会が

たくさんできるんではなくて、もうちょっ

とまとまりがよくなってくるような気が

するんですけどね。やっぱり自治会がちっ

ちゃいと、なかなかいろんな行事もしに

くい。大きなとこだと１，０００世帯を

超えてる自治会ありますね。１，２００

世帯とかいう自治会もあれば、５０、６

０という自治会もあります。３０何ぼい

うのもありますよね。ごっつい差がある
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わけですわ、この同じ自治会の中でも。

だから、１，２００もあるような自治会

やったら、ちょっとこれ大き過ぎるんちゃ

うかと、割った方がええん違うかという

ようなとこもあるし、そういった問題点

をちょっと整理するためのアドバイスも、

市として何か行えないのかなという気も

します。それも含めて、またどっかで質

問しますんで、一遍これ検討していただ

きたいことを要望しておきます。

　それから、５番目の法律相談の件です

が、時間の問題でもないように思うんで、

私、実際に相談に一緒に入ったこともあ

りますし、相談された人から、どういう

話でしたかというふうに聞いたこともあ

ります。そのまますれば大変なことにな

ることもありました、アドバイスのまま

行えばね。具体的には申しませんけども。

だから、やっぱり質の問題だと思うんで

すわ、量の問題ではなくてね。今の先生

が悪いということではないんですけども、

やっぱり質の高いのを求められる体制を

とるべきではないですかということを言っ

てるのであってね。今、あの先生と個別

で契約をするんであったら、もうかえら

れないわけですね。だけど、弁護士会と

いう形で申し込むと、これは弁護士会か

ら派遣されて来はんねやから、いろいろ

融通性がきくわけです。ただ、ちょっと

金の問題があるかもしれません。でも、

安かろう、悪かろうでは、やっぱりあか

んと思いますし、その辺を考慮した上で

体制を変えられたらどうなんですかとい

うことを言ってるんであって、こういう

体制をとっているのは、どうも北摂でも

我が市だけのようなことも聞いておりま

すし、これは一遍検討してください。要

望しておきます。

　それから、６番目のセーフティーパト

ロールの支援の仕方ですが、先ほど、４

つ目がもうできそうな感じだと、こうい

うことでございました。やっぱりいろん

な形で、広報にも載せていただいたこと

がありましたけど、そういう宣伝もして

いくことも必要だと思うんですね、やら

れているということに対してね、やられ

ている方たちを。出発するときは、出発

式いうて警察が来て、いろいろセレモニー

やってスタートしますよね。１番最初の

やつは、そろいのジャンパー着て、警察

がすごい力入れてましたから、取材も来

て、新聞にも載せてやりました。やっぱ

りそういうのも、あ、こんなんやってん

のかという、１つの効果になると思うん

ですね。そういう意味では、そういう効

果もつくるような啓発行為、啓発という

か宣伝のできるような行為を考えてくだ

さい。庁内ではいろいろ、ＡＴＯＭＳ賞

とかそういう啓発することはやってはる

んやから、庁外でもいろんな、市民に対

してもそういうことができることをちょっ

と考えてください。要望しておきます。

　それから、７番目の地域福祉計画の住

民参加ね、危惧してますけども、やっぱ

り今からどんどんと時間は近づいてきて

ますけども、前倒しするような思いで、

いろんなこと言いました、啓発活動も含

めて、ホームページの立ち上げも含めて

取り組んでください。よろしくお願いし

ます。これも要望しておきます。

　１１番目のふれあい配食サービスです

が、今言われた、やっぱり弁当形式とい

うのも１つありますけど、できればご飯

があったかいというのが何よりもいいと

いうか、最近、ビジネス街でも弁当屋が

車で乗りつけてきてバッと弁当売るとい

うのがすごくはやってます。必ずご飯あっ

たかいんですよ。あったかくするための

工夫をしてるんですね。冷たいと売れな

いんですよ。それぐらいご飯があったか
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いということは、料理の中で物すごい価

値の大きなことだと思うんですね。チン

すればええやないかということかもしれ

ませんけども、でも、それが一つの価値

というか、食べ物の中では価値があると

いうことだと思いますし、プラス、やっ

ぱりみそ汁か何か温かいスープがつけば、

なおこれはいいと思いますし、やり方を、

先ほど、ちょっと試験的にやってみよう

かないうようなことも言っていらっしゃ

いましたけども、それも１つの方法であ

ると思いますし、高槻市なんかは、一部

ね、全部じゃないでしょうけども、そう

いうＮＰＯ法人なんかが一部担当して、

そういう配食サービスを受け持っている

という事実もありますし、いろいろちょっ

と検討していただいて、これ、ごみの出

ない方向でちょっとお願いしたいと思い

ます。要望しておきます。

　１２番目の高齢者移送サービス、規定

で、車いすはもうどうしても外せない、

これもよく理解ができるところですけど、

事業拡大をされていきますので、どうか

効率運営ができるように、しっかり啓発

活動も含めながら、最大努力してくださ

い。よろしくお願いいたします。窓口対

応や電話がかかってきたときの問い合わ

せも丁寧にしていただけることを要望し

ておきます。

　１５番目の子育て支援センターの一時

預かりについては、千里丘愛育園が新し

くそういう事業を始めるということでご

ざいますので、さらに枠が広がるという

こともございます。しっかり行く末を見

定めながらまた勉強させていただきます。

これは結構でございます。

　１６番目の児童手当の小学３年まで拡

充の問題ですが、支給開始は多分４月１

日だと思うんですが、手続の開始はもう

少し早いんじゃないですか。手続の開始

が４月１日と言うてきたんですか、手続

の開始するのが。あ、そうですか、わか

りました。全部漏れないように、しっか

り丁寧な対応していただくように要望し

ておきます。

　それから、２３番目のＮＰＯの中間支

援センターの関係ですが、中間支援組織

という部分での、協働というのが、まあ

どうしても委託ということから離れない

わけですけど、私は、社会福祉協議会と

いう中間支援組織が間に入っての協働と

いうことを今までもずっと言ってまいり

ました。今のような、指名願い出しとい

て、入札して、それで、入札で安かった

ら取りますと、こういう協働ではなくて、

ＮＰＯでないと特色が生かせないという

ようなことを使って協働していただきた

いということを言ってまいりましたので、

しっかりこれ検討していただきたいと思

うんですね。これもまた何度も何度も言っ

ていきますけど、しっかり、いずれにし

ても、今、住民との協働とか市民との協

働ということで、第３次行革の中で、さ

まざまな協働という形での流れができて

きている中で、この部分だけが、何かこ

れ別ですねんと、こういう感じですわ。

はっきり言うて、ＮＰＯは別ですわと。

市民との協働はやりまんねんで、ＮＰＯ

は委託でんねんと、委託事業ですわと、

こんな感じになりつつあるからね。それ

はなぜかいうて、社協がはっきりせんか

ら、社協の位置づけが、と私は思うんで

すが、この辺を要望しておきます。

○野口委員長　藤浦委員の質疑は終わり

ました。

　原田委員。

○原田委員　それでは質問させていただ

きます。少し数が多うございますので、

またよろしくお願いします。

　まず最初に、地域活性化事業について
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でございます。８２８万円、決算の委員

会でも、この事業のあり方についてご提

起を申し上げたところでございますけれ

ども、平成１６年度はどのようにして事

業を進めようとされておられるのかお尋

ねをいたします。

　続いて、まちの美化運動ということで

これまで取り組んでいただきました。こ

れも毎回、取り上げておるわけですけれ

ども、依然としてなかなかまちの美化が

進まない。一方で、はがしをやればまた

張るというようないたちごっこが続いて

おるわけですけれども、抜本的ないわゆ

る指導というんですか、以前は警察とも

協力をしてやろうということだったんで

すけれども、どのような状況で進めよう

とされているのか、お尋ねをいたします。

　国際交流事業でございますが、一昨日

も代表質問が出ておりましたけれども、

今、やはり国際交流の重要性というんで

すか、さらに取り組みの強化を求めなきゃ

ならない状況にあって、なかなか摂津の

国際交流が進んでおらないように感じる

ところでありますけれども、これについ

て、今年度、どういう事業でもって進め

ようとされているのか、お尋ねをいたし

ます。

　それから、市営葬儀の委託料について

お問いをいたしたいんですが、消費税の

取り扱いが４月から変わるというふうに

聞いておるんですけれども、従前は、委

託業者が使用料に上乗せをして、市民に

消費税の分を負担していただいておった

というふうに思うわけですけれども、今

回、先ほど申し上げましたように制度が

変わるということでありますが、どのよ

うな形で進めようとされているのか、お

尋ねをいたします。

　以前にも申し上げましたが、小児の救

急医療体制の整備、これ各市とも取り上

げて、いろいろと努力をされてるんです

けれども、本市はその後、どのように変

わってきているのか、お尋ねいたします。

　これも、前回、お問いをいたしました

が、林病院の廃院に伴います鳥飼地域の

東部の地域医療体制が従前のままという

ことであろうかと思うんですけれども、

何かこの１６年度の中で変わっていくの

か、そうした取り組みがあるのかどうか、

お問いをいたしたいと思います。

　それと、緊急地域雇用創出事業につい

てでありますが、幾つか、私ども所管す

る部分の中で、担当の方で、ひとつどう

いう事業ということであるのか、お教え

願いたいと思います。

　バリアフリーのまちづくりについてで

ありますが、昨日も、代表質問でたくさ

ん出ておりましたけれども、まだ今年度

なんですが、マップの作成ということで

こうなったわけですけれども、それをど

のように生かしてバリアフリーのまちづ

くりにいけるのか、ちょっとその辺をお

教え願いたいと思います。

　ちょっとホームレスの分は割愛します。

　学校給食の残菜の堆肥化についての取

り組みが載っておりましたが、ちょっと

これをお教え願いたいと思います。

　それから、決算でも申し上げましたよ

うに、環境センターの各種保守点検の委

託料がいわゆる随意契約になっておりま

して、非常にコストの面で高いんじゃな

いかという指摘をいたしまして、検討し

ていきたいということでございましたけ

れども、平成１６年度は、どういうふう

な形で委託契約を結ばれていこうとして

いるのか、お尋ねをいたします。

　食品トレーの回収を、以前、検討して

おるということでありましたけれども、

この回収計画について、あればひとつお

教えを願いたいと思います。
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　それから、住民基本台帳カード交付手

数料ということで１０万円が掲載をされ

ておりますが、既にもう始まっておる状

況で、現状と今後の見通し等についてお

問いをいたしたいと思います。

　臨時ごみの収集運搬委託料で６５５万

４，０００円がありますが、この内容等

をお教え願いたいと思います。

　続いて、ＪＲ千里丘駅のエスカレーター

の保守点検委託料が３６８万円計上され

ています。昨年の予算書と全く同数字で

ございまして、ＪＲと契約をされておる

わけですけれども、ご承知のとおり、非

常にいわゆる働く者の賃金が下がってき

ているという状況があって、こういった

いわゆる保守点検の委託料も、やはり見

直す時期が来ているんじゃないかと、今、

思っております。そういう意味で、ちょっ

とこの契約というんですか、委託料につ

いてご説明をいただきたいと思います。

　緊急通報装置設置委託料ということで、

これ障害者と両方あるんですけれども、

老人福祉の方で４２３万４，０００円が

計上されていますが、ちょっと内容等を

お教え願いたいと思います。

　最後に、総合福祉会館の管理と維持と

いうことで、昨日、代表質問で、助役の

方から、平成１７年３月をもって閉館を

するということが明言をされました。そ

ういう意味で、今回は補修費がゼロでご

ざいますし、１年間、事故が起こらない

ように、大きな地震も起こらないように、

神にお願いをしながら使っていくわけで

すけれども、緊急やむを得ないとこはや

らざるを得ないと思うんですけれども。

そこで、小川駐車場の扱いをどうされよ

うとしているのか。それと、関係団体へ

の周知徹底ということでありました。

　もう一つ、２階部分が大阪府の所有と

いうことであります。これについて、こ

の３月で保健所がいわゆる撤退をされる

わけですけれども、その後の１年間、空

白というんですか、そのままであるわけ

ですけれども、いずれ解体をしなきゃな

らないというふうに思うわけですけれど

も、これ、あの福祉会館の解体をやるに

は相当な費用がかかります。もちろん、

府の所有物については大阪府が責任を持っ

て解体をしていただくと、こういうふう

になろうかと思うんですけれども、そう

いった、先ほどの関係団体との話し合い

ということで、その辺はどのようになる

のか、一度、お尋ねをいたしたいと思い

ます。

○野口委員長　前川参事。

○前川生活環境部参事　それでは、環境

対策課にかかわる質問といたしまして、

環境美化の事業なんですけれども、これ

につきましては、現在、市職員、全庁挙

げての活動ということで、月２回、各部

３名ずつ出ていただいて、５班体制で撤

去しております。これは、昨年の６月か

ら実施しているところでございます。ま

た、先ほどご答弁申し上げましたとおり、

緊急地域雇用創出補助金の活用というこ

とで、昨年の８月から、シルバー人材セ

ンターの方で委託させていただいて、撤

去をお願いしているというところで、今

現在、推移しているところです。

　現在のところ、実績といたしまして、

１月現在で約２万８，０００枚という形

で、例年、６，０００から８，０００枚

という形の撤去枚数だったんですけども、

ことしはその３倍以上という形の実績は

上がっているところでございます。

　先ほど、ご質問にありましたように、

抜本的な対策ということでありますけれ

ども、これにつきましては、業者が入れ

かわり立ちかわり張られるということで、

一定の業者であれば、それ相応の指導と
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いう形で抑制はできるんですけれども、

ここが終われば次の業者という形で、大

変苦慮しているところでございます。前

回もお話させていただいたように、宅建

協会なり警察等とも相談させていただい

て、悪質な業者については、警察の方か

ら警告とか注意とかいう形でお願いして

いるところであります。

　また、ことしの２月５日に、摂津市だ

けじゃなくて、三島地域挙げての美化活

動に取り組もうということで、４市１町、

高槻市、茨木市、本市、吹田市、島本町、

大阪府の土木事務所も含めた４市１町の

環境美化協議会というのを２月５日に発

足して、広域的な取り組みという形でい

こうということで、今現在、幹事会等含

めて検討しているところでございまして、

その辺、歩調あわせて頑張っていきたい

というふうに考えております。

　それと、緊急地域雇用対策事業の基金

の活用ということで、先ほども述べまし

たように、環境美化強化事業という形で、

新年度におきましても、１年間、シルバー

人材センターに委託をさせていただいて

やっていきたいということで予算を計上

させていただいているところでございま

す。これにつきましては、１日４時間、

月２０日を、６名体制で、散乱ごみの回

収及び不法看板の撤去という、両面の環

境美化の清掃を年間通じてやっていただ

くということで、４６８万３，０００円

を計上させていただいているところでご

ざいます。

○野口委員長　紀田参事。

○紀田生活環境部参事　環境業務課にか

かわります２点についてお答えいたしま

す。

　食品トレーの回収計画ということで、

家庭から出る容器包装リサイクルといい

ますか、法に定められたこういったトレー

類なんですが、それについては、分別回

収をしていくという方向性が打ち出され

ておるんですが、なかなかそれに対応す

るためには、回収日をいつに設けるかと

か、いろんな具体化に向かっての課題が

たくさんございます。

　そういった中で、各市、平成１８年ま

でには実施せよというような形で分別収

集計画を出しておるわけですが、それに

ついては、一定、今現在、私ども考えて

おりますのは、個別収集という形ではな

く、拠点回収からまずスタートしたいな

というふうには考えております。ただ、

その拠点回収をした後、一定、容器包装

リサイクル法に基づく基準というのがご

ざいまして、プレスして、一定、ラップ

をくるんで引き取り業者に渡してくださ

いというようなことになっておりまして、

それをやるためには、やはり一定、プレ

スするまでの間、置く場所であるとかプ

レスする方法であるとか、いろいろ課題

がございます。そういった中で、とりあ

えず、できる範囲のことからということ

で、一番リサイクルしやすいと言われて

ます白色トレーですね、そういったもの

についての拠点回収を市がやるか、むし

ろ、今現在、スーパーで回収されておら

れますので、そういうところに働きかけ

ながら、できるだけ市としてはコストの

かからないような形で取り組むのかとい

うことも含めて、現在検討しておる最中

でございます。

　あと、もう１点の、臨時ごみの収集委

託料についてですが、これにつきまして

は、引越しごみであるとか片づけたごみ

ということで大量に出る場合、電話予約

でお受けしておりまして、通常、月・火・

木・金の週４日、予約していただいて、

予約したものについて取りにいくという

ことで、これは業者委託を行っておりま
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して、その費用が、１日、１車当たり８，

３１７円という契約を行っております。

稼動が、大体、日平均ならしまして、約

４．１台になろうかと思うんですが、そ

れの大体２００日弱ということで、その

費用が６８０万円ですか、それぐらいの

金額ということで予算計上させていただ

いております。

○野口委員長　五里江センター長。

○五里江環境センター長　環境センター

の残菜堆肥化事業についてでございます

が、ごみ減量対策の一環としまして、市

域の１２小学校の学校給食の残菜を、生

ごみ処理装置に投入しまして、焼却ごみ

の減量を図るもので、装置につきまして

はストックヤードの方に設置いたしてお

りまして、その装置に生ごみとバイオ剤

を投入いたしまして、生ごみの減容堆肥

化を図るものでございます。

　続きまして、環境センターの各種点検

保守委託についてでございますが、保守

点検委託の中でも、自動燃焼計装設備や

工業計器類につきましては、焼却炉の運

転管理の心臓部をなすものでありまして、

特にコンピューター制御されているソフ

ト部分につきましては、本市の施設固有

のものであります。また、部品供給や故

障の兆候に対しまして、もうすぐさま対

応できないと焼却炉の運転ができなくな

るという、そういうリスクもございます

ので、これらの点検につきましては、メー

カー以外での保守点検は困難と考えてお

ります。

　しかし、排ガス測定装置につきまして

は、直接焼却炉の運転操作とは関連して

おりませんので、精密機器ではあります

が、他市の状況等も調査いたしまして、

新年度におきましては、価格競争できる

ように努力してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。

○野口委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　１つ目が、地域

活性化事業でございますが、この補助金

は平成１０年度に創設され、小学校区単

位で組織されております校区連合自治会

の方が、地域の発展と活性化を図るため、

みずからが企画し、実行される事業に対

して一定額を補助するものでございます。

１５年度の決算見込みの状況では、１１

校区で２３事業、実施していただきまし

て、防災関係が６事業、それから防犯関

係４事業、緑化推進、地域清掃が４事業、

ウォーキングとかハイキング等が５事業、

盆踊り、コンサート等４事業、合計６５

７万３，０００円を補助する予定となっ

ております。

　今後におきましては、地域の特性を生

かした事業も展開していただいておりま

すし、効果が上がっておると考えており

ます。事業報告をまとめる中で、地域の

声も聞きながら、今後は、より効果のあ

る事業に取り組んでいただけるように、

校区自治会とも協議を行ってまいりたい

と思っております。

　それから、国際交流協会の事業につい

てでございますが、中国蚌埠市とは昭和

５９年に友好都市締結を結びました。そ

して、オーストラリア・バンダーバーグ

市とは平成１０年にそれぞれ締結を行っ

ております。バンダーバーグ市とは、友

好締結後、国際交流協会が主体となって、

市内の高校の協力を得る中で、留学研究

生を迎えたり、ホームステイなどの交流

をしていただいておるところでございま

す。また、蚌埠市との交流につきまして

は、行政の訪問につきましては、平成８

年以後は行っておりません。本市からの

訪問団としても、平成１３年度以降も行っ

ておらないということで、蚌埠市からの

訪問は、毎年、来摂されております。民
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間交流という面から見ますと、平成１２

年度に、本市の中学生の卓球チームが訪

問されて以来、交流の経過がないという

現状でございます。今後も、民間交流を

中心とした事業を進めていただきたいと

思っております。また、具体的な協会の

事業につきましては、協会の総会がまた

開かれますので、その時点で明らかにな

るかなと思っております。

　次に、福祉会館の小川駐車場の件でご

ざいますが、収容台数が５８台でござい

まして、小川駐車場の使用料につきまし

ては、５８年オープン以来、据え置かれ

ているということで、年々、維持管理費

も増大ということもありまして、平成１

２年７月に３００円に改定したところで

ございます。

　使用の実態ですが、１４年度の決算で

は、使用料収入が約２００万、それから、

管理委託料が約４００万、差し引き２０

０万の赤字となっておるところでござい

ます。また、１４年度の利用状況でござ

いますが、有料台数としましては６，１

１５台、全体の約２０％で、１日平均１

８台程度と。それから、無料使用につき

ましては、２万４，１００台ということ

で、全体の８０％、１日平均７０台程度

ということで、合計約３万台、１日平均

８８台の利用状況でございます。また、

回転率といいますか、駐車場の１台当た

りの回転率でいきますと１日、１．５回

転しているような状態でございます。

　基本的には、小川駐車場につきまして

は、福祉会館、文化ホール等の利用者の

ための駐車場と考えておるところでござ

います。

　あと、福祉会館の閉館問題での団体へ

の周知ということでございますが、福祉

会館の現在の定期的な利用につきまして

は、老人センターの同好会として、２２

団体が月２回、これは詩吟とか絵画等々

でございます。あと、市民芸能文化祭な

ど文化ホールでやっておられます事業、

あと、農業祭とか福祉まつり等々での、

大きな事業の控え室等でも利用されてお

られます。また、文化連盟の書道教室だ

とか音楽連盟、福祉団体の点字サークル

等でも週１回の活動をされておられます。

その他、一般のクラブ、教室等の活動場

所等々にもなっておるところでございま

す。

　閉館に伴う今後の周知につきましては、

また部内で、どのような周知になるかと

いうのを協議してまいりたいと考えてお

ります。

○野口委員長　浅井参事。

○浅井市民課参事　住民基本台帳カード

の現状と見通しということでございます

が、住基カードにつきましては、ご承知

のとおり、住基ネットワークシステムの

第２次稼動の主な事業といたしまして、

昨年８月２５日からスタートをしてきた

ところであります。

　これまで、住基カードの交付枚数は１

４４枚でございます。本市におきまして

は、顔写真つきの住基カードというもの

を推奨しておりまして、約７割程度が高

齢者という内容でありました。

　新年度におきましては、この住基カー

ド２００枚分を見込んで計上させていた

だいております。それは、１５年度につ

きましては、８月２５日という年度途中、

約半年強の期間で計上していた枚数を参

考にいたしまして、さらに予算計上の１

０月末段階における交付枚数の勢いとい

うものがございましたので、そこから推

測をして、この新年度におきましても、

２００枚分相当を予算計上させていただ

いたところであります。

　ちなみに、最近は、ますます銀行など
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の口座開設の場合、あるいは携帯電話を

取得する際におきましても、本人確認と

いうものが厳格に求められてきていると

ころでございますし、そういう意味にお

きましては、運転免許証なんかを持たな

い方にとっては、手数料５００円で公的

な証明書となる顔写真つきの住基カード

というものは使えるんではないかという

ことでございます。

　それから、本年１月２９日から、大阪

府が電子証明書の発行という業務を行い

まして、その窓口受付事務を行っており

まして、その住基カードへ電子証明書を

格納するということもしておりますので、

こういうことから見まして、今後も爆発

的な普及ということにはならないだろう

けれども、着実な普及というものが見込

めるんではないかという見通しを持って

おります。

○野口委員長　福永参事。

○福永保健福祉部参事　小児救急医療体

制の整備についてでございますが、現在

のところ、摂津市休日応急診療所におき

まして、小児科の１次救急を行っており

ます。また、休祝日と夜間につきまして

は、高槻島本夜間休日応急診療所でも、

小児科の摂津市民を受け入れていただい

ております。

　２次救急体制につきましては、三島圏

域で、指定医療機関と、それから、曜日

によります当番医療機関、これが決まっ

ておりまして、２次医療体制を整えてい

ただいております。

　しかしながら、小児科医の不足等小児

救急に関しましては課題も大きいという

ことで、三島保健医療協議会の中で、小

児救急に関する専門部会を設けまして、

現在のところ、小児救急体制のあり方に

関する検討に入っております。

　次に、林病院の廃院後の鳥飼地域の医

療体制についてでございますが、林病院

廃院後、南摂津駅前に、小児科が１軒開

業されました。しかしながら、入院設備

のある診療所ではございません。入院等

に関しましては、従来からある医療機関

に対応していただいているというのが現

状でございます。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　それでは、

高齢者障害者福祉課に係る分についてお

答え申し上げます。

　まず、緊急雇用対策事業でございます

が、高齢者障害者福祉課の方では、平成

１６年度につきまして、障害者授産作業

所活性化事業という形で行わせていただ

きます。内容につきましては、障害者の

授産施設や作業所で製造されております

自主製品の紹介や、製品ができるまでの

過程、作業の様子などを掲載したパンフ

レットを作成し、市内の事業所等へＰＲ

活動を行ってまいりたいというふうに考

えております。

　雇用の予定につきましては、調査員の

方４名、延べ３００日、できましたら、

うち何名かでも障害者の方を雇用してま

いりたいというふうに考えております。

実施期間が、平成１６年６月から１１月。

委託先につきましては社会福祉法人摂津

市社会福祉事業団を考えております。予

算額につきましては４２０万円となって

おります。これは、今、この不景気の中

で、授産施設等の授産の受注がなかなか

進まないということで、通所されておら

れる障害者の方が受け取られる工賃が非

常に安い金額であるということで、それ

の工賃アップの一助になればという思い

でこの事業をさせていただくものでござ

います。

　続きまして、バリアフリーマップの作

成を踏まえて、得られた資料を今後どの
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ように生かしていくかというご質問と思

いますが、平成１５年度におきまして、

これも、国の緊急雇用対策事業を活用い

たしまして、障害のある方７名を雇用し

まして、市内の公共施設や民間施設、あ

るいは道路等につきまして、駐車場や障

害者トイレあるいはアプローチ等、大阪

府の福祉のまちづくり条例の整備項目に

基づいた調査を、実際に現場に出向いて

行っていただきました。一部は、当然、

マップの方に反映させるとともに、得ら

れました基礎的な資料につきましては、

関係各課に配付しまして、今後の施策に

有効に活用していただくとともに、具体

的には、現在、庁内的に、バリアフリー

の基本構想策定のために関係課集まって

おりますので、その中で、この資料を生

かしていくとともに、あるいは全庁的に、

今後、この資料を有効的に活用して、あ

るいはこの資料に基づきました進行管理

等ができるような形での全庁的な体制整

備ができるように、福祉サイドからも働

きかけてまいりたいというふうに考えて

おります。

　続きまして、ＪＲ千里丘駅のエスカレー

ターの整備委託料でございますが、これ

は、委託先につきましては、三菱電機ビ

ルテクノサービス株式会社の方に委託を

しております。委託料につきましては、

平成１３年度が３７９万２，６００円、

平成１４年度につきましては、３％のカッ

トをさせていただきまして３６７万９，

２００円、さらに、１５年度につきまし

ても、予算では３６８万円をいただいて

おりますが、業者等の話し合いの中で、

さらに３％カットで３５７万８，４００

円で１５年決算になるというふうに考え

ております。１６年度予算につきまして

も、一応３６８万円の予算をいただいて

おりますけれども、また、業者と交渉し

まして、１５年度の３５７万８，４００

円を上限に、できればさらに減額してい

ただけるように働きかけてまいりたいと

いうふうに考えております。

　次に、緊急通報の設置委託料でござい

ますが、これは、平成１５年６月、今年

度の６月から、これまでの株式会社セコ

ムから日本パナユース株式会社の方に業

者をかえさせていただきました。これに

伴いまして、委託料がかなり安くなって

おります。

　それと、もう１つは、今までにないサー

ビスとしまして、月１回、業者の方から

利用者の方に、電話で安否確認をしてい

ただくという業務をつけ加えさせていた

だいております。この安否確認をしてい

ただいた個々の利用者の電話での会話の

状況を、一応、毎月報告をいただいてお

ります。これによりまして、大体の方が

元気にお過ごしいただいておられますけ

ども、一部、やはり状況が変わっておら

れる方とかが出てきておりますので、非

常に、我々としても役立つ資料という形

になっております。

○野口委員長　前川参事。

○前川健康推進課参事　市営葬儀委託料

にかかる消費税につきましてご説明申し

上げます。

　市営葬儀委託料は、従来から、税込み

で市営葬儀取り扱い業者に支払っており

まして、今回の表示、４月１日からの改

正につきましては、その内税がわかるよ

うな提示はしていきたいと思っておりま

す。

　ただ、もう１つ、消費税の中には、非

課税取引といいまして、消費税が何にで

も課税されるものではなくて、福祉的な

ものについては非課税になるように配慮

されておりまして、その中で、特別の社

会的、政策的な配慮に基づくものとして、
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火葬料とか埋葬料、市の手数料等が含ま

れておりますので、その分については、

当然、非課税となっておりますので、表

示はしておりません。

○野口委員長　上田部長。

○上田保健福祉部長　最後の、総合福祉

会館の閉館後、解体という問題が生じて

くるということで、２階フロアにござい

ます茨木保健所摂津支所についてのご質

問がございましたので、私からお答えを

申し上げたいと思います。

　昨年の夏だったと思いますが、大阪府

の方から、保健所支所の本所への統合と

いうお話がございまして、本委員会の協

議会を設けていただいて、一定、報告を

行っております。その中で、これまで、

保健所支所が果たしてきた業務内容につ

いてどうなるのかと。それについては、

１２項目にわたって要望書をお渡ししま

す。もう一つは、２階部分の保健所支所

は、実は大阪府の財産でございまして、

その部分について所有権の放棄をしてほ

しいと。つまり、摂津市に無償譲渡をし

ていただくということもあわせてご報告

いたしました。その後、大阪府とのやり

取りの中で、一定、業務提携については、

きのうの代表質問でもお答えしておりま

すが、問題は無償譲渡の件でございます。

私と大阪府の担当者の間では、摂津市に

ついては無償譲渡をいたしますというお

返事はいただいておるんです。ただし、

それは、去年の夏でのいわゆる我々の考

え方でございまして、当時は、まだ総合

福祉会館２階はしばらくは使うというこ

とで、大阪府の権利を放棄してほしいと

いうことでお考えを申し上げておったわ

けでございます。しかし、秋以降、いわ

ゆる本市の側で、今の会館の建物の危険

度が高過ぎてきているということから、

早目の閉館という方針を打ち出され、そ

の後、いろいろと経過があったと思いま

す。そういうことになりますと、無償譲

渡していただいても結局は使えないとい

うことになるわけでございまして、実は、

私の方から、ことしに入りまいて、大阪

府に対して、以前は無償譲渡をお願いし

てたけども、これは無償譲渡していただ

いても、実は市の考えも変わりまして、

早急に閉館という考えが出てると。それ

については、閉館するとすぐ解体という

問題が起きてきますということで、会館

を解体すると相当ないわゆる解体費用を

捻出しなければいけないということに相

成るということで、非常に申し上げにく

いけども、無償譲渡はそれはそれでいい

んですけども、実は解体費用を捻出して

もらえないかということを内々に申し上

げておるところでございます。

　ただ、この支所というのは、門真もご

ざいますし、ほかでもございますので、

ほかの市の対応をお聞きしますと、用地

は市が提供して、上物は大阪府が建って

るというケースもございます。そして、

大阪府は、独自で用地、建物建ってると

いうケースもあります。市によって違い

ますが、撤去をしてほしいという市もあ

るようでございます。すぐに撤去をして

ほしい。そして、市として新たな施設を

つくるという、既に計画を大阪府に意思

表示をしている市もございます。あるい

は、このまま残していただいて、市がし

ばらく使って、市が全面的な、後には撤

去をしますという考えの市もあるようで

ございます。いろんなケースがあるよう

でありますが、本市としては、もう直近

に、１６年度、１７年度にかけて、会館

の基本的なあり方が一定の決定を見るこ

とに相成りますので、私は、先ほども申

し上げましたよに、無償譲渡というより

か、むしろ解体費用を一部お願いしたい

－�49�－



ということで、大阪府に、今後、改めて

の意思表示をしていきたいと。大阪府は、

今日まで、摂津との間では無償譲渡で話

し合いをしてきたという経緯もあるわけ

ですから、非常に難しいかもしれません

けども、改めて、この考えを大阪府に正

式に要請をしていきたいと、現時点では、

このように考えておるところでございま

す。

○野口委員長　暫時休憩します。

（午後２時４４分　休憩）

（午後３時１５分　再開）

○野口委員長　再開します。

　原田委員。

○原田委員　２回目の質問をさせていた

だきます。

　地域活性化事業についてでありますが、

先ほど、大場次長の方は、昨年度の事業

は効果が上がっているという、この事業

目的、そういう総括をしているというこ

とでありますが、私はそうは思っており

ません。

　実は、昨年の決算でも聞かせていただ

きましたように、やはりこの地域、本当

に今、大事な地域産業とか、あるいは地

域のふれあいとかいろんな問題が惹起し

ている中で、この交付いうんですか、こ

れを生かして、地域でどのようにふれあ

いやとか、あるいは先ほど言いました地

域の活性化、そういうものをつくり上げ

ていただかなければならない事業の趣旨

に沿ってないというように感じておるわ

けでございます。

　もうこれ以上申し上げませんけれども、

今年度、事業の趣旨を十分生かしてされ

るように、非常に財政が逼迫をしておる

ということでございますから、あえて無

理をしなくても、事業できなかったら未

交付でされてもいいと思うんです。そう

いうことを要請しておきたいと思います。

十分精査されるようにお願いしときます。

　それから、まちの美化運動についてで

ありますが、大変ご苦労をかけておりま

す。しかし、指導を強化をして、地域の

宅建組合を初めとしてやりたいというこ

とでありますけれども、やはり何といい

ましても業者のモラル、前回のときには、

警察のご指導も協力も得て業者指導に当

たりたい、あるいは開発申請時において、

都市開発課から誓約書を一部取るという

ようなこともされてると。実質、その効

果が全く出ておらないように感じます。

はがしていただいてる方は本当に大変な

んです。しかし、仕事だということでやっ

ておられますけれども、市として、やは

りそういう指導をもっとやらなきゃなら

ないというふうに思います。

　先日だったか、市民の協力ということ

で、大阪市だったかもわかりませんけど、

はがし・たいという編成をされて、地域

ぐるみで取り組もうということでありま

す。確かにいいことだというふうに思っ

ているし、市民の協力がなければこうい

うのもやっぱり進まないと思いますので、

ぜひことしについては、そういう市民の

協力を得られる、そういう取り組みをし

ていただけるのかどうかどうか、一度お

伺いをいたしたいと思います。

　国際交流につきましては、ぜひひとつ

衰退のないように。昨日でしたかね、ちょっ

とご意見出ておりました。そんなことも

考えながらも、やはりこの２１世紀、い

わゆる国際社会に向けての取り組みを、

ぜひひとつこれも頑張っていただきたい

ということで要望しておきます。

　市営葬儀のこの委託料は、少し説明が

よく理解できなかったんで、もう一度、

詳しく説明をお願いができたらなと思っ

ております。特に、非課税になっている

部分のご説明があったんですが、理解で
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きなかったので、お願いいたします。

　医療関係につきましては結構でござい

ます。引き続き、市民の健康を守るため

にお願いしたいと思います。

　１点、鳥飼東部地域に診療所の誘致等

は考えられないのかどうか、課長のご見

解を賜りたいと思います。

　環境センターの各種保守点検の委託料

でございますが、やはりメーカー独自の

もので、いわゆる随意契約をしなきゃな

らないということであって、排ガスだけ

は何とか競争入札に持っていけるという

ことでありますが、やはりそういった点

であっても、メーカーと十分話し合いを

詰めていただく、あるいは第三者機関に

おけるメンテにかかわって、経費の節減

を図る努力をなお一層続けなきゃならな

いと思います。経常経費１０８．９％と

いう非常事態なんですから、あらゆる箇

所において経費の抑制の努力をしなきゃ

ならないと思うんですけれども、もう一

度、その辺、ご答弁いただけたらありが

たいと思います。

　総合福祉会館の、いわゆる閉館に伴う

いろいろな問題が惹起をすると思うんで

す。先ほど、解体にかかわって、大阪府

に対して、やはり費用負担の一部を持っ

ていただくべきじゃないかというような

ご意見も申し上げました。そういう意味

で、助役としては、昨日の答弁から察し

ますと、いろんな関係団体のことを心配

されておったように思うんですけれども、

もう一度、踏み切れるのかどうか、固い

決意というんですか、いただけたらと思っ

てます。

　特に、小川駐車場については、地域の

要望が大変強い駐車場でございますので、

どうするか、もう閉鎖するのかあるいは

続けて置いとくのか、そういった考えを

お願いしたいと思います。

　解体の一部の費用の負担を大阪府にお

願いしたいという、部長、当たっている

ということでございますけれども、なか

なか大阪府も財政が非常に厳しいという

うふうにも思います。そういう意味で、

精力的に話し合いを強めなければ、なか

なか思うようにいかないと思うんですけ

れども、再度の決意をちょっとお願いし

たいと思います。これは助役の方ですね。

担当部門では動いていただいてるけども、

やはりこれは政治力というんですか、そ

ういうものがかかわっとるので、やっぱ

り助役あたりが動かなければなかなか難

しいんじゃないかと今思いますので、ど

ちらでも結構ですけれども、もう一度、

決意をお願いしたいと思います。

　臨時ごみの運搬委託料なんですが、収

入の方が幾らぐらい入っているのかちょっ

と調べたんですけど、見当たりませんの

で、支出は先ほどのご説明で理解をいた

しましたが、収入の部分について、ご説

明いただきたいなと思います。

　それから、ＪＲ千里丘駅のエスカレー

ターの保守点検委託料が、予算では３６

８万円が出されておって、ことしも減額

をお願いしたいということでございます

が、三菱ビル関係の、これは競争入札な

んですか。単なるいわゆる業者との話し

合いだけなんでしょうか。もう一度、ご

見解を賜りたい。２３万円、昨年、節約

できたということでありますが、もう一

度、契約方法について説明をお願いした

いと思います。

○野口委員長　前川参事。

○前川生活環境部参事　環境美化の関係

なんですけども、先ほど答弁させていた

だいたように、業者への指導という形で

いろいろ対策を講じてるんですけども、

なかなか効果ある対策という切り札いう

のがないのが現状であります。実際的に
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は、先ほど質問でもありましたように、

開発時に業者の方にそういう誓約書を出

させたりやってるんですけども、実際的

には、建てられる業者の設計業者が来ら

れるもんですから、直接的に販売業者と

なかなか通じてこないという問題点もご

ざいますし、また、実際に張られてる業

者に、直接に警告文書なんか何回も出し

てるんですけども、それとて、余り効果

的じゃないということで、悪質な場合は

警察の方から連絡してもらうというよう

な体制を今現在、とっているところでご

ざいます。警察の方が動いてくれれば、

ある一定の期間は自粛されるんですけど、

また再度という繰り返しのパターンが多

く見受けられます。

　また、宅建協会などの協会内部の方か

らも、協会通じて自粛という形で、摂津

支部の方はかなり動いていただいて、市

内の業者については、比較的、違法広告

物については少ないんですけども、摂津

以外の、高槻なり茨木なり吹田なり、ま

た、川向こうの寝屋川とかそういう近隣

市の業者が摂津に掲示物を張るというケー

スがほとんどなんで、その辺の問題もあ

ります。

　そういうことで、我々としては、撤去、

ずっと引き続きやっていくとともに、そ

ういう張られない対策いうのも並行して

取り組んでいかざるを得んかなというこ

とを考えてます。

　それと、先ほど、緊急地域雇用のお話

させていただいたんですけども、これと

て、１６年度で事業打ち切りということ

になっております。それの代替措置とし

て、先ほど言われました、市民ボランティ

アを活用した、大阪市で言うかたずけ・

たいというような組織を今現在、検討し

ているところでありまして、新年度にお

きましても、保険料等を若干予算化させ

ていただいているところでありまして、

新年度、できるだけ早い時期に、広報等

で市民の募集をかけていきたいというふ

うには考えておりまして、１７年の緊急

地域雇用が切れる時期に、本格的に動い

ていただけるような体制に持っていきた

いというふうに今、取り組んでいるとこ

ろでございます。

○野口委員長　前川健康推進参事。

○前川健康推進課参事　２度目のご質問

でございますが、市営葬儀の委託料でご

ざいますが、これは、市民の方から預かっ

た市営葬儀の使用料でございまして、こ

の使用料につきましては収入であります

ので、当然、非課税扱いとなっておりま

す。この使用料、預かった分を、そのま

ま市営葬儀業者に委託料として支払う関

係上、取り扱い業者の方において、税の

申告時に消費税分を取り出して納税して

いるという関係がありまして、通常の使

用料等には、消費税、税込みとかいう表

示はしておりません。ただ、先ほど、委

託料に税の表示をどうするのかという質

問と聞いておりましたので、業者に対し

ては、内税扱い、その部分を表示はした

いと思っております。

○野口委員長　紀田参事。

○紀田生活環境部参事　臨時ごみの収入

の部分なんですが、収入の部分につきま

しては、予算書３７ページの、塵芥処理

手数料のうち、一般廃棄物収集運搬処分

手数料ということで５９６万１，０００

円計上させていただいております。実際、

処分については、委託料プラス、あと持っ

て帰ってからの中間処理、最終処分とい

うことになると、いただいている経費の

かなりの額を要しているわけですけども、

せめて、収集委託料と処分手数料が対等

になるぐらいのことも考えればいいわけ

なんですが、なかなか収集処分手数料に
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ついては、北摂各市と比較いたしまして

も、今、摂津市が一番天のところに来て

おります。実際、民間の引越し業者など

にお願いすると、逆にかなりの高い金額

ということになってこようかと思うんで

すが、やはり市の処理責任という範疇の

中で料金設定をさせていただいておる関

係上、なかなか対等になってないという

ことが現状としてございます。

○野口委員長　五里江センター長。

○五里江環境センター長　環境センター

の各種保守点検委託についてでございま

すが、自動燃焼計装設備や工業計器類等

の点検保守委託につきましては、先ほど

ご答弁申し上げておりますように、本市

の施設固有の問題でありますし、設計製

作したメーカー以外の保守点検は困難と

考えておりますが、やはり財政状況厳し

い中で、ご指摘のことも踏まえまして、

発注に当たりましては業者と価格交渉い

たしまして、できるだけ安くなるよう、

さらに努力してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　ＪＲ千里

丘駅のエスカレーターの管理業務につき

まして、現在は随意契約となっておりま

す。つきましては、平成１７年度予算に

向けまして、市の方で庁舎外の総合管理

業務の一括入札が予定されておりますの

で、この入札の中で対応できるようにし

てまいりたいと考えております。

○野口委員長　福永参事。

○福永保健福祉部参事　鳥飼東部地域に、

診療所の誘致等についての考えについて

でございますが、日ごろの事業の中で、

医師会の先生方とお話をする機会が多々

ございます。そのお話の中で、先生方が

おっしゃられるには、医療法の改正等に

より、診療所の経営そのものが大変困難

な状況になっているというお話を多々伺っ

ているところです。

　現在のところ、今、私の見解をという

ことでしたので、私の考えの中で有効な

誘致の方策を持ち合わせておりません。

これからも、医師会や、それから、医療

機関の認可や指導をされておりますのは

大阪府に当たるわけなんですが、大阪府

の保健所等とも連携をこれまで以上に密

にして、地域の要望があるということを

お伝えしていきたいと考えおります。

○野口委員長　小野助役。

○小野助役　総合福祉会館問題について

なんですが、きのう、おとついの本会議

で申し上げたとおりでございますが、か

いつまんで申し上げますと、福祉会館の

休館といいますか廃館といいますか、そ

のスケジュール表をまずつくらなきゃな

らないと思っております。そのときに問

題になりますのは、きのうも申し上げて

ますように、各部におきます関係団体へ

の周知、まず調整がございます。そのと

きに、当然、市民の方から、代替案はど

うなのかということが出てまいることは

もう当たり前の話でございまして、そう

いった市民の意見、要望をどう吸収がで

きるかということでございます。

　それで、私どもが持っている資料では、

現在の福祉会館そのものが、第１会議室

から第５会議室まで、大体これが、利用

率で、年で見ますと、大体４８％から第

１会議室の３３％程度まで。１番多いの

が、それ以外に、同時に常設集会所が大

体４０名定員で５０％というのがこれ最

高でございまして、ここにカラオケ教室

等が入っているという形を聞き及んでお

ります。そういったことでの、この会館

の利用状況との関係で、先ほどご答弁申

し上げました同好会の２２団体であると

か、そういう形の中での調整が必要であ
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ろうと。

　それで、もう一つは、代替案の検討の

中に、市議会の会派によりましては、即、

市民が利用できるそういうものを建てる

ことが必要だという考え方と、まあ、こ

れだけの財政状況なんだから、何とか市

が代替案をつくった上で、市民にお願い

して、代替施設の提供でいくべきではな

いかという形の会派もございます。そん

なところをどういうふうに調整するかと

いうことが一つ残っております。

　それから、過日の本会議で出ました公

民館の使用問題、これは、やはり食事の

提供というのが非常に大きいというふう

に私ども承知しておりまして、そうしま

すと、公民館、きょうも教育長と話しとっ

たんですが、公民館法なり公民館の建前

として、堂々と食事、特に問題なのはア

ルコールだということを言っておりまし

たが、そういったこともなかなか提供で

きない。そうすると、公民館でできたと

しても食事的なものは今の段階で認めて

おるようなことを聞いておりますので、

暗黙的なものかもわかりませんが、そう

いう形があります。

　したがって、これは、きょう、特に三

島筋の公民館の状況がどうなっているか

いうことの調査を教育長にお願いしてお

りまして、一度、公民館も入れた中で、

地域にある公民館ですから、それらの利

用が、市民にとって利用しやすい形がど

うとれるかということも、きょう議論い

たしたところでございます。

　それで、私どもは、基本的には、代表

質問で答えてましたように、福祉会館の

単体ではなくて、コミュニティー施設、

複合施設で検討をいたしておりました。

この考え方はまだ変わっておりません。

シビックゾーンまちづくりの中で、とり

わけ、南千里丘まちづくりの公共公益施

設再開発の中で検討いたしてまいりまし

た。その内容は、きのう申し上げました

とおりでございまして、会館の機能は市

民交流センター機能でいいんではないか。

そこに女性センター、社会福祉協議会、

シルバー人材センター、情報スペース、

消費生活相談ルーム、それからエントラ

ンスホール、これは多目的ホール、コン

ベンションホール、共用スペース、これ

らを入れ込んで、大体２，１００平米で

いけるんではないかと。現在の会館が２，

７００平米ございますから、これはＰＦ

Ｉチームが精査した資料でございます。

これの中身がございます。

　したがいまして、この辺のところと南

千里丘まちづくりの阪急、ダイヘン、本

市の基本協定合意づくりの関連が出てま

いるということを申し上げてまいりまし

た。

　それで、いずれにいたしましても、４

月になりましたら、私のもとで関係課集

めまして、これらの周知を含めましたス

ケジュール表、そして、その各関係団体

の周知、代替案の問題の精査を、遅くと

も６月議会までにまず議会と協議をさせ

ていただきたいと思ってます。それで、

いきなり市民にまた周知をいたしますと、

議会との関係が、調整ができとらん中で

周知できませんので、できるだけ早く、

市民の皆さんに周知ができるように、ご

迷惑を最小限かけないような方向で処理

できるように、まず、議会とスケジュー

ル表をつくり、代替案の考え方も含めて、

一定の、議会にまずお示しした上で、そ

の合意のもとで広報を通じて具体の周知

という形をとっていきたいというふうに

考えております。

　その際に、ご指摘の小川駐車場問題は、

いろいろ内部では議論いたしております。

これは、前田部長とも大場次長ともやっ
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ておりまして、これをもし閉めた場合、

小川駐車場をどうするかと。この議論は、

従前から一般質問、また委員会等で、こ

の小川駐車場の管理コストと収入のアン

バランスがあると。いっそのこと、これ

無人化してはどうかという議論もいただ

きました。ただ、ちょっと無人化のこと

も議論いたしておるんですが、まだどう

とか決めておりませんが、あそこに、若

干、１日おいても３００円だということ

で、２４時間というんですか、もうそこ

へとめっぱなしと。どこかの業者の車も

とまっていると聞いております。そうす

ると、あれを無人化いたしますと、ほと

んどそういう車で埋まってしまうんでは

ないかという危惧も感じております。

　かといって、ならば、あそこを、以前

に議論してました、パーク２４みたいに

一気に有料駐車場どうかと。ところが、

あそこは府有地ということでございます

から、この辺のちょっと整理をしておか

ないと、大阪府との関係もある。人の土

地で摂津市は金儲けをしとると、こうい

うことにもなりかねませんので、この辺

のところの、府有地と聞いておりますか

ら、その辺のところの、大阪府の方に、

当然、そりゃ無料で借りるということに

なるのか、それが、会館がなくなったと

きに、いわゆるどういう形でもって大阪

府が、大阪府も非常に厳しい財政状況で

すから、これの調整があるなということ

も１つの視点に入れております。

　いずれにいたしましても、小川駐車場

は、私どもで有効に使いたいという気持

ちでございまして、その辺を、大阪府と

の関係もありますが、どうやってまとめ

上げるかなということは、これも、この

議論の中で考え方をお示ししたいという

中身の１つでございました。原田委員ご

指摘のとおりでございます。これは、も

う大きな中身として持っております。

　それから、解体費用につきましては、

先ほど上田部長が申し上げたとおりでご

ざいます。所有区分は大阪府が占有して

いるということで、上田部長なり私ども

が大阪府へ参りましたときに、地元選出

府会議員にはその点を強くお願いいたし

まして、それについて、一定、方向が出

てきたと。

　それで、もう１点は、これは上田部長

とも相談の上で、摂津市のこの状況だか

ら、おたくのところで帰っていかれると

いうことと、それから、摂津市には使う

ということではなくて、もう解体をしな

きゃならない。その分についての解体費

用は、何がしの解体費用的なものは持っ

ていただけるものなのかということは、

先ほど上田部長が答弁したとおりでござ

います。いわゆる、大阪府にすれば、厚

顔の上の厚顔ということになるかもわか

りませんが、行って、そういう働きかけ

ることにって、一定の財源的なものを、

解体費用を大阪府からいただけるような

努力を上田部長ともともにしていこうと。

地元府会議員とも相談しながらやってい

こうということで、地元府会議員も協力

はしてあげるということでございますの

で、これについては頑張ってみたいなと

いうことを思っております。

○野口委員長　原田委員の質疑は終わり

ました。

　山下委員。

○山下委員　それでは、幾つかの点につ

いて質問します。

　まず最初に、摂津保育所が民営化され

て初めての入所申請でありますが、その

申請の状況は一体どうなっておりますで

しょうか。

　２点目は、保健所の支所が４月１日か

らなくなるということから、その補完措

－�55�－



置としていろいろ対策とられておるよう

でありますけれども、しかし、なお、保

健所が管轄する仕事が、一層また、皮肉

にもふえてきているという状況にあるん

ではないかと。その１つが児童虐待の問

題だろうということだと思います。これ

も府的な問題で言えば、第一義的には、

子ども家庭センターというようなところ

が所轄するようでありますけれども、こ

こでの大体体制は、１人で２００件とい

うような、平均すると持っているという

ことで、とてもやないけどやってられな

いと。生活保護世帯のケースでも、８０

ケースを基本にということから見ますと、

こういう複雑な、しかも非常に、かなり

困難な問題もいろいろ含んでいる状況に

ある児童虐待の問題に対応するのに、２

００ケースというのは大変なことです。

もちろん、これだけで行くというふうで

はないし、これまで、るる皆さんご答弁

なさってるように、連携、ネットワーク

の問題だとかあるいは学校だとか、それ

から福祉事務所だとか、家庭児童相談所

だとか、今言った子ども家庭センターで

すか、いろんなとこ、保健所だとか、連

携してやっていくということが非常に大

事で、そのためには、やっぱり中心になっ

て機能するところが強化されなきゃなら

んということがあるんです。

　新聞記事では、摂津の事例なども報告

されていて、取り組み、なかなか評価さ

れてるようですけれども、しかし、私は、

なかなか、すべてがすべてこれでうまい

こといってるというようなことではない

と思うんですね。こういうケースもあっ

たということで努力されてる経過はわか

りますけれども、遺漏なく、全体その辺、

目を通していくということは非常に大事

なんで、そういう点では、これは、この

保健所の支所がなくなるということで、

補完しようというんでありますけれども、

なかなか補完し切れるものではないと。

一層、そのほかの体制を強化するという

ことが必要ではないかというふうに思う

んですが、これはいかがでしょうか。

　それから、ＪＲ千里丘のエスカレーター

の管理ということで、費用が毎年上がっ

てきているわけですが、今度、阪急正雀

駅のバリアフリー化などによって、エレ

ベーターを設置するということになると、

これの保守点検の費用負担などはどうな

るんでしょうか。あるいは、これは、そ

れぞれの駅によっていろんな状況があっ

て、管理やその辺もばらばらではないか

と思うんですね。つまり、ＪＲ千里丘、

市の要求の非常に強いということや、そ

れからまた、自由通路ということもあっ

て、そういう格好になったと思うんです

が、本来は、鉄道事業者の乗客サービス

の一環としても行われるべき中身でもあ

るんではないかと思うんですが、そうい

うことも含めて、どういうあり方、まあ、

これはまだ基本構想つくってやっていか

なあかんわけで、将来の話ですけども。

そういうことも見据えておく必要があろ

うと思うんで、ご見解を聞かせていただ

きたいと思います。

　それから、いつもこの場で言ってるん

ですが、特別会計の繰り出し、国民健康

保険の。いつもおっしゃるのには、繰出

金、これと市債と、これが足かせになっ

とるということで盛んにおっしゃってる

と。しかも、この繰り出しについては、

ルール外の繰り出しだとか何とか言って

打ち切ろうとしたけど、実態はなかなか

そうはいかずに来ていると。やっぱり一

般被保険者の保険料軽減のために繰り出

さなあかんと。こういうことで、いつも

ここで論議しないかんのですが、結局、

ここで決まるということになると、６月
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の健康保険料の値上げに際して、これ大

きな足かせといいますか、大きな枠をつ

くってしまいますから、自主的な審議が

なかなかできないといった事態にもなり

かねません。

　こういう点で、今回は１点だけ、審議

の中身、あるいは６月の状況によっては、

その辺、柔軟に対応するということも明

らかにしておいていただきたいと。

　それから、もう一つ、介護保険の拠出

金の根拠になるものというのは一体何か

ということを、改めてお聞きしておきた

いと思います。

　それから、ことしから敬老金が削られ

ました。これが一体１５年度と比べてど

のぐらい減るのかと、こういうことにつ

いても明らかにしていただきたいと思い

ます。

　それから、介護問題では、とりわけ介

護予防ということが非常に重要で、これ

また保健所も関連しているわけでありま

すけれども、要支援だとか要介護１とい

うふうに、比較的介護度の低いといいま

すか、そういう状態が一定期間経た後に

重度化すると。要介護が２、３、４と上

がっていくと。こういう割合が非常に高

いと。しかし、現行の給付内容では、介

護予防の効果がなかなか上がっていない

んではないかというふうにも言われてお

ります。従来の介護予防という点は、い

わば脳卒中対策が中心でして、例えば、

関節痛めて歩くことができないとか、あ

るいは家の中での転倒だとか衰弱という

ようなことによって重度化していくとい

う、こういう経過が報告されているよう

でありますが、こういう時期の、つまり

要支援だとか要介護１、このあたりでの

ケアが非常に大事ではないかと思うんで

すけどもね。こういう点では、どういう

対策を講じようとしているのか、お聞き

したいと思います。

　特別養護老人ホームの建設が行われる

と。これに補助するということでありま

すが、これでどの程度の待機が解消され

るのかと。待機はこれで一切なくなると

いうふうな見通しを持っておるのか、い

や、まだそうではないと。プランではこ

れで十分だということになってるんです

が、その辺の需要と供給の関係では一体

どうなってるのかということもお聞かせ

いただきたいと思います。

　乳幼児医療助成問題については、これ

は代表質問でもお尋ねしたとおりですが、

大阪府が対象年齢を引き上げるというこ

とで、市のこれまでやってきたというこ

とになるわけですが、それを一層前進さ

せるという方向で、この辺から要求、要

望してきているところです。そういう方

向でぜひやっていただきたいというふう

に思うんですが、さらにその点で見解が

ありますでしょうか。

　次に、生活保護の関係でありますが、

年々、保護世帯あるいは率ですね、これ

も増加してきているという状況にありま

す。しかし、なお、不況の一層の深刻化

の中、ホームレスの状態も増加してると。

ホームレスが家がないと、居住が決まら

ないということ、あるいは働く能力があ

るというようなことから、一律に保護開

始にはしないというようなことはやらな

いというふうにおっしゃってますが、そ

ういう対策、具体的に、この前も行って

こられたと思いますが、進めようとして

いるということですかね。こういう点で、

一体どう考えてるのか。

　それから、事業系ごみの減量問題です

が、事業系ごみも、年間１万２，０００

トンから１万トンにということで、１４

％ですか、これ値上げの影響があるかも

しれませんが、しかし、見込んでいた減
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よりも減らなかったというような状況が

ありますね。一層取り組みが必要であり

ますし、言われている１炉運転のために

は、２万７，０００トン以下にするとい

うことをおっしゃってます。３万５，０

００トンという状況の中で、８，０００

トンがオーバーしているという、こうい

う状況にありますが、一層この事業系ご

みの減量の問題についてどう取り組んで

いくのか。

　それから、昨今明らかになりつつある

問題で、予防接種の中で、防腐剤として

混入している水銀が自閉症の原因物質で

はないかということが問題になって、そ

れぞれ欧米などでは、その原因追及ある

いはまた訴訟にまで発展しているという

ことをお聞きしております。せんだって

もニュースで紹介されておりましたけれ

ども、こういうことについて、日本の体

制は、そういうことは一切問題にしてな

いようでありますけれども、こういうこ

とにも目を光らせて取り組んでいかなあ

かんと。命を守るという、そういうこと

から大事な課題だと思うんですが、いか

がでしょうか。

　それから、もう一つ、今、鳥インフル

エンザの問題も大きな問題になっており

ます。これは、もちろん、国や府挙げて

取り組むんでしょうけども、しかし、市

としても、これは健康にかかわること、

しかも、問題のあった浅田農産の船井農

場の３０キロ圏というのは大阪府下にま

で到達してますね、能勢の地域まで。し

かも、ハシブトカラスからも検出される

とハシブトカラスの行動範囲は狭いとい

うふうにも言われておりますけれども、

しかし、その他の野鳥は関係ないという

わけにはいきません。行政境界も鳥たち

にはありませんから、こういう点では、

決して安心できるというような状況では

ありません。確かに、直接の食用によっ

て起こるというようなことがまず考えら

れないとしても、感染を通じて危険になっ

てくると。こういうときに、市としては

一体どういうふうに対応していかなあか

んのかと、あるいは市民に対してどうい

うふうに注意を喚起していかなあかんの

かと、こういう点について、やはり問題

にする必要があると思うんですが、よろ

しくお願いしたいと思います。

　先ほどのバリアフリーのまちづくりの

件は、建設についてどうこう言うんじゃ

なくて、後々の保守点検というようなこ

とに、どういう取り決めということになっ

た場合には、こういう民生の所轄の中で

負担していかなあかんかと。こういうこ

とは、直接はもちろんまちづくりの関係

で行われることでありますけれども、維

持管理の費用負担の問題については、も

し、お答えできるようであればお答えい

ただきたいというふうに思います、一般

論として。

○野口委員長　中井参事。

○中井保健福祉部参事　介護保険の拠出

金でございますけれど、介護保険につき

ましては、第２期の事業計画を定めさせ

ていただいたときに、３年間の給付の額

が約７１億円ということで、本年度分に

つきましては２３億６，９５０万円かか

るということで、本市の拠出金について

は、法定割合が１２．５％になってござ

いますので、単純に率を掛けさせていた

だいて、本市からの拠出金については２

億９，６１８万８，０００円というふう

になっている状況でございます。

　それから、特養施設を第２期計画の中

で、１４０床を整備するということで、

この４月１日に、とりかい白鷺園が７０

床のオープンをされる予定でございます。

現在、特養の待機者については１５９人
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おられるという状況でございまして、と

りわけ、このオープンによって、今のと

ころ、白鷺園の方からお聞きいたしてお

りますのは、市内の方は５５人ほど今の

時点で入所していただけるというふうに

読んでおります。１７年には、次の、新

規の特養が、第二中学校の西側の方にお

いて今起工され、鋭意、整備中でござい

ます。これが７０床でございますので、

この２つがオープンを仮にしますと、そ

こそこ入所が必要な方については、そう

した特養施設に収容ができるのではない

かということについて、あとは要介護度

の若干低い方が残るのではないかという

ふうには思っております。それと同時に、

１７年には、合わせて２７４のベッド数

ができますので、この２７４の中から、

一定、施設において退所される率という

のがございます。これが、大体、大阪府

下平均で１５％から２０％ぐらいの１年

間の退所率がございますので、約４０か

ら５０人ぐらいの方については、毎年新

しく施設の方に入所が可能だということ

で、一定、この１７年の特養が完成しま

すと、緊急に入所が必要な方については

解消できるんではないかというふうに考

えております。

○野口委員長　紀田参事。

○紀田生活環境部参事　事業系ごみの減

量についてのご質問についてお答えいた

します。

　委員ご指摘のとおり、平成１７年度、

事業系ごみが２万１，０００トンござい

ましたが、１４年７月、料金改定等事業

系ごみの減量化策に取り組みまして、１

４年度では１万８，０００トン程度とい

うことで、おおよそ１４％の減量につな

がっております。さらに平成１５年度に

おきましては、さらに８％程度減少とい

うことで、１万６，５００トン程度とい

うことで現在見込んでおります。

　着実に減っておるということは事実な

んですが、ただ、１炉運転に向けてのす

き間と申しますか、委員、８，０００ト

ンとおっしゃったんですが、それに対し

て、平成１４年度で見ますと、大体７，

４００トンぐらいがまだ量としては多い

ということで認識しております。平成１

５年度の減量見込みを入れましても、大

体７，０００トンぐらいまだ残っておる

という認識でございます。

　それでは、どういうふうなことで対応

していくかということで現在、取り組み

を検討しておるんですが、まず１点、当

初、平成１４年の料金改定にあわせて、

各事業所にお願いしましたのは、古紙類

が大体３０％入っているというデータが

ございましたので、その古紙を適正に分

別していただければ、大体６，０００ト

ンぐらい減りますよということで、その

協力をお願いして、ごみとして出さずに、

資源回収業者、市が無料でこういう制度

を設けますから、登録していただいたら、

週２回まで古紙類については回収を行い

ますいうことで、それの登録もあわせて

勧誘させていただいて、それは無料で回

収いたしますから、当然、今までのごみ

の量が減るわけですから、料金改定を行っ

たとしても、費用としては、料金改定を

吸収できるぐらいの形で制度設定をして

おったんですが、なかなか、現在、６５

０社ぐらいの登録をいただいてるんです

が、実際、集めてるごみの量が年間６０

０トンぐらいということで、当初見込ん

でいた６，０００トンの１０分の１とい

うぐらいの数字になっておるんです。そ

れを、古紙業者とも協議をさせてもらっ

ているんですが、業者が取りにいく前に

先に取られてしまっているというケース

もありますし、それは同じ古紙業界の方
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が取っているケースもあれば、また逆に、

ごみとして回収されているというケース

もあるわけです。

　ですから、そういう内容の中で、私ど

も、許可業者が搬入してくる場合に、臨

時抜き打ち検査ということで、どれぐら

いの古紙類が入っているかということで、

職員がチェックしたりしてるんですが、

そういった中で、当初、やはり３０％入っ

てたのが、今現在は１０％を超えないぐ

らいの量にはなってきてるわけです。で

すから、かなり許可業者の方も努力して

もらって、古紙は積まないようにはして

もらってるんですが、結局、市に入って

来ずに、事前に抜き取りされてるという

ようなケースもあるように感じておりま

す。ただ、事業所ともお話すると、一定、

協力はしてるけども、週に２回やったら、

なかなか置くとこがないからごみとして

出してるケースもあるようです。そこら

辺のことも含めて、事業所に対して、や

はりごみとして出さずに、適正に古紙は

古紙として分別して出してくれいうよう

な形での協力要請をしていきたいという

ふうに思っておりまして、そういうこと

を徹底することによって、一定量のごみ

の減量につながってこようかと思ってお

りますし、また、平成１５年度から、多

量排出事業所、月３トン以上出されてい

る事業所に対して、減量計画書を出して

くれということで、これも職員がずっと

各事業者回らせてもらって、減量計画書

をいただいております。おおむね、毎年

１０％ずつということで、これについて

も、実際、協力していただければ、大体、

年１，５００トンぐらいの減量効果につ

ながろうかというふうに思っております。

　さらに、食品リサイクルが、平成１８

年からスタートするということで、これ

については、生ごみについては、多量排

出者については２０％の減量をしなさい

ということになっとるんですが、私ども

としてお願いしてるのは、排出事業所と

しての、市がお願いしている１０％プラ

スしていただいて、３０％減らしてくだ

さいよというようなこともお願いしてお

ります。

　あと、午前中の質問にございました、

剪定枝のチップ化であるとか、そんなさ

まざまな対策を講じる中で、目標年次の

平成１８年度については、おっしゃって

いる２万７，０００トン、１炉処理でき

るような体制で現在取り組んでおります。

　そういったところで、精いっぱい頑張っ

ておりますので、ひとつご理解いただき

ますようお願いします。

○野口委員長　葭中参事。

○葭中保健福祉部参事　それでは、乳児

医療の関係についてご答弁をさせていた

だきます。この乳児医療の年齢引き上げ

につきましては、先日の代表質問でも一

定の考えを述べさせていただいておりま

すが、現在、福祉医療につきましては、

老人医療、乳児医療、母子医療、障害者

医療と、４つの医療を、府制度並びに市

制度、この２本立てで現在させていただ

いております。

　ご承知のように、老人医療につきまし

ては、６５歳から６９歳の非課税世帯に

ついて、今回、大阪府が順次廃止をして

いくということになっております。また、

一方、市制度では、１５０万以下の所得

という対象の部分でもさせていただいて

いるような状況になっております。

　そういうことで、今後、こういう今申

し上げました４つの医療の関係を十分精

査をさせていただいて、ご要望の乳児医

療の分については、６月の議会までに一

定の結論を出していきたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いい
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たします。

　次に、ホームレスの関係でございます

が、これも、先日の代表質問で基本的な

考えを述べさせていただいております。

　去年、大阪府が中心になりまして、関

係市町村と連携をして、大阪府市町村ホー

ムレス対策協議会いうのを、発足させて

いただいております。

　そういうことで、この１６年度からは、

北摂ブロックで、総合相談事業という新

たな部分として４月から実施をするとい

うふうになっております。これは、今回、

予算では７１万９，０００円という分を

計上させていただいておりますが、そう

いう相談事業を通しまして、ホームレス

の自立を促進するという部分に、今後、

力点を置いていきたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　それでは、

高齢者障害者福祉課に係る分につきまし

てご答弁申し上げます。

　まず、阪急正雀駅のエレベーター設置

後の管理の問題でございますけれども、

これは、委員もおっしゃいましたように、

現在、設置に向けましたバリアフリーの

基本構想の策定作業を行っている段階で

ございまして、まだ、エレベーター設置

後の管理のあり方、あるいはどこが所管

をするかにつきましても、まだ庁内的に

決定をしておりません。ただ、ＪＲ千里

丘駅のエスカレーターの経験から申しま

すと、ＪＲにつきましては、いわゆる改

札口を入ればそれはＪＲの利用者やけれ

ども、改札口を入らない段階では、いわ

ゆる利用者ではないという見解を持たれ

ておられまして、これ、各市でも、エレ

ベーターの設置をめぐっていろいろトラ

ブルが起こっているようでございますけ

れども、そういった見解のもとでありま

して、エスカレーターの場合につきまし

ては、市の方が管理を行っているという

状況がございます。

　阪急の方につきましては、そういった

見解は持っておられませんので、やはり

委員ご指摘のように、管理については阪

急の方で責任を持っていただくように、

費用負担についても阪急の方でお願いで

きるような形での、今後、お願いをして

いかなければならないというふうに考え

ております。

　続きまして、敬老祝い金につきまして

は、これまで、７０歳、７７歳、８０歳、

８８歳、９０歳、９９歳、それから、１

００歳以上の方に対しまして敬老祝い金

を給付しておりましたけれども、１６年

度からは、７７歳、８８歳、９９歳、１

００歳以上の方に敬老祝い金を支給して

まいりたいと考えております。予算につ

きましては、平成１５年度の実績見込み

が１，４５８万１，０００円、１６年度

予算が６０９万４，０００円ということ

で、差し引き８４８万７，０００円の減

となっております。

　続きまして、介護予防の取り組みでご

ざいますが、これは、今後、非常に重要

な取り組みというふうに我々としても認

識しております。現在、介護保険の認定

で非該当となった方に対しましては、社

会福祉協議会のホームヘルパーが訪問を

して、その生活支援を行っておりますが、

現在考えておりますのは、独居の方につ

きましては、我々としても、独居の方の

名簿とかを民生委員さんの方からいただ

きまして、ある程度状況を把握できてお

るんですけれども、いわゆる高齢者だけ

の世帯の状況について、我々としても十

分な情報を持っていない。特に、その中

で、要介護状態におられる家庭について

－�61�－



は、やはりいろんな意味で支援を要する

部分があるだろうというふうに認識して

おります。

　それで、今、取り組んでおりますのは、

紙おむつの支給をされておられます方の

名簿を利用しまして、当然、この中で、

いわゆる高齢者の世帯だけで紙おむつを

利用されている方がいらっしゃる世帯に

もホームヘルパー等を派遣しまして、そ

の状況を確認することをやっております。

　それから、１６年度に新たに取り組ん

だりあるいは拡充していく事業といたし

ましては、在宅介護支援センターの方で、

家族介護者教室や介護予防プランの作成

等をお願いしております。

　また、保健センターの方では、骨折予

防教室や、健康推進課の方で、食生活の

改善事業等をお願いしております。

　それから、ふれあいいきいきサロンや、

いきいきリハサロンなどのいきいき通所

事業についても充実してまいりたいとい

うふうに考えております。

　さらに、今後につきましては、街かど

デイハウス等、介護予防にもつながり、

生きがい対策にもつながるような事業に

ついても検討してまいりたいというふう

に考えております。

　また、先ほどから質問に出ました配食

サービスの関係で、今まではお弁当を配

るだけの事業になっておりましたけれど

も、本年度から、毎年、アセスメントと

いうことで、配食サービスの利用者に対

して、食生活に関するいろいろな調査を

実施しております。これも、在宅介護支

援センターの方にお願いをして調査に回っ

ていただいております。そうした中から、

食生活の改善につながるように、例えば、

今申し上げました、健康推進課の食生活

改善事業等と連携できるような形で、食

生活の改善を図ることによって、少しで

も介護度とかが進まないような取り組み

も進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

○野口委員長　福永参事。

○福永保健福祉部参事　保健所支所統合

の補完措置ということでの、虐待予防の

体制強化についてでございますが、これ

まで、保健所との統合後のいろいろな話

し合いを進めてまいりました。その中、

あるいは現実に虐待予防あるいは虐待ケー

スの支援というような個々での話し合い

等も重ねてまいりましたけれども、大阪

府の見解といたしましては、委員もおっ

しゃられているように、子ども家庭セン

ターが主体となって虐待予防の体制を整

えていくのだというのが大阪府としての

考えの主流でございます。保健所としま

しても、もちろん、虐待予防に関する取

り組みをしていくけれども、今後は、特

に、市町村で主体的に取り組んでほしい

というような依頼の課長会等もございま

した。

　そのような中で、摂津市としましては、

平成１３年４月に虐待予防のネットワー

ク会議を立ち上げております。本当に多

方面の関係者が集まって、虐待予防に取

り組んでいる現状でございますが、今後、

ますます、市としても、保健所の協力も

得ながら、もちろん、子ども家庭センター

を中心、あるいは市としましては、家庭

児童相談室を中心といたしまして、虐待

予防にますます取り組みを強化してまい

りたいと考えております。保健所の方に

も、重ねて、より一層の強化をお願いし

ていく所存です。

　次に、予防接種についてでございます

が、三種混合の水銀、これが自閉症の原

因物質ではないかというようなことが主

にアメリカで言われておりました。この

ことに関する見解が、厚生労働省の方か
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ら、因果関係はないという発表がござい

ました。ＷＨＯとしましても、因果関係

は認められないという見解を発表されて

おられます。

　そのような現状にはございますが、実

際に予防接種しております担当市としま

しては、非常に気になっていたところで

ございまして、予防接種のワクチンをつ

くっている会社の方も気にしておられま

して、新年度から、チメロサールフリー、

いわゆる水銀が含まれていない三種混合

のワクチンを供給していただける予定と

なっております。

○野口委員長　前川健康推進課参事。

○前川健康推進課参事　それでは、鳥イ

ンフルエンザに対しての市の取り組みを

というご質問につきましてお答えさせて

いただきます。

　まず、大阪府の対応といたしましては、

２月２９日に、大阪府高病原性鳥インフ

ルエンザ防疫対策本部が設置されました。

３月１日から、府民向けのチラシを作成

して配布しているところでございます。

　なお、感染経路を絶つため、家畜伝染

病予防法第３２条第１項の規定によりま

して、当分の間、家畜については、３０

キロ圏内にある豊能町及び能勢町、高槻

市のうち、杉生、中畑、出灰、田能、二

料地区、茨木及び箕面市の一部について

は、現在、移動禁止措置がとられており

ます。その他の地域につきましては、照

会しましたが、特別な措置はどこともとっ

ておりません。

　それで、市の対策ということでござい

ますが、過日、２月１２日に、ＳＡＲＳ

など動物由来感染症に関する研修会を、

市役所の講堂で、市・民間の幼稚園の方、

関係者集め、約４８名出席していただき

まして、保健所の方で説明会を行ってお

ります。それと、市民からの問い合わせ

がある場合は、鳥やその他の動物を直接

さわらないでほしいということを徹底し

ておりまして、あとどうすればいいかと

いうことで、手洗いとうがいの励行、鶏

肉については、卵は７５度以上で１分以

上加熱すれば問題がないということを説

明しております。

　それと、それ以外にも、テレビ、新聞

で、連日、放送をやっておりますので、

市民の方でもほとんどご理解をいただい

ておると思いますけれども、あと、大阪

府のホームページが、リアルタイムでい

つも更新をやっておりまして、それも紹

介するようにはしております。あと、そ

れでも心配な方につきましては、農政室

推進課畜産振興グループを紹介するよう

手続をとっております。

　また、個人の方が家庭で飼っておられ

るペット、鶏等が仮に不審な死に方をし

た場合、不審なというのは、鶏の顔面の

はれ、皮下出血、急死等異常が確認され

た場合でございますが、それには、現在、

大阪府が窓口になっております畜産グルー

プへ連絡していただくよう、宿直室にお

いてもその手続をとっております。

　あと、異常がない場合で、通常、道路

で死んでいるとかいう場合につきまして

は、従来どおり健康推進課の職員の方で

それを取りにいきまして、焼却処分いた

しております。

　問い合わせにつきましては、過敏な反

応をされないように一言申し添えており

ます。

○野口委員長　寺西参事。

○寺西保健福祉部参事　摂津保育所の申

請状況についてのご質問でございますが、

１月１３日から１９日まで一斉受付をい

たしまして、一斉受付の期間内に申請が

あった分が、ゼロ歳児が、摂津保育所、

３名、１歳児が８名、２歳児が７名、３
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歳児が４名、４歳児が５名ということで、

合計２７名の第一希望の申請児童がござ

いました。ちなみに、継続児童が７３名

ございます。トータルで１００名という

ことになります。

　それと、他の公立保育所の申請状況で

ございますが、別府保育所が、第一希望

が、トータルで１４名、正雀保育所が３

７名、鳥飼保育所が２４名、子育て総合

支援センターが３４名ということになっ

ております。

○野口委員長　佐藤参事。

○佐藤保健福祉部参事　国民健康保険特

別会計の繰り出しにつきましてお答えを

申し上げたいと思います。

　ご承知のように、国民健康保険につき

ましては、国民健康保険法に基づきまし

て、全国の市町村が保険者になって運営

をされているわけですが、この国保の運

営に当たりましては、いわゆる保険者に

なっております市町村として、いわゆる

一般会計から繰り出しを行うことによっ

て、財政支援をする部分が、一定、決まっ

ております。ここらあたりについては、

これまでもご説明をしてきておるところ

でございますが、国保の運営に係る職員

の人件費、それから、国保の運営に係る

事務費部分、それから、法定給付を行っ

ております出産育児一時金、３０万円の

３分の２相当、それから、低所得者対策

として、国が実施をしておるわけですが

いわゆる保険料の軽減、これらの部分に

ついては、一般会計からの繰り入れをす

るということが求められておりまして、

今回、当初予算に計上いたしております

８億４，７５０万円、これらについては、

全体、５項目のうち４項目については、

いわゆる義務負担分というような形になっ

ております。ちなみに、この義務負担分

については、それぞれ実績が確定した段

階で、ないしは、実績の一定見通しがつ

く中で、年度途中での補正措置をお願い

してきておりまして、これについては、

例えば、１５年度につきましては、年度

途中で、総額３，４２０万円ほど増額補

正をお願いしてきておるわけですが、こ

の１６年度についても、これらの部分に

ついては、それぞれ、例えば、保険料の

軽減制度部分については１０月の末ぐら

いに確定をいたしますので、これを受け

て、１２月議会というような形になろう

かと思うんですが、そういう段階で補正

措置をお願いしていくということになろ

うかと思うんですが、そういうことで、

当面、６月での補正ということは、少な

くとも、繰り入れという部分については、

今のところは予定をいたしておりません。

○野口委員長　山下委員。

○山下委員　後の機会にまた論議ができ

ますので、それぐらいにして、ほかの点

についても、いろいろ言いたいこともあ

りますが、もうそろそろ時間でもありま

すので、先ほどおっしゃっていた虐待予

防だとか対策で、子ども家庭センターが

中心だというふうに大阪府が言うんであ

れば、それにふさわしい体制にせよとい

うことを、声を大にして言わなきゃなら

んのではないかと。もちろん、市として

これまで取り組んできていることについ

ては、一層その方向で連携を密にやると

いうことは当然のことでありますけれど

も、府としての責任でそういうふうに言っ

ているんであれば、そういうことをやっ

ぱりきちんとやるべきだと。

　岸和田の例でも、これは子ども家庭セ

ンターがそりゃ対応しとったんでしょう

けれども、そんなに、１人２００件もの

体制で、全部それを、彼らがもっと突っ

込んでやらなかったからというふうなこ

とろいろいろ言う向きもありますけれど
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も、決してそんなことではないというこ

とを、私は、そのことを一番言いたいわ

けですよ。そういうふうに言うんであれ

ば、そういう体制をとれということをぜ

ひおっしゃっていただきたいと。

　それから、あと乳幼児医療問題、これ

だけじゃありません。今、おっしゃった

老人、母子家庭、障害者医療、この辺に

ついて、これほどまでに府民を傷めつけ

るかということやと思うんですよ。これ

はまあ府の制度ですと言えばそうなんで

すけども、それをどうしても補完しよう

思たら、財政的にとてもできないという

ふうにおっしゃるんであれば、これまで

もそういうふうに言ってきたけれども、

こういう制度の後退は絶対してはならん

ということを、これまでも言ってきたわ

けだけれども、私は、引き続いて強くやっ

ぱり運動していかなきゃならんというふ

うに思っております。ぜひそういうこと

で、体制をとっていただきたいと。そう

いうことで奮闘していただきたいという

ふうに思います。

　先ほど、介護の方で、在宅介護支援セ

ンターの運営費の補助が、４か所どこと

も５９４万６，０００円というふうに、

１か所当たりということになっとるんで

すけども、これは規模の大小とか件数の

ことではなくて、こういうふうになって

るというのはなぜか、この１点だけお聞

かせください。

　それから、鳥インフルエンザの問題も、

窓口は大阪府ですけれども、市民からそ

ういう問い合わせがあったら、それもき

ちんと丁寧に対応していただきたいと。

疑わしいというような場合も、すぐそう

いう連携がとれるように、安全だとか言

うたら、これは危険だなというふうに皆

思うんですよ。事実そのとおりになって

いっているというのが、これまでのこう

いう対策の例なんですね。そういうこと

から、ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。

　予防注射の件は、そういうことで改善

されるということであれば結構でありま

すけれども、原因がそうではないという

んであれば、キレート剤を服用して、そ

の４分の３が改善されたというのは一体

どういうことなのかと言わなければなり

ませんけれども、そういうことも見越し

てそういう製造をやらないと。それを、

市としてもそういう接種を行っていくわ

けでありますから、無関係というわけじゃ

ありませんので、そういう方向であれば、

それは了としたいというふうに思います。

○野口委員長　登阪課長。

○登阪高齢者障害者福祉課長　それでは、

在宅介護支援センターの予算につきまし

てご説明申し上げます。

　委員のご指摘は、各４つの支援センター

全部の補助が５９４万６，０００円とい

う同額になっているけれどもということ

だと思いますけれども、予算の内訳とい

たしまして、総合相談事業という形で２

７９万円、それから、福祉用具の展示で

７３万４，４００円、それから、実態把

握をしていただくということで、これは

８１万円、それから、介護予防プラン作

成が３６万円、介護予防教室、家族介護

者教室が１５万円、それから、高齢者世

帯の訪問相談事業ということで１１０万

１，６００円という形になっております。

　はじめの、総合相談事業と福祉用具展

示につきましては、いわゆる人件費補助

的な分で一律でお渡しいたしますけれど

も、他の実態把握以下の部分につきまし

ては、これはあくまで実績に基づいてお

支払いするということでございますので、

相談件数や各種事業をやっていただけれ

ば、それに見合ったお金をお支払いする
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と。決算では、それぞれのところが変わっ

てくる可能性があるということでござい

ます。

○野口委員長　山下委員の質疑は終わり

ました。

　上村委員。

○上村委員　そしたら、最後になりまし

たけども、時間少なくなりましたんで、

大きなところだけお聞かせ願います。

　今回の予算の特徴ということで、一般

会計の総括につきまして先般の代表質問

等々で明らかになりましたけども、民生

常任委員会所管の予算ということの特徴

を私なりに見てみますと、予算概要の２

０４ページで、ここで、今回、総額が３

４４億３，７００万円ということであり

ますけど、公債費が１０１億円というこ

とで、これを除きますと２４２億９，３

００万円ということになりますけれども、

その中で、それを除くと、ほとんどの予

算が１５年度に比べると減っとる中で、

民生費の扶助費がふえとるわけですよね。

４億９，５５０万３，０００円、４億９，

０００万円ぐらいふえてますよね。この

中身が、私なり調べてみると、児童手当

ということでの増加かなということと、

それと生活保護の増加かなと。それと児

童扶養手当がふえてると。あと、ちょっ

と足らないんですよね、これ４億９，０

００万にならないんでね。これ以外にふ

えとるところがあれば、ちょっと答えて

いただきたいということです。

　民生費所管が９１億ということであり

ました。これが、公債費を除いた額で割

りますと、使える額の３７％ここに投資

してるということで、非常に重要なこと

であるということで、こういった施策を

守るためにも、何とか今の財政構造を見

直して、維持していかなければならない

と。赤字再建団体に絶対してはならない

という思いがさらに強くなるわけですけ

ども。今の総額のところで、児童手当は、

これは対象年齢が引き上げられるという

ことでわかるんですけども、生活保護も

増加した理由を教えていただけますか。

　それ以外に、１５年度と比較して、児

童扶養手当４，０００万ですよね。それ

以外に増加してるところがあれば教えて

いただきたいというふうに思います。

　きょうは時間ないんで、本当は、各所

管の、例えば、老人福祉に幾ら使ってる

かなというのをお聞きしたかったんです

けども、要は、老人、子ども、障害者、

母子、生活保護、あと共通に使われる福

祉の９０億がおのおの分かれるんですけ

ども、そういったとらまえ方を、できま

したらいただきたいなということで。こ

れまた後ほど、これ離れてまたお聞きし

たいと思います。

　今言ったこと、増加しているところの

内容を教えてください。

　次に、今回の機構改革で、予算書には

こども育成課と書いてあります。今まで

児童福祉課ということでありますけども、

このこども育成課になったことによる役

割がどう変わるのかなということをお答

え願います。

　次に、保育所関連でお尋ねしますけど

も、今回、摂津保育所が民営化されると

いうことで、これとのコスト削減額は、

きのう代表質問で１，８００万円ですと

いう答えがあったと思います。この中身

が、どういった形で１，８００万になっ

てきたのかなと。この内訳を教えていた

だきたい。当然、歳入といいますか、保

育料の部分が減って、なおかつ歳出も減

るという格好になりますよね。そのとこ

ろがどういう形でなっているのかなとい

うことを教えていただきたい。

　それと、この保育料の収納について、
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市の保育所と民間の保育所との保育料が

掲示をされてますけども、これの収納状

況というのを教えていただきたい。

　今回の一般会計の補正の中で減額補正

されてますけども、入所者が減っている

ことによって保育料が少なくなったとい

うことで減額補正されているということ

で、これだと、もう待機者はほとんどゼ

ロかなという考えになるんですけども、

この減額されたことと収納の状況と、あ

わせて教えてください。

　それと、さっき山下委員の方から、防

疫対応ということで鳥インフルエンザの

件がありましたけども、１つ教えていた

だきたいのは、今、カラスということが

騒がれてまして、きょう、きのうのニュー

スでは、国から各都道府県に出して、各

市に対応がおりてくるという話ありまし

たけども、もしカラスが死んでたら、市

民はどうしたらええのかなというのが非

常に気になるところで、それをどこに行っ

たらいいのかなということで、そこだけ

はきっちりしておかないと大騒ぎになる

こともありますんで、もしカラスが死ん

でたら、どこにどうしてくださいといっ

たことをきっちりすべきではないかなと

いうふうに思ってますんで、今のところ、

その対応についてどうされるのかなとい

うことをお聞かせください。

　それと、健康せっつ２１のことについ

て、先般、代表質問でもいろいろありま

したけど、今回、そういうリーダーを養

成しながら進めていくということであり

ます。そのことは今回、問いませんけど

も、また６月議会等々で、どういう進捗

になったかなということで問いたいと思

いますので、そこのとこだけ、またぜひ

進めていただきたいと思ってます。

○野口委員長　葭中参事。

○葭中保健福祉部参事

　それでは、予算の増の関係の部分をご

説明させていただきます。

　先ほど、委員の方から４億９，０００

万円程度の増額ということでお話がござ

いましたが、そのうち、社会福祉課に関

連します予算のトータルが、１６年度で

３４億７，６９３万３，０００円、１５

年度が３０億２，４０９万７，０００円

ということで、差し引きしますと、社会

福祉課関係で、前年度に比べまして、４

億５，２８３万６，０００円の増という

ふうに、今、申し上げました金額は、大

半が社会福祉課の増というふうな状況に

なっております。

　その内訳につきましては、児童措置費

の関係で、児童手当また児童扶養関係で、

２億４，００９万５，０００円の増になっ

ております。

　それと、生活保護の関係ですが、生活

保護の世帯数が大幅にふえておりまして、

１５年当初の分では４６２世帯が、現在

１２月末で５１７世帯というような関係

で、生活保護費が、前年度に比べまして

１割の増で、１億４，９９７万８，００

０円の増というような状況になっており

ます。そういうことが主な要因でふえて

いるというようになっております。

　それと、今回、機構改革でこども育成

課の関係が出ておりますが、これにつき

ましては、現在、社会福祉課で持ってお

ります母子関係の事務、また老人関係の

事務を、今度、新たに名称変更しますこ

ども育成課に母子関係を、老人関係につ

きましては、高齢者障害者福祉課の方へ

事務を移行する予定をしております。こ

れにつきましては、窓口に来ていただい

た方々のサービスを一貫性なものとする

ために、今回、機構改革をさせていただ

いております。

　例えば、保育の関係で来られました方
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については乳児医療、また、児童手当と

か、いろんな関連性がございますので、

そういう部分を、できるだけサービスが

漏れないような、一貫性のある行政がで

きるようにということで、今回、こども

育成課の立ち上げをさせていただいてやっ

ております。

　それと、また、係では、子育て支援係

ということで、子育て支援に係ります事

務についても、一定、充実をさすという

ことで今考えておりまして、これも４月

から稼動さすということになっておりま

すので、よろしくお願いをいたします。

○野口委員長　寺西参事。

○寺西保健福祉部参事　摂津保育所の民

営化のコスト削減、１，８００万円の内

訳でございますが、これは、人件費等臨

時職員の賃金とか朝夕のパート賃金とか、

それとか、保育所のランニングコストを

含めまして約１億１，８００万円が見込

まれます。それに引きかえまして、民間

保育所に対する、９０名定員の場合で、

民間保育所に対する運営費負担金、さら

に補助金等を合計いたしまして約１億円

の支出がございます。それで、差し引き、

その分が１，８００万円というふうな形

で、昨日の代表質問にも答弁させていた

だいております。

　それと、保育料の、今回、減額補正を

しておりますが、これは、当初予算ベー

スより減っているということでございま

して、実績につきましては減ではござい

ません。当初予算ベースから、伸びを見

込んでいた分が減っているというふうな

ことで、児童数自体は減少しておりませ

ん、ということでございます。よろしく

お願いします。

○野口委員長　前川健康推進課参事。

○前川健康推進課参事　カラスが死んで

いたらどう対応するのかというご質問で

ございますが、先ほども申し上げました

ように、野鳥の場合は、従来どおり健康

推進課の方に電話をいただければ、担当

職員なりが撤去に参ります。カラスの活

動範囲が６キロから１０キロと言われて

おりまして、現在見つかっておる京都の

分からは、３０キロ圏内からはかなり外

れてはおりますが、これも絶対ないとは

言えないことでもありまして、大量に、

大量というのはどれぐらいかと言われて

も、５羽から１０羽ぐらいかと思ってお

るんですが、そういう大量のカラスの死

骸が見つかった場合は、大阪府に連絡し

て、独立行政法人・農業生物系特定産業

技術研究機構の動物衛生研究所に京都の

方は運んでおるということですので、同

じような対応にはなろうかと思いますが、

仮にカラスが１羽死んでるという場合で

あれば、通常の死獣処理という形で対応

したいとは思っております。休みの間も、

宿直室の方に電話してもらって、その手

続をとるようにはなっておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。

○野口委員長　寺西参事、保育料の公立・

民間の収納状況について。

○寺西保健福祉部参事　収納状況でござ

いますが、納付書により収納をしていた

だいております。その関係で、公立保育

所の収納が、若干民間と比べて低くなっ

ております。詳しい資料の今手持ちあり

ませんので、その程度の答弁しかできま

せんが、よろしくお願いいたします。

○野口委員長　上村委員。

○上村委員　１点目の、民生費の内訳の

ところにつきましては、児童手当、生活

保護ということで理解しました。

　あと、こども育成課の役割についてと

いうことで、子どもに関することであれ

ばこども育成課に行けば、そこですべて

処理が終わると。今までは社会福祉に行っ
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たり、窓口を行ったり来たりしなければ

いけなかったのが、こども育成課に行け

ば、そこで一連の手続が終わるというこ

とで、市民にわかりやすくなったという

ことですね。わかりました。

　次、保育所関連ですけども、１，８０

０万円というのが、コスト削減額、当初、

児童１人当たり、民間だと１００万円で

すね、市だと２００万円かかってました

ということでありましたけども、その計

算でいくとこうなるのかなという気が、

少ないような気もするんですけども、実

際、このことで、これは定年退職者を待っ

ての自然減ということの数字の当て込み

が大きいんかなというふうに思ってます。

　きのうの代表質問の中でも、今後の民

営化に向けた取り組みをどうされるのか

というような質問もありましたけども、

民営化するということが前からの目的で

はないんで、やっぱりコストを下げると

いうことが最終目標なんで、やはり最終

的なコストをチェックしていかないとやっ

た意味がないような気がします。

　今、収納状況を聞いたのは、だから、

公立の方が若干収納率が悪いかなという

お話でしたけども、やはりコストという

面から見ると、やっぱり預けた人はきっ

ちりお金を払っていただくということと、

こっちがせっかく努力して、反対運動ま

で起こったところの民営化を、保護者の

方が一生懸命になってしとるわけですよ。

そういう点からいくと、きっちり払って

もらわないと、せっかくしたことの意味

がなくなるんで、ぜひそこのところは収

納率を上げるように、ぜひお願いしたい

なと思ってます。

　それと、この４月から、民営化される

と。摂津保育所が廃止されるというこの

節目のときですよね。こういったときに、

やっぱり市の方としても、ちゃんと保護

者に対しても、これで摂津保育所はもう

廃止されました。ただし、今度、民営化

される桃林会に、今までどおりの保育の

ことをちゃんと引き継ぎますということ

を宣言するような場を設けて、やっぱり

保護者に対しても安心をしてもらうとい

うことと、今まで一生懸命やられた委員

会の方おられますよね。委員会の方につ

きましてもきっちりお礼をするというこ

とが必要ではないかなと。

　これは、市長もしくは助役の方から行っ

て、お話するべきことではないかなとい

う気もしてますので、そこら辺の考え、

助役としてあるのかどうか。部長でもい

いですけどお答え願います。

　それと、先ほど、収納のところで、保

育料の納付については銀行振込ですか、

今。納付書を持って、銀行の窓口で振り

込むんですよね。これが、きのう、徴税

のところでありましたけども、保育所に

行ってる人は、共働きが多いんですよ。

共働きしてて、昼間なかなか出られない

状況にあって、銀行に行っても銀行は閉

まっとるし、なかなか休みとって行くと

いうことはできてないと。コンビニでの

振り込みとか、あるいは自動引き落とし

とか、そういった仕組みができないもの

かなというのが、きのう一括して考える

ようなお話でしたけども、やはり保育料

等々についても、そういったことを検討

していただきたいなと思ってますけども、

これはできないのかどうか、そこだけお

答え願います。

　カラスについてはそういうことで、市

の方に連絡すれば対応していただくとい

うことを言われましたんで、あした、早

速、市民に聞かれたらそういうふうに答

えたいと。今どうしようかなと、僕が行

かなあかんのかなと思ってましたけども、

市の方に連絡すれば、一応そういうこと
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で対応していただけるということであり

ましたんで、また、お世話になりますけ

ど、よろしくお願いします。

○野口委員長　寺西参事。

○寺西保健福祉部参事　保育料の収納で

ございますが、今、納付書払いでお願い

しているところでございます。それで、

自動引き落とし等につきましても、以前

から、保護者の方からもいろいろと、自

動引き落としできないものかというふう

な形での要望は、こちらの方、聞いてお

りますが、税とか国保とか、件数がかな

り多い分につきましては自動引き落とし

されておりますけども、保育料等につき

ましては、月１，３００、４００ぐらい

の件数しかございませんので、その手数

料等、一応検討はしたんですけども、な

かなか自動引き落としに踏み切るまでに

は、まだ、現在のところ至っておりませ

んので、納付書払いでお願いしたいとい

うふうなことで、保護者の方に申し伝え

ておるところでございます。

○野口委員長　上田部長。

○上田保健福祉部長　摂津保育所の民営

化問題で、議会を含め保護者の方、いろ

いろと大変な一時期がございました。そ

の後、３者協議もスムーズに行われてお

りまして、いよいよ４月に入りますと、

せっつ保育園というネーミングでスター

トします。

　これまで、いろいろとお世話になりま

した方に対しましては、厚くお礼を申し

上げたいと思います。

　ただ、今後のスケジュールにつきまし

て、３者協議の中でどういったセレモニー

になるのか、ちょっとまだ私もお聞きを

いたしておりません。ですから、今後、

保護者の方あるいは桃林会も含めて、そ

ういう場の設定があるのかどうか。３月

末までの時間ですから、何らかの場はあ

ると思いますけど、一応、そういう場が

設定されるとすれば、市からも出席しま

して、お礼のごあいさつも含めて、一定

のご報告はいたしておきたいというふう

に思います。

　いずれにしても、今後のスケジュール

を今一度お聞きしたいというふうに思っ

ております。

○野口委員長　上村委員の質疑が終わり

ました。

　以上で、質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午後４時５１分　休憩）

（午後４時５２分　再開）

○野口委員長　再開します。

　本日の委員会はこの程度にとどめ、散

会します。

　なお、次回の委員会は、３月１５日月

曜日、午前１０時からです。場所はまた

連絡します。

　（午後４時５３分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

民生常任委員長 野 口 　 博

民生常任委員  原 田 　 平
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